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[image: そして異端の創換術師II　現代魔術師、千年前に転移させられたので新たな歴史を創る]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「弓兵隊、放て！」

　シルジア公国将軍の指示で、ブラムド城の城壁の上にいる千の弓兵達たちが矢の雨を降らせる。

　矢は魔法の風に乗って飛距離を伸ばし、遠く大地に針山を生んだ。

　だがその矢を受けても敵の軍団はひるまない。頭部や胴体を無数の矢が貫き、手足を吹き飛ばしてなお、敵軍には一人の犠牲者もない。

　それもそのはず。眼下の草原を進軍するのが、土塊の人形だからだ。

　ジルタリア帝国が使役するゴーレム部隊。数にして千は下らないであろうそれは、後方に控える敵兵士達たちの剣であり、盾でもある。

「将軍閣下、矢が効きません！」

「ならば魔法だ！　魔術師隊、放て！」

　将軍が叫んだ直後、二十名ほどの魔術師隊の杖つえから火球や風の刃、光の矢などが放たれる。

　それは土塊の体を焼き、細切れにし、四肢をもぎ取った。魔法の一斉掃射で数十体のゴーレム兵が仮初めの命を失い、地に伏せる。

　だがゴーレム兵はまだまだたくさんいる。それに後方の錬金術師団により生産され、今この時も数を増やし続けている。一体一体は逐次命令しなければ前進と攻撃くらいしか出来ない木で偶くの坊ぼうだが、これほど数がそろうとさすがに脅威になる。

「大公爵様さえいれば……」

　将軍は歯は嚙がみする。

　大公爵が持つ宝剣パルクラヴィスの力があれば、こんなゴーレム兵の千や二千程度、たやすく薙なぎ払はらえる。

　しかし考えても詮無き事だ。大公爵は今、極秘の用件で国外へ出ている。敵は主が不在のこのタイミングを狙って攻めて来たのだから。

（だがゴーレム兵は魔法でなら倒せる。魔法壁マジツクシールドもブラムド城を覆うように展開中だ。後は籠ろう城じようしながら大公爵様の帰りを待てば──）

　そう考えていた時だ。

　空から降ってきた巨石が魔法壁マジツクシールドに衝突し、城壁の一部を薙なぎ倒たおした。

「何っ!?」

　無数の悲鳴が上がり、何人もの弓兵達たちが地上へ落下してゆく。その余波で魔力塔が揺らぎ、魔法壁マジツクシールドが消滅する。

「今のは何だ！　敵の魔法か!?」

「将軍閣下！　違います！」

「ではなんだ！　なぜあれほど大きな岩が降ってくる!?」

「神獣が……敵の神獣が投げたのです！」

　将軍は焦燥のままに敵陣後方へ目を凝らす。

　霧の中から姿を現したのは青銀の巨人だった。

　金属光沢を放つ鉱物質の体に、魔法陣が刻まれた二本の巨腕、そして赤く光る目を一つ持つ。その身の丈はまさに山のようで、城壁の上にいる将軍よりも遙はるかに目線が高い。

　人造巨人ペルグランデ。

　一体で国を滅ほろぼす力を持つと言われる神獣であり、ジルタリア帝国の大錬金術師が生み出した恐おそるべき魔ま導どう兵器だ。ローエンブルク聖王国の暴竜カリブンクルスや、デルムント魔ま導どう国の精霊王ケレブルムと同格の存在でもある。

「バカな……あんなものまで投入してくるとは……」

　将軍は絶望の眼まな差ざしで目の前の光景を見つめる。

　神獣に対抗するには、同格の神獣を持たねばならない。だが弱小国であるシルジア公国には神獣がおらず、魔力塔が持つ膨大な魔力を持て余している。この状況を打破する術すべは皆無だ。

　ペルグランデは再び巨石を持ち上げ──投げ放った。

　巨石はまるで水中に浮かぶ泡のようにゆっくりと宙を舞い、放物線を描く。魔法壁マジツクシールドが破壊された今、まともに受ければ城などひとたまりもないだろう。

「もはやこれまでか……」

　将軍が覚かく悟ごを決めてうつむいた、その時。

　鈍にび色いろの小さな蜂が五匹、羽音を立てて将軍の視界を横切った。

　鈍にび色いろの蜂は空高く舞い上がり、今まさに落下する巨石に取り付いて──

「創換魔法アセンブル〈鉱物分解デストラクシヨン〉！」

　鈍にび色いろの蜂に埋め込まれていた青い鉱石が白く輝き、巨石を喰らい尽くすようにして分解。膨大な砂と化して空を覆う。

「今だ、アーシェ！」

「ほい！　付与魔法エンチヤント〈乱気流タービユランス〉！」

　横合いから現れた獣人の少女が赤い鉱石剣を掲げるや、凄すさまじい暴風が巻き起こった。巨石を構成していた砂が吹き飛ばされ、砂嵐となって敵陣を襲う。

　だがペルグランデは手を前に突き出し、魔法陣を起動。展開された防御魔法が天災にも等しい砂嵐を真正面から受け切った。

　その間も土塊のゴーレム部隊は進軍を続ける。崩落した城壁を押おし退のけ、こちらの兵士達たちへ襲い掛かり──

「させないわよ！　幻惑魔法イリユージヨン〈幻声フアントムボイス〉！」

　更に別の赤髪少女が魔法を放つと、誰とも知れぬ男の声で命令が下される。その途端、前列にいたゴーレム部隊の動きが一瞬止まった。

　そして進軍方向を反転し、仲間であるはずの別のゴーレム兵へと攻撃を始める。

　神獣に対抗しうる存在が現れた事で、ジルタリア軍は引ひき際ぎわを悟ったのだろう。土塊のゴーレム部隊を囮おとりに、敵兵士や錬金術師団が撤退を始める。

　その様子を見届けて、先の少年は将軍に向き直った。

「貴殿は……まさか二十年前に魔力塔で眠った、エリオット＝ハンクス殿……？」

「はい。お久しぶり、という事になりますね」








第一章　宝ほう剣けんの勇者









「ディラン大公爵が不在。魔力塔は停止中……か」

　シルジア公国ブラムド城内にある円卓の間で、エリオットは口を引き結ぶ。

　ジルタリア帝国の攻撃で部屋は半壊しており、瓦が礫れきがそこかしこに散乱していた。今は兵士達たちが復旧作業に当たっているが、片付けている時間が惜しいとの事で、急きゆう遽きよ会議が開かれたのである。

　四重展開した〈停滞結界ステイシス〉の魔法が途切れたのは、体感で十七時間超、実時間だと二十年近くが過ぎた頃の事だ。

　銀髪の少女型魔導機械オートマギア──アドアステラによれば、突然魔力塔からの供給が途絶え、魔法を使えなくなったらしい。そのおかげでエリオット達たちは目覚め、シルジア公国の窮地に対応出来たのだ。

「結果的に魔力塔が停止して良かったが……なんで停止したんだろうな」

「多分、建造物の揺れによる瞬間的な魔力切れが原因だと思う」

　隣に座るブロンド髪の獣人少女が言った。

　エリオットの幼なじみで、数百年の長命を誇る幻想種の獣人、ソブルム魔ま導どう学院の同級生でもあるアーシェ＝ミスティ＝アークライトだ。銀毛の猫のココを膝に乗せ、頭を撫なでている。

「魔力塔は、地下にある魔力源から魔素を汲くみ上あげる魔ま導どう装置なんだけど、魔力塔自体も汲くみ取とった魔力を使って稼か働どうしてるの。だからそれが一瞬でも途絶えると、魔力塔は停止する。私わたし達たちの時代では耐震魔法や予備魔力源で対策されてるけど、千年前はそういうのがなかったんだろうね」

「つまりジルタリア帝国が攻め込んできて、人造巨人ペルグランデってのが岩をブン投げてきたから停止したって事？　運が良いいのか悪いのかわからないわね……」

　反対側で頰ほお杖づえをつきながら、ラキア＝レヴェットが言う。

　オーレリア魔法国連邦の産業スパイであり、エリオット達たちと共に千年前の世界に飛ばされた赤毛の少女である。

　魔力塔が停止した事で、シルジア公国は無防備な状態にある。再起動するには鍵の紋章を持つ人間と、宝剣パルクラヴィスが必要だ。

　しかし今の玉座は空席だった。

　アレン＝ブラムド＝シルジア公爵が亡なくなったのは十八年前──フラミリス＝シルジア姫がエリオット達たちの未来への旅に同行すると決めた翌年だそうだ。その後、当時七歳のディラン＝シルジアが大公爵になった。しかしそのディランも宝剣パルクラヴィスを手に出立し、現在は連絡が取れない。

　その事実を知ったフラミリスは顔を伏せ、肩を震わせる。

　自分の預かり知らぬところで肉親に不幸が起きたのだ、無理もない。

　フラミリスは拳を握り締め、大きく息を吐き──顔を上げた。

「わたくしは大丈夫です……。それよりディランがどこに行ったかはご存知ですか？」

「はっ。ディラン様は半月ほど前、数名の騎士達たちと共に遺構都市ウルドアへ向かわれました」

「ウルドアへ……？　ですが、そこは……」

「遺構都市って何？」

　アーシェの問いに、フラミリスは言いい淀よどむ。その返答を将軍が継いだ。

「地下に古代魔ま導どう文明の遺跡が眠る場所です。かつてシルジア公国が独立する前に所属していたファランド皇国の首都であり、暴竜カリブンクルスに地上部を焼き払われ……現在はジルタリア帝国が支配する地だと」

「ディラン君はどうしてそんな場所に？」

「……わかりかねます。極秘の用件であるとの事で。どうも聖堂騎士の方が参られたため出立を決めたようです」

「聖堂騎士というのは？」

　エリオットの質問に、フラミリスが振り向いた。

「聖堂騎士とは、創世神と破壊神を崇あがめる聖堂教会の信徒です。彼らは国家の枠組みを超えて、人々のために剣を取る事を許された戦士。もちろん自衛はしますが、基本的に力なき人々を守る者達たちです」

「味方、と思っていいのか？」

「彼らはどの国に対しても中立的立場を取っていますが、そうですね。聖堂教会の司祭様が、年に二度ほど我が国にも祈りを捧ささげに来られます。こちらが敵対行動を取らない限りは味方と解釈していいでしょう」

「なるほど……」

「エリオット君、どうする？」

　ラキアが声を潜めて顔を寄せてくる。

「……ディランを探しに行くしかない」

　その答えにアーシェもうなずいた。

「ディラン君の安否が気になるし、国を守るためにも私わたし達たちが帰るためにも宝剣は必要だもんね」

「そうだ。それに魔法薬の残量もな」

　アーシェは生まれつき心臓が弱く、毎日一回月霊草ムーンリーフで作られた魔法薬を飲み、発作を抑えないと命が危うくなってしまう。

　現在残っているのは魔法薬が二十七錠と、月霊草ムーンリーフが一本、合計二十八日分だ。〈停滞結界ステイシス〉を四重展開して時間の流れを一万分の一にしたとしても千年先には届かない。

（魔法薬が開発されるのはおよそ七百年後。時間を圧縮すれば二十五日間で届く。つまり俺おれ達たちが魔力塔の再起動に使えるのはたったの二、三日。ぐずぐずしている暇はない……）

　エリオットは腰を上げ、衆目が集まったところで口を開く。

「事情はわかりました。俺おれ達たちはこれからディラン大公爵の捜索に向かいます」

「確かにあなた方ほどの魔術師殿のお力添えがあればこちらも安心できますが……よろしいのですか？」

「ええ。善は急げです。すぐに出発しましょう」

　将軍は一瞬笑顔になったが、しかし不意にその表情に影が差した。

「フラミリス様はいかがなされるおつもりで……？」

「わたくしも同行致します」

「ですが、ディラン様に万一の事があった場合、御身を危険に晒さらすのは……」

　将軍の危惧は当然といえる。もしディランが死んでいた場合、魔力塔を起動するために必要な『鍵の紋章』を受け継ぐ者はフラミリスしかいないのだ。

「我らは亡なき公爵様より、ディラン様とフラミリス様の事を託されたのです。何なに卒とぞここは城にてお待ちいただければと」

　エリオット達たちが眠る前、将軍は円卓の間の隅に立つ騎士の一人だったが、およそ二十年が過ぎた事で、今や最高齢の人物だ。

　平均寿命が短いこの時代、この場にいる者の中で、フラミリスを直接知る唯一の家臣である。それだけに、フラミリスに対する思い入れも強いのだろう。

　だが、フラミリスは小さく頭を振った。

「わたくしは彼らに付いて行くと決めたのです。それにディランなら大丈夫ですよ。あの子は歴史に名を残すほどの器を秘めた人間なのですから」

　その決意を込めた眼まな差ざしに、将軍は気け圧おされたようだ。渋々といった様子で首肯する。

「……かしこまりました。ではすぐに馬と護衛の準備を致しますので、出立までお待ちを」

「いや、馬も護衛も要りませんよ」

　エリオットの言葉に、将軍以外の家臣達たちは啞あ然ぜんとした。

「し、しかし遺構都市へは馬でも十日ほど要しますぞ？　我が国とローエンブルク聖王国の間には悪魔の巣と呼ばれる恐ろしい魔獣が住む森がございます。それを迂う回かいすれば、今度はジルタリア帝国の前を横切る必要があるのです。護衛もなしにどうやって行かれるので？」

「創換魔法アセンブル〈岩石の狼グラナイトウルフ〉」

　困惑する家臣達たちの前で、エリオットは魔ま導どう核かくに魔力を注ぐ。青い鉱石が宙に浮かび、魔法陣が展開。散らばっていた瓦が礫れきの山が、岩で出来た狼おおかみの彫像四体に創り換えられる。

「魔獣を四体も召喚した!?」

　彼らの驚きは無理もない。

　召喚術は、魂を依より代しろとして魔獣を使役する魔法技術だ。一人の人間が持つ魂は一つしかないため、おのずと一体の魔獣しか従えられない制限が付く。

　だがエリオットは鉱石に封じた人造の魂を使い、知性を持つゴーレムを使役する創換術を千年先の未来で開発した事で、魂の依より代しろという制約を打ち破ったのだ。

　円卓にどよめきが広がる中、エリオットは言う。

「こいつとアーシェの魔法を使えば、目的地まで一時間も掛かりません。悪魔の巣に住む魔獣とやらは問題にもなりませんよ」

　それを聞いて、ただ一人将軍だけは笑った。

「相変わらずエリオット殿の魔術は凄すさまじい……。さすがは伝説に謳うたわれる大魔術師ですな」

「……伝説はやめてくれませんか？」

　困り顔のエリオットに、将軍は苦笑を返す。そして恭うやうやしくひざまずいた。

「魔術師殿。フラミリス様とディラン大公爵様をよろしくお願い致します」

「お任せください。必ず無事に連れて帰って来ます」







　その後、すぐさま準備を整えてエリオット達たちは出立した。

　グラナイトウルフに乗り、草原を駆ける事十数分。

「これが悪魔の巣か……」

　鬱うつ蒼そうとした森の前に立ち、エリオットはつぶやく。

　そこには『悪魔の巣』という異名に違たがわぬ不気味な森が広がっていた。

　幹の太い樹木が林立し、苔こけ生むした根が地面を覆い尽くしている。十数歩先までしか見えないほど霧が立ち込めており、湿気がひどい。土の匂いが辺りに充満し、どこかで鳥や獣の悲鳴が断続的に聞こえていた。

「たしかこの森に住み着いてる魔獣は食人鬼オーガや巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーだったか」

「食人鬼オーガというより、幽鬼レイスが出そうな森ねー」

「レイスが出たという話も聞いた事があります。ローエンブルクとの国境付近なので今までろくに調査も出来ませんでしたし、何がいてもおかしくないですね……」

　フラミリスがすがるような目でアーシェが着るソブルム魔ま導どう学院のガウンをつまむ。だがその当人はというと、服をはたきながら激しく尻尾をばたつかせていた。

「オーガでもレイスでも何でもいいけど、それより小さい虫がいっぱいいて気持ち悪い……」

　ただの無害な羽虫だが、アーシェにとってはそこらの魔獣よりよほど恐怖の対象らしい。スカートがヒラヒラして中身が見えそうなのに気に留とめる余裕はなさそうだ。

　ラキアは呆あきれたように肩を竦すくめる。

「現代っ子ねぇ」

「だ、だってぇ……」

「気持ちはわかるけど、そろそろ覚悟を決めなさいな。でないとエリオット君が目のやり場に困るわよ？」

「目のやり場？　……あっ」

　ようやく気付いたようで、アーシェはスカートの裾を押さえる。そして顔を赤くしながらエリオットを睨にらんだ。
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「おい、待て。俺は見てない」

「ほんとに見てない？」

「……ちょっとしか見てない」

「うぅ～……！」

　頰を赤らめて牙を剝むくアーシェ。獣人の鋭い犬歯を見せられ、エリオットは一歩後ずさる。

　ラキアはニヤニヤといやらしく笑った。

「エリオット君も下着を見せてあげればイーブンじゃないかしら？」

「何がどうイーブンなんだ！　いいからとっとと森を抜けるぞ！」

「森を抜けるのは良いいのですが、これだけ深いと道に迷わないでしょうか……？」

「ああ、それなら問題ない──創換魔法アセンブル〈軽銀の蜂ワスプ〉」

　フラミリスの目の前で魔ま導どう核かくを一つ放ると、手のひらサイズの鈍にび色いろの蜂が生み出された。羽音を立てて宙に浮かび、空高く飛んでゆく。

「上空から……？　しかし、この森は深い霧に包まれております。名うての狩人かりゆうどすら現在地を見失うほどですよ？」

「それも折り込み済みだ。問題はないな、アドアステラ？」

《イエス、マスター》

　エリオットが持つ魔導端末グリモアが返答した。画面上に銀髪の少女型オートマギアの上半身が表示される。

「アドアステラさんに道案内をさせるのですか？」

「そういう事だ。俺おれ達たちにラキアの幻術を掛けてもらって安全を確保し、その魔力反応を見てアドアステラが道案内するんだ。というわけでラキア、頼むぞ」

「えぇー、面倒くさいわね」

「魔力塔が停止している今、アドアステラは俺の魔力を消費して動いてる。アーシェと違って俺は普通の魔力量しかないからな。襲ってくる魔獣を倒しながら進むとなると、道案内もろくに出来ないんだ。余計面倒だと思わないか？」

「はいはい……やればいいんでしょ」

　わざとらしく嘆息し、ラキアは左手中指にはめた指輪に魔力を込めた。

「幻惑魔法イリユージヨン〈透明化アンシーン〉」

　詠唱の直後、全員の足元に魔法陣が展開された。キラキラした光の粒子が周囲を舞う。

　フラミリスは手足をしきりに観察しながら、

「もう消えたのですか？」

「ええ、消えてるわよ」

「でも皆さんの姿は見えていますが」

「対象を選べずして幻術師は名乗れない、だったか？」

　エリオットが言うと、ラキアはウィンクを飛ばす。

「そういう事。それじゃ魔法が切れないうちにさっさと行きましょ」

　そうしてエリオット達たちは森の中に足を踏み入れた。

　視界はどこまでも濃い霧に包まれており、太い木の根が隆起して激しく波打っている。直線的には大した距離ではないのだが、時々深い窪くぼ地ちが落ち葉で隠れているため、思いのほか踏破は難航していた。

「これは森って言うより樹海だな……」

「ねぇ、アーシェちゃんだけ乗り物ありってずるくない？」

　ラキアが唇を尖とがらせながら言う。

　その言葉通り、アーシェはグラナイトウルフの背に腰掛けていた。岩石の首元につかまり、足を放り出している。

「あいつは生まれつき心臓が弱いって言ったろ。こんな樹海を歩かせるわけにはいかない」

「過保護ねぇ……。月霊草ムーンリーフを飲んでるんだから大丈夫でしょうに」

　そんな話題の中心にいるアーシェはというと、どこで拾ったのか、真っ赤な実を付けた植物を観察していた。

「これ……猛毒の夜影草ナイトシエードじゃない。こんなに群生してるんだ」

「アーシェ、気を付けろよ。いつ敵が現れるかわからないんだからな」

「大丈夫だよ、ラキアさんの幻術があるし。さっきのオーガだって私わたし達たちが目の前を歩いてるのに全然気付かなかったよ」

「この時代には未知の魔獣だっているかもしれない。警戒しておくべきだ」

「わかったわかっ──ひゃあっ!?」

　突如アーシェが逆さに吊つり上あげられた。ガウンやスカートがめくれ上がり、白い脚があらわになる。

　見れば、木々の隙間から目を凝らさないと視認できないほど細い糸が張り巡らされ、その一本がアーシェの足首に絡からみ付ついていた。

「な、何!?」

「アーシェ！　後ろだ！」

　エリオットが指差した先、巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーが獲物へ迫る。人の背丈よりも長い足を器用に動かし、凶悪なあごがギチギチと不快な音を奏かなでる。

「ひっ……付与魔法エンチヤント〈電離加熱アークプラズマ〉っ！」

　宙ちゆう吊づりのままアーシェは白熱した赤いスピネル鉱石の短剣を一いつ閃せん。周囲の樹木を文字通り蒸発させながらジャイアントスパイダーを薙なぎ払はらった。

「アーシェさん！　ご無事ですか!?」

「はぁ……はぁ……助かった……？」

　消し炭と化した黒い塊に、なおも短剣を向けるアーシェ。

　膨大な魔力を有する幻想種の獣人が魔法を使うと、普通の人間の何倍もの威力を発揮する。それをまざまざと見せつけられ、エリオットは口元を引きつらせる。

「助かったというか……過剰防衛だな」

「アーシェちゃんを狙ったのが運の尽きかしらね」

　魔法の威力に呆あきれながら、エリオット達たちはアーシェの下に駆け寄る。

「ふむ……蜘蛛くもの巣すというよりは狩人かりゆうどの宙ちゆう吊づりトラップに近いな」

「そうね。糸も粘着性はないみたい」

「こんな細い糸で人間一人の体重を支えるとは、なかなかの強度だ。錬金術の材料に使えるかもしれない」

「あたしの幻術を見破ったんじゃなく、糸の振動を感知して反射的に襲い掛かったみたいね。対処法を考えておかなきゃ」

「冷静に分析してないで助けてよ！」

「そ、そうですよ。早く下ろしてあげましょう！」

　フラミリスが絡からまる糸に剣を振り下ろす。だが蜘蛛くもの糸は強きよう靭じんでなかなか切れず、アーシェは逆さでスカートを押さえなが半泣きになっている。

「フラミー、下がっててくれ。俺がやる」

「あ、はい。剣は使いますか？」

「いや、俺のを使う」

「え？　でもエリオットさん、剣を持っていないような……？」

　目を瞬まばたかせるフラミリス。

　そんな彼女の前で、エリオットは魔ま導どう核かくを一つ手に乗せた。

「創換魔法アセンブル〈鉱石の剣ソードアゲート〉」

　詠唱と共に魔法陣が浮かび、魔ま導どう核かくに鉱物がまとわり付いてゆく。

　出来上がったのは腕ほどの長さがある両刃の剣だ。青緑色の刀身には波紋のような模様が浮かんでいる。

「それは……？」

「魔力塔で過ごしてる間に設計した。手持ちの武器はあった方がいいと思ってな。刃を極限まで鋭利にしてちょっとした魔法剣並の切れ味を持たせたし、いくら折れてもその場で自動修復される」

「便利ですね」

「そういう風に作ったからな」

　答えながら蜘蛛くもの糸を切ってアーシェを手早く下ろし──エリオットは視線の先に広がる光景に目を向けた。

　周辺の樹木と濃霧が薙なぎ払はらわれたおかげで視界が晴れ、灰色の土が目に飛び込む。その中央に、地下深くへ通じているであろう大小さまざまな穴が空いていた。

「あれが遺構都市ウルドア……？」

　辺りには草木一本なく、ただひたすら瓦が礫れきと乾燥した大地が広がっている。かつて栄華を誇ったであろう文明の面影はどこにも見られない。

「ファランド皇国の首都があった場所というわりには何もない場所だな」

「暴竜カリブンクルスのブレスで地上にあったものはすべて塵ちりにされたそうです。その後は草木も生えない死の大地になったと……」

　歩きながらフラミリスが言う。一歩地面を踏み締めるたび、乾いた泥がパキリと音を立ててひび割れる。

　巨大な穴は、おそらく地上部が崩落して出来たのだろう。広大な地下空間には半壊した柱や瓦が礫れきで埋まる階段の踊り場などが見えた。

　アーシェは穴を覗のぞき込こみながら、

「底が見えないくらい深いね……。ラキアさん、地下部分は健在なの？」

「そうね。古代魔ま導どう文明の時代、ここは魔法銀の鉱山で、資源を掘り進めた穴を利用して地下都市が作られたって習ったわ。あたし達たちの時代でも遺跡は残ってたはずよ」

「なぜ古代魔ま導どう文明は滅んだんだ？」

「さぁ、魔ま導どう大戦期にほとんどの資料が失われたみたいだしねー。戦争で滅んだとか、儀式魔法で破壊されたとか色々言われてるけど、あたしは知らないわ」

「暴竜カリブンクルスです」

　不意にフラミリスが言った。

　ローエンブルク聖王国が保有する神獣であり、巨大な黒竜だ。そのブレスはかすめただけで森を焼き、山をも蒸発させるほど。魔力塔での戦いではエリオット達たちも大いに苦しめられた。

「カリブンクルスがどうした？」

「滅亡した原因ですよ。かつて古代魔ま導どう文明が栄華を誇った頃、人々は鉱物資源を求めて地下を掘り進めました。しかし地底深くで眠っていた暴竜カリブンクルスを目覚めさせてしまい、その怒りに触れ文明という文明が焼き尽くされたそうです」

「変わった新説だな。カリブンクルスが古代魔ま導どう文明を滅ぼしたのか？」

「わたくしはそう教えられました。皮肉にも、掘り出した鉱物を大量に使用して作り出された魔法の鎖で、どうにか暴竜は拘束出来たようです。そしてローエンブルク聖王国にいる竜の聖女は、自らを同じ拘束具に繫つなぐ事で暴竜を従えていると」

　そんな話をしながら周囲を散策していると、地下へと続く石畳の階段を発見した。

「ここから下りられそうだな」

「暗いね……。奥が見えないくらい深いのかな？」

「そうだな。どこまで続いてるかはわからないが、見てみろ」

　エリオットは階段を指差す。

「足跡？」

「ああ。何度も人が行き来した証拠だ。この先にディランがいるかもしれない。行ってみよう」

　そう言って階段に踏み入る。

　しばらく階段を降りていくと大きな縦穴がある広々とした空間に出た。どこからか水の滴る音が聞こえる。カビ臭い空気が漂い、砂すな埃ぼこりが舞う。

「地下はかなり深いようですね。手掛かりもありませんし、ディランを見つけられるのでしょうか……」

「手掛かりならあるぞ」

「えっ？」

　エリオットはポケットから手のひらサイズの魔導端末グリモアを取り出す。

「ディランは宝剣パルクラヴィスを持って出て行ったはずだ。あれは魔法剣の一種だからな。魔法反応を感知する超感覚の腕輪パラフ・リングで調べればいい。アドアステラ、可能か？」

《可能です、マスター》

「ならこの地下にある魔法反応をすべて表示させてくれ」

《イエス、マスター》

　アドアステラが言った直後、画面に無数の赤い点が表示された。遺構都市の内部構造などは見えないが、魔法反応の位置は立体的に映っている。

「エリオ、どう？」

「反応は無数にあるな。おそらくだが、大半は埋もれた魔ま道どう具ぐか何かだろう」

　エリオットは近くの瓦が礫れきをどけ、下敷きになっていた青い刀身を持つ剣けんを拾い上げた。

　フラミリスが驚いたように目を見張る。

「それ……魔法剣でしょうか？」

「そうだな」

　エリオットが青い魔法剣を一振りすると、空気に霜が舞った。

「ちょっとした凍結の魔法が付与されているみたいだ。こいつで斬られると、傷口が凍傷になるだろう」

　そして魔法剣を元の場所に置き、瓦が礫れきを戻しておく。

「持って行かないのですか？」

「別にいらないからな。大した物じゃなさそうだし、アーシェが付与した方が遙はるかに強い」

「わたくしの価値観では目が飛び出るほどの品なのですが……」

「待って」

　アーシェが言ったのはそんな話をしていた時だ。

「どうした？」

「何か聞こえる」

　目を瞑つぶり、ふさふさの耳を立てるアーシェ。ココもそれに倣ならうように、耳と尻尾を動かしている。ラキアも耳をそばだて、眉間にシワを寄せた。

「……何も聞こえないんだけど」

「獣人は俺おれ達たち人間より耳が良いいからな。何が聞こえる？」

「地下の方から金属音や爆発音が……戦ってる？　ディラン君かな？」

「可能性はあるな」

「すぐに向かいましょう！」

　血相を変えて走り出すフラミリス。エリオット達たちも彼女の背を追った。







　辿たどり着ついた先は悲鳴と怒号が飛び交う戦場だった。

　吹き抜けの縦穴が真下に伸びる中、魔法剣の炎が舞い、風をまとった矢が飛び交う。白いマントを着けた金属鎧よろいの騎士が、赤いローブを着た魔術師の操るゴーレム兵と戦っているようだ。

　階段の陰かげに身を隠しながら、エリオットはその様子を遠目に観察する。

「……防衛戦か」

　見たところ騎士達たちが通路の一角を固め、そこを押し通らんとするゴーレム兵に抗あらがっているようだ。見慣れぬ鎧よろいを着ている事から、少なくともシルジア公国の騎士ではないだろう。

　エリオットの横からフラミリスは顔をひょこっと出した。

「戦っているのは所属不明の騎士と、ジルタリアの錬金術師団のようですね」

「どれどれ？」

　アーシェやラキアも次々と顔を突き出す。

「騎士は全員魔法剣を持ってるけど、ゴーレム兵の方が優勢だね」

「そりゃあ斬っても刺してもとりあえず動くしねぇ」

「おい、危ないぞ？　流れ弾が飛んでくる可能性もあるんだ」

「皆の服に防御魔法を付与してあるから大丈夫だよ」

「そういう問題じゃないんだがな……」

「皆さん、あれを見てください」

　フラミリスが指差す先は、大きく掘り広げられた通路の入り口だ。魔法の光を宿す燭しよく台だいが壁に掛けられ、美しい女神と巨大な竜の彫刻が壁面に施されている。

「あれは聖堂教会で使われている壁画です」

「聖堂教会……って事は、あの金属鎧よろいの奴やつらが聖堂騎士か？」

「おそらくは」

　フラミリスはうなずいた。

「ならあの通路の先にディランがいる可能性は非常に高いな」

「ええ。いずれにせよジルタリアは敵です。ここは聖堂騎士に加勢しましょう！」

「待ちなさいな」

　言ったのはラキアだ。鋭く目を細め、戦場を見下ろす。

「あの辺りの地面、銀色の粉が撒まかれてるでしょ。あれは燐りん光こう粉ふんよ」

「燐りん光こう粉ふん……？」

　首を傾かしげるフラミリスに、アーシェが解説する。

「踏むと光る錬れん金きん薬だよ。それを撒まいておけば、姿の見えない相手の居場所がわかるの。暗くて足跡が見えづらい場所で使われるものだね」

「そう。古典的な幻術対策だけど、空でも飛ばないと透明化は看破されるわ。どうする？」

「小細工は必要ない──創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　エリオットが魔ま導どう核かくに魔力を込めると魔法陣が展開され、周囲の鉱物が寄り集まった。

　生み出されたのは、見上げるほどの巨きよ軀くを持つ三体の騎士だ。全身を覆う透明なタワーシールドを持ち、大人の背丈を超えるほど長い大剣を片手に持つ。

「確かにオートマギアを突っ込ませれば怪我けがしなくて済むわね。なら魔力がもったいないし、透明化は解除するわよ？」

「そうしてくれ。クォーツナイト、敵のゴーレム兵を蹴散らして来い！」

　命令を受けてクォーツナイト達たちが階段から飛び降りた。

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに数体のゴーレム兵を踏み潰し、石畳の床が砕ける。

「な、なんだ!?」

「敵襲だ！　陣形を整えろ！」

「水晶のゴーレム!?　一体どこから!?」

　錬金術師達たちの動揺をよそに、クォーツナイトは大剣を振るう。その力は強く、一撃で数体のゴーレム兵をバラバラの粘土細工に変えてゆく。

「俺おれ達たちも行くぞ」

　乱戦の中、エリオットは聖堂騎士達たちの元へ駆け寄ろうとし──




「アルトゥム、前方に攻撃せよ」




「！」

　男の声が聞こえた直後、クォーツナイトの一体が吹き飛んだ。

　轟ごう音おんとともに壁に叩たたき付つけられ、パラパラと破片が降り注ぐ。本体は無事だが、盾がダメージをすべて受けたのだろう。水晶のタワーシールドは粉砕されている。

　そこにいたのは、淡く光る青銀のボディを持った一つ目のゴーレム兵だった。

　土塊で作られた他のゴーレム兵と違い、金属素材で丸みを帯び、洗練された形状である。

「横よこ槍やりとはいけませんね」

　暗闇から現れたのは、ボサボサの髪に赤いローブを着た錬金術師らしき男だった。左目にモノクルを掛け、淀よどんだ瞳でエリオット達たちを順に眺める。
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「見慣れない装束です。何者ですか？」

「他人に名前を尋ねる前に、自分が名乗ったらどうだ」

「ああ、これは失敬。私はユーグ＝アルマンと申します」

「アルマン……!?」

　フラミリスが口元を押さえる。

「知り合いか？」

「い、いえ……。でも名前は存じております。ジルタリア帝国の大錬金術師にして、人造巨人ペルグランデを生み出した人物だと」

「こいつがペルグランデを？」

　大錬金術師──アルマンは唇を歪ゆがめた。

「ほう、そちらのお嬢さんは私をご存知ですか。ならば話は早い。この場は退いていただけませんか？　今は少々忙しいのですよ」

「そっちが退くなら考えてやってもいい」

「……交渉決裂ですか。私の名を知ってなお戦いを選ぶとは、愚かな」

　アルマンは不機嫌そうに眉を寄せてモノクルを掛け直す。

「あいにくと私は『無知は罪』を信条としておりましてね。代償は命で支払っていただきましょう。アルトゥム、前方にいる四人を敵対者として登録。排除せよ」

　青いゴーレム兵の一つ目が光った。金属の軋きしむ音を鳴らしながら動き出す。

「幻惑魔法イリユージヨン〈幻声フアントムボイス〉！」

　ラキアの指輪が光った。青いゴーレム兵の周囲に魔法陣が浮かび上がる。

「いくら見た目がいかつくたって、しょせんポンコツゴーレムよ。マスターの声を偽装して命令を上書きしちゃえばどうって事──」

「避けろラキア！」

「えっ？」

　振りかぶられた拳を前に、ラキアが固まる。

「付与魔法エンチヤント〈魔法壁マジツクシールド〉！」

　アーシェによる不可視の障壁が空間に展開された直後、青銀の豪腕が衝突。虹色の波紋がドーム状に広がった。

「クォーツナイト、やれ！」

「付与魔法エンチヤント〈電離加熱アークプラズマ〉！」

　アーシェの援護で、クォーツナイトの持つ大剣が白く放電し、輝きだす。

　岩をも溶かす魔法の刃が青銀のボディに叩たたき付つけられ、その膨大な熱波が周囲にいる土塊のゴーレム兵を薙なぎ払はらい、使役者であるアルマンをも巻き込む。

　だが青いゴーレム兵は表面装甲にほんの少し傷が入っただけだった。アルマンも直撃を受けたにもかかわらず意に介した素振りは見られない。

「これが効かない!?　だったら……っ」

「落ち着け！」

　短剣の先に魔法陣を展開するアーシェを、エリオットは肩をつかんで制止する。

「どうして止めるの？　付与消去デイスエンチヤントの魔法ならゴーレムを壊せるよ？」

「あれは魔法銀製のゴーレムだ」

「え？」

　アーシェが青いゴーレム兵をまじまじと見つめる。

「魔法銀……って事は、魔法耐性？」

「そうだ。クォーツナイトの斬撃とアーシェの魔法の両方に耐えるとなると、かなり高純度の魔法銀素材なんだろう。付与消去デイスエンチヤントで壊す事は出来るだろうが、何百発も魔法を叩たたき込こまないといけない」

「なら使役者を狙えばいいわ」

　ラキアの言葉に、しかしエリオットは首を振る。

「それもダメだな。見たところ、アルマンとかいう男も魔法耐性を持ってる。たぶんあのローブは魔法銀の糸か何かで編まれてるんだろう。でなければアーシェの魔法の余波で大おお火傷やけどしてるはずだ」

「魔法銀の大盤振る舞いね……。高層ビルが何軒建てられる値段なのよそれ」

　そんなやりとりを見てか、アルマンが警戒心を強めたように目を細める。

「魔法銀の性質を知っている者が私以外にいたとは……何者ですか？」

「答える義理はない」

　アルマンはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……まぁいいでしょう。どの道やる事は変わりません。アルトゥム、攻撃せよ！」

　青いゴーレム兵が再び拳けん打だを繰り出す。

　魔法銀の塊とも言えるその一撃は、クォーツナイトに匹敵するパワーを持つ。強固なタワーシールドをやすやすと破壊し、水晶のボディをも砕くほどだ。

「あなたも面白いゴーレムをお持ちのようですが、素材の差はそうやすやすと覆くつがえせませんよ」

「そう思うか？」

　破損してボロボロになったクォーツナイトの魔ま導どう核かくに、エリオットは魔力を込める。青い鉱石で出来た人造の魂から光の粒子が溢あふれ出だす。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」

　その瞬間、青いゴーレム兵の周囲に魔法陣が展開され、動きが止まった。

「アルトゥム……？　どうしたのです？　攻撃せよ！」

　アルマンの命令も虚むなしく、青いゴーレム兵は力なく両腕を下に垂らし、一つ目を明滅させている。

「無駄だ。制御権限を奪ったからな」

「奪った？　バカな、アルトゥムの魔法耐性を無視出来るはずがありません」

「無視してない。そいつは魔法の効果を軽減するだけで、効きはするだろ」

「ほう……？」

　アルマンは面白そうに口元を歪ゆがめた。

「壊すのは面倒だが、セキュリティ対策もされてないゴーレムなんて簡単に乗っ取れる。こんな風にな」

　エリオットの目配せで、青いゴーレム兵はアルマンへ向き直る。そして豪腕を振り被かぶり──

「ゴーレムども、我を守護せよ！」

　アルマンが叫んだ直後、周囲にいた土塊のゴーレム兵が集まる。そして主人を守るようにして立ち塞がった。

　だが青いゴーレム兵はそれらを次々と粉砕し、地面にばら撒まいてゆく。

「そんな雑ぞう兵ひようがいくらいても、魔法銀製ゴーレムの相手は務まらないぞ」

「彼らは単なる時間稼ぎです。ゴーレム名、アルトゥム。ユーグ＝アルマンの名において、初期化を強制執行する！」

　アルマンの命令で、青いゴーレム兵が崩れた。手足が割れ落ち、砂さ塵じんに帰す。と同時に、同型の魔法銀製ゴーレムが新たに砂山から生み出される。

（ゴーレムを創換した!?　……いや、違う）

　見たところ、魔法銀製ゴーレムに魔ま導どう核かくらしきものは埋め込まれていなかった。

　一度崩したゴーレムを再構築するなど、錬金術だけでは不可能だ。エリオットは召喚術を応用してそれを成し得たが、目の前の錬金術師はそのような魔法を使った様子がない。

「アルトゥム、下がりなさい」

　初期化された事で制御権限を取り戻したのだろう。青いゴーレム兵を従えながら、アルマンは仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべて不気味に笑う。

「実に興味深い……。弟子達たちを失ったのは残念ですが、面白いものを見せていただきました。次は上手うまくやれそうです！」

「！」

　アルマンが懐ふところに手を入れるや、液体の入った小瓶を地面に叩たたき付つけた。凄すさまじい白煙が辺りに立ち込め、視界を覆う。

「アーシェ！」

「わかってる！」

　赤い短剣を上に向ける。魔法の風が巻き起こり、煙を吹き飛ばす。

　だがその先にアルマンの姿はなかった。

「アドアステラ！　奴やつの位置を探知しろ！」

《イエス、マスター》

　魔導端末グリモアの声とともに、左腕にはめた腕輪が淡く光る。

《マスター達たちの座標より下方にて、それらしき魔法反応を検出しました。縦穴の底です》

「飛び降りたのか……」

　闇に包まれた縦穴を覗のぞき込こむ。地獄の底まで繫つながっているような気さえするほど深く、普通ならば転落死は免まぬがれない。

　エリオットは千年後の魔法技術のおかげで渡り合えたが、アルマンの錬金術は数百年先をゆくほどの水準だった。神獣を使うか、国家レベルの軍隊をぶつけて物量で押し潰す以外、この時代の人間ではまともに戦う事など出来ないほどの相手だったろう。

「まさかあんな奴やつがいたとはな」

「あの人死んじゃったの……？」

　猫のような耳を伏せてこわごわと言うアーシェ。敵を心配するのは優しいというべきか、甘いというべきか。

「生きてるよ。マーカーが動いてるからな」

「追いかける？」

「……いや、深追いする意味はない。優先すべきはディランの安全だ」

　エリオットが目を向けるとフラミリスはうなずき、聖堂騎士達たちの下へ歩を進める。

　彼らも必死に錬金術師や土塊のゴーレム兵と戦っていたのだろう。皆、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で、白いマントも金属鎧よろいも血と汗と泥に塗れていた。

「あなた方は……？」

「わたくしはシルジア公国の君主に連なる鍵の紋章を持つ者、フラミリス＝シルジアと申します。後ろにいるのはわたくしの仲間です」

「おお、シルジア公国の！」

　一瞬、聖堂騎士達たちの表情に喜びの色が浮かんだが、しかしその笑みに影が差した。

「ではディラン様をお迎えに？」

「ええ。この奥にいるのですか？」

「たしかにおられますが……」

　聖堂騎士の一人が何やら言いい淀よどんだが、小さく頭を振った。

「いえ、ご覧になった方が早いでしょう。こちらです」







　聖堂教会は古びた石造りの建物だった。

　大きくくり抜かれた岩盤は幾本もの柱で支えられ、その中に四角い石を積み上げた建造物がそびえる。壁は苔こけで覆われ、魔法の光を灯ともした燭しよく台だいも壊れているものが目立つ。

　室内はそれなりに手入れされていたが、物は少なく薄暗い。祭壇の周りに長椅子が等間隔に置かれているだけだ。

　そこにいたのは、くすんだ茶色の髪に血で濡ぬれた布を巻き付け、毛布を敷いた床に横たわる青年だった。

　たくましい肉体に傷だらけの鎧よろいを着込み、白銀の神器──宝剣パルクラヴィスを傍かたわらに置いていた。

「まさか……ディランなのですか？」

　その呼びかけに、けれど青年は応えない。息を荒げていてかなり苦しそうだ。

「ご覧の通り、ディラン様はかなりの手傷を負っています。命に別状はありませんが、すぐには立つ事もままならないかと」

　聖堂騎士の言葉を耳にしながらも、フラミリスはディランから視線を逸そらせないようだった。

「ディランを保護していただいた事、感謝します。しかしなぜ彼はこちらへ？」

「それについては司祭様がご説明致します」

　そう言って奥の部屋から連れられて来たのは、白装束に身を包む老いた男だった。

　骨と皮で出来たような瘦せぎすの手に樫かしの木の杖つえを持ち、不気味な紋様が描かれたフードから鋭い眼光を覗のぞかせる。

「黙示録の番人!?」

　その姿を目にしてエリオットは反射的に身構えた。

　エリオットの師であり、未来においてソブルム魔ま導どう学院の教師をしている錬金術師、サイラス＝オルブライトをリーダーとする魔術結社だ。

　創換術は、将来高度な知的オートマギアを生み出し、人類文明を滅ぼすらしい。そんな悲惨な未来を変えるため、黙示録の番人は創換術の開発者であるエリオットの命を狙い、何度となく刃やいばを交えてきた。

　間合いを取り、エリオットは〈鉱石の剣ソードアゲート〉の魔法で床の石材から一振りの長剣を創換する。ラキアも右みぎ股ももに差した錬れん金きん銃じゆうを抜ぬき、フラミリスも剣の柄に手を掛ける。

　その行動に敵意を感じたのだろう。聖堂騎士達たちも司祭を守るようにして立ち、凍結や燃焼の力を持つ魔法剣を抜いた。

「待ってエリオ！　この人ひと達たちはディラン君を保護してくれたんだよ!?」

「それはそうだが……」

「フラミーさんも落ち着いて！」

「わかっております！　けれど彼らは……っ」

「ちょっと、敵なの？　味方なの？　ハッキリしなさいよ！」

　ラキアも困惑した様子で銃口をさまよわせている。

「姉上……？」

　一触即発の事態の中、不意に声が聞こえた。

　ディランが目を覚ましたようだ。

「ディラン！　無事なのですか!?」

「なぜ……姉上がここに……？」

「それはこちらが言いたいです！　あなたこそどうして家臣達たちに何も言わずこんなところに来たのですか!?」

　苦しげに咳せき込こむディラン。体を起こす事もままならないようだ。

　いつでも魔法を発動出来るよう警戒しながら、エリオットは相手の出方を窺うかがう。

　司祭は警戒しつつも落ち着いた様子で口を開いた。

「魔術師殿、一度矛を収めませんかな？　ここで争っても互いに利益はございませんので」

「あんたら魔術結社は俺の命を狙ってるんじゃなかったのか？」

「いいえ。我らの目的はあくまで人類の未来でございます」

　司祭の手振りで聖堂騎士達たちが数歩下がる。彼らの様子を、エリオットはつぶさに観察する。少なくとも騙だまし討ちをするつもりはないらしい。

　黙示録の番人の目的は人類文明の保護だ。エリオットの殺害は間接的に必要だから行うだけで、それ自体は目的ではない。ならば交渉の余地くらいあるだろう。

「……わかった。俺おれ達たちも無闇に戦いたいわけじゃない」

　エリオットが鉱石剣を砂に戻すと、聖堂騎士達たちも警戒を解く。

　それを見て安心したのか、フラミリスはディランに駆け寄った。

「ディラン、大丈夫ですか？」

「ああ……。これくらい大した事はない」

「無理はするものじゃありませんよ。アーシェさん、治せますか？」

「うん、任せて」

　アーシェがディランの前で屈かがみ、赤い短剣を向ける。

「な、何を!?」

「大丈夫ですよ」

　再び抜剣しそうな聖堂騎士をエリオットは制した。

「アーシェは治癒魔法が使えるんです。あの赤い装飾剣は魔法の杖つえみたいなもので、殺傷力はありません。傷はすぐ治りますよ」

　説明するそばから魔法の光がディランを包み、傷が癒えてゆく。それを目まの当あたりにして、聖堂騎士達たちは驚きよう愕がくしていた。

「なんと……このような魔法が」

「治癒魔法は誰も使えないんですか？」

「この場に使い手はおりませぬ。使える者は存じておりますが、しかし完治まで日数が必要な魔法ばかりでございますな」

　司祭の話をよそに、ディランは体を起こして自分の体をためつすがめつ観察する。

「傷が……治ったのか？」

「うん、もう大丈夫だよ」

「そうか、感謝する。しかしなぜ姉上がここに？　それも、あの日別れた姿のまま……」

「わたくしはあの日から時間の流れを止め、未来へ行くと決めたのです」

「未来に？　たしかにそのような話を昔聞いた気がするが、おとぎ話の類かと思っていた」

「おとぎ話ではありませんよ。わたくしが今ここにいる事がその証あかしです。お父様から詳しく聞いていないのですか？」

「父上は十七年前──私が七歳の頃に急死したからな。聞きたい事はたくさんあったのだが」

「そう……でしたね」

　フラミリスは胸を押さえて悲しげにうつむく。

　彼らの父であるアレン＝ブラムド＝シルジア公爵の死は、ディラン目線だと十七年前だが、フラミリスにとってはほんの数時間前の事だ。同じ父親の死とは言っても、二人の間にある感情には大きな隔たりがあるのだろう。

「それで姉上、こちらの方々は？」

「彼らは味方です。ディランが子供の頃、暴竜カリブンクルスからシルジア公国を守った魔術師様ですよ」

「魔術師……まさか、以前私を銀死病から救ってくれた、あの？」

「ええ。アーシェさんが貴重な魔法薬を分けてくださったのです」

　その言葉でディランは立ち上がり、居住まいを正した。

「失礼した、アーシェ殿。あなたには二度も助けられたのだな……感謝する」

「あ、えっと、私は別に……」

　狼ろう狽ばいするアーシェ。

　エリオットは長椅子の背を指で叩たたいて音を鳴らした。

「感謝はいいが、思い出話よりも先に話す事があるだろ？」

「失礼、そうだったな」

「まず聞きたい。なぜ君は黙示録の番人と一緒にいる？」

「それは私めがお話しましょう」

　司祭が一歩前に出る。

「たしかに我々は黙示録の番人の団員です。聖堂教会という肩書は世を忍ぶ仮の姿。ただ、かれこれ二十年ほど団長と連絡が取れておらぬのです」

「サイラス先生と連絡が取れていない？」

「左様です。従って勝手な行動は厳に慎み、第一の任務を最優先にしておるのです」

「第一の任務って？」

　アーシェが首を傾かしげる。

「我々が黙示録の番人と名乗る理由ですよ」

　司祭はそう言って祭壇を見上げた。

「黙示録とは、知られざる真実が記された預言書でございます。出来事、国家、重要人物など、本来の歴史が記された書物──黙示録を守り抜き、未来へ届けるための番人。それが我が魔術結社なのです。一度団長にその一部を読む許可をいただいた事がございますが、ディラン様はこの時代において、決して失ってはならない重要人物だと書かれておりました」

「なるほど……」

　エリオットは妙に納得してしまった。

　時空視や時間転移の魔法により歪ゆがめられた世界では、本来あったはずの歴史、改変前の状態は誰にもわからなくなってしまう。

　だから最初の歴史、出発点となる世界の情報を預言書という形で遠い過去へ残しておき、未来がどう変化したかをサイラスは観測していたのだ。

「ならディランはなぜここに来たんだ？」

「ディラン様はレジィナ様を救出しに来たのでございます」

「レジィナ？」

　司祭はうなずいた。

「シルジア公国がかつて所属し、ローエンブルク聖王国の神獣に滅ぼされたファランド皇国皇帝の血を引く姫にして、皇族最後の生き残り。レジィナ＝フェリクス＝ファランド様です」

「フェリクス？」

　アーシェが驚いた様子で口元に手を当てた。

「フェリクスは父君である皇帝の名を継いだとの事。普段は面倒事を避けるため名乗らせておりませんでしたが」

「レジィナ……フェリクス……」

　司祭の話を聞いているのかいないのか、うわ言のようにつぶやくアーシェ。

「どうした？」

《こっちで》

　周りに聞こえないよう、アーシェは念話魔法を飛ばして来る。

《前に言ったの覚えてない？　シルジア皇国初代皇帝の名前はディラン＝フェリクス＝シルジアだって》

《そういえば聞いたような気がするな》

　そこでエリオットは気付いた。

　目の前にいる青年の現在の名は、ディラン＝シルジアだ。

　だがエリオット達たちのいた未来において、初代皇帝の名はディラン＝フェリクス＝シルジアである。そして亡国の姫のミドルネームもまたフェリクス。

　偶然とは考えにくい。もしこれが歴史の必然であるならば、考えられる事は一つ。

《……レジィナ姫とやらは、シルジア皇国初代皇妃となる人物なのか？》

　アーシェは小さく首肯した。

「そのレジィナさんという方は、今どちらに？」

　フラミリスの問いかけに、ディランは苦渋の表情を見せる。

「今はローエンブルク聖王国に捕まっている。彼女は国を出て以来、聖堂教会に保護されて、各国を巡りながら奉仕活動に励んでいた。だが十日ほど前、彼女が狙われているという報しらせを受けてな。助けに来たのだが、私の到着を待たずにさらわれてしまったらしい……」

「ディラン様は、レジィナ様と懇意にしておりましたからな。シルジア公国へ侵攻するための策として、ジルタリア帝国がローエンブルク聖王国にレジィナ様の情報を流したようです。奴やつらめはディラン様が持つ宝剣の力を恐れており、ジルタリアが関わる戦場から遠ざけようとしたのでしょう」

　司祭も無念そうに肩を落として言った。

「ディラン、君はこれからどうするつもりだ？」

「無論、レジィナを救出しに行く」

「ローエンブルク聖王国に行って？」

「うむ」

　その返答を耳にして、エリオットは深々とため息を漏らした。

「……一応聞くが、それはどうしてだ？」

「どうして？　ファランド皇国皇帝の血を引く最後の一人だぞ。助けるのは当然だ」

「レジィナさんとやらが、かつてシルジア公国の所属していた国のお姫様だったって事はわかる。だがファランド皇国が滅んだのは何十年も前のはずだ。今の君には関係がない。助ける理由がないだろう」

「エリオ、そんな言い方──」

「アーシェ、これは重要な事だ」

　エリオットは真剣な眼まな差ざしでディランの目を見つめる。

「いいか、敵地のど真ん中に踏み込んで囚とらわれの姫を助けるなんて、命懸けどころか無謀極まりない行為だ。本来なら一国の主がやるべき事じゃない。だからもしそうするだけの理由がないなら、俺はディランの命を守るため、無理やりにでもシルジア公国へ連れ帰るつもりだ」

　ディランは険しい顔でエリオットを睨にらみ返してくる。

「……理由があればいいのだな？」

「そうだ。それがなきゃ話にならない」

「彼女の事が好きだからだ」

　言われてエリオットは面食らった。

　アーシェもラキアもフラミリスまでも、困惑のあまり絶句している。

「好き……だと？」

「そうだ。レジィナが好きだから、私は助けに行くのだ」

　ディランは大真面目な顔でとうとうと語り出した。

「レジィナとは幼少期からよく遊ぶ仲だった。姉上が姿を隠し、父上が亡なくなった後、私は唯一の鍵の紋章を持つ人間として家臣達たちから大切にされるあまり、一歩たりとも城の外へ出してもらえなかった。だが聖堂教会の司祭様が年に二度、我が国の礼拝堂へ祈りを捧ささげにやって来た際、彼女はいつも私を訪ねてくれた。街に売っていた美味うまいものを教え、世界の広さを楽しげに話し、私が落ち込んでいる時も勇気をくれたのだ」

「……で、好きになったと？」

「その通りだ。他にどんな理由が必要か」

「もしかして、家臣達たちに黙ってここに来たのは……」

「事情を話せば彼らは必ず反対する。だから言わなかったのだ。一国の主が私情で動くなど愚かだという事は承知の上。だが想おもい人一人救えない男に、国を預かる資格はないと思った」

　あまりに堂々とした態度に気け圧おされる。

（まさか初代皇帝陛下様がこんなに熱血漢だったとはな……）

　バカバカしい理由と切って捨てるのは簡単だが、人の感情ほど強い動機はない。何よりエリオット自身、少し共感してしまっていた。もしアーシェが敵に捕まったら、エリオットも同じように助けに行こうとするだろう。

「……アーシェはどう思う？」

「えっ!?」

　顔を真っ赤にして耳をピンと立てるアーシェ。

「どど、どうって？」

「ディランが姫を助けに行く理由だよ。お前は納得出来るか？」

「い、いいんじゃないかな……？　うん。好きなら、しょうがないよね……？」

　尻尾を狸たぬきのように膨らませ、落ち着きなく左右に振っている。肩に乗るココがそれを視線で追う様子が妙に滑稽に見えた。

「ラキアとフラミーは？」

「別にいいんじゃない？　あたしそういうの嫌いじゃないし」

「そうですね。ディランが本気なら、わたくしは応援したいです」

　エリオットは頭を搔かきながら、

「……どうやら満場一致らしい。わかった。レジィナ姫を救出しに行こう」

「手を貸してもらえるのか？」

「ディランを無事連れ帰るってシルジア公国の家臣達たちと約束したからな。君が行くというなら、俺おれ達たちが全力で背中を守ろう」

「ありがたい。ではすぐに向かおう！」

　一転表情を明るくし、ディランは意気揚々と聖堂教会の出口へ歩き出す。

　司祭や聖堂騎士達たちはエリオットの方を向いた。

「ローエンブルクもジルタリアも油断ならぬ相手。お気を付けくだされ」

「心配してくれるのはいいが、あんた達たちにとって俺は死ぬべき人間じゃなかったのか？」

「団長の指示なき今、ディラン様を守れるのはあなた方しかおりませぬ。彼に死なれては我らも困りますゆえ」

「……そうかい」

　黙示録の番人も今回ばかりは中立でいてくれるらしい。

　アーシェの知識によれば、今後の歴史は三大国が激しくぶつかり合う中、どこからか魔神の軍勢が現れて人類を滅ぼさんとする事になっている。その魔神を倒し、魔ま導どう大戦を終わらせるのがディランなのだ。

（だが歴史は変化するものだと俺は証明してしまった。今後の行動一つで、魔神を倒す前にディランが死ぬ事だって充分あり得る）

　何も行動せずしてエリオット達たちが再び魔力塔で眠る事は出来ない。シルジア公国とディランを守り、魔神を討ち倒すところを見届けるまでは。

「あるいはこれも歴史の必然だったりするのかね……」

　聖堂の祭壇に描かれた女神と竜の彫刻を仰ぎ、エリオットは小さく息を吐くのだった。








第二章　亡国の姫ひめ君ぎみ









　草原の中にそびえる市し壁へきを視界に入れ、エリオットは地に足を付けた。

　やや隆起した丘の上に、石材を積み重ねて建造された垂直の壁があり、その一角に小さな門がある。

「これがローエンブルク聖王国か。間近で見るとでかいな」

「思ったより近かったね」

　アーシェも岩石の狼グラナイトウルフから降りる。

　遺構都市ウルドアからローエンブルク聖王国へは、わずか数分の旅だった。アーシェの魔法さまさまである。

「私は一体……何に乗っていたのだ……」

　グラナイトウルフから降りたディランは、こめかみを押さえながら地面に膝をつく。

　鎧よろいに防御魔法を付与したため怪我けがなどはしていないはずだが、超音速まで加速されたグラナイトウルフの乗り心地はさすがに衝撃的だったようだ。

「大丈夫？　少し休憩しますか？」

「い、いや大丈夫だ。私の事より、レジィナを救出せねば……」

　フラミリスが脇を支え、背中をさすっている。甲か斐い甲が斐いしい姉だが、傍はた目めには妹にしか見えない。

「だらしないわねぇ。それでも一国の主なの？」

「むぅ……面目ない……」

　恥はじるようにうなだれるディランへ、ラキアがおもむろにため息を吐く。

　アーシェは小首を傾かしげた。

「ラキアさん、前に馬車で乗り物酔いしてなかった？」

「う、うるさいわね！　あんなガタガタ揺れる乗り物で酔わない方がおかしいのよ！」

「おーい。談笑するのはいいが、行けるならさっさと行くぞ」

「だがエリオット殿、入り口には門番がいるぞ。どうやって入るつもりだ？」

　ディランが市し壁へきの門前を指差す。

　そこでは馬車に乗った行商人や、革かわ鎧よろいと剣で武装した傭よう兵へいなどが長蛇の列を作り、剣を腰に下げた五人の門番が通行許可証をチェックしている。

　狭い門の付近には人々がごった返していた。

「当然だが我らに通行許可証などないし、ローエンブルクとの情勢は険悪だ。突っぱねられるだけながらいいが、シルジア公国の者と知られれば最悪その場で斬られかねんぞ」

「心配いらない。ラキアは幻術師だからな」

「幻術……？　通行許可証の偽造でもするのか？」

「それだと行列に並ばなきゃいけないでしょ。あんなの姿を消せば障害にもならないわ」

　ラキアの言葉に、ディラン以外がうなずく。

「姿を消す……？　一体どうやってだ？」

「こうやって──幻惑魔法イリユージヨン〈透明化アンシーン〉」

　そう言うや、ラキアの指輪が淡く光った。同時に、五人の足元に魔法陣が投影される。

「それじゃ行きましょ」

　歩き出す彼女にエリオット達たちも続く。

「ま、待て！　そんな堂々と行っては……！」

「大丈夫だってば。誰にも見えてないし、声も聞こえないから」

　ラキアは近くにいた商人の目の前で手を振ってみせる。当然ながら反応はなく、商人は積つみ荷ににもたれながら大あくびしていた。

「わかった？　消えてる間はずっと魔力を消費し続けるのよ。この人数だとあんまり長時間保たないし、さっさと行くわよ」

「ほら、ディラン。置いて行かれますよ」

　フラミリスが手を引く。

「彼らは一体何者なのだ……」

　そんな驚きよう愕がくに身震いするディランのつぶやきは、前を歩くエリオットの耳には届かなかった。







　ローエンブルク聖王国の街中は重い空気に包まれていた。

　道行く人々は皆暗い顔をした者ばかりで、露天商が並ぶ市場もまるで活気がない。

　石畳の敷かれた大通りには槍やりや剣を携えた兵士が常駐し、レンガ造りの家屋の窓は軒並み木の板で蓋がされている。路地裏には荒らされて無人となった廃屋も散見された。

　エリオットは眉をひそめながら、街並みを観察する。

「嫌な感じだな。空気が張り詰めてる」

「大戦の真まっ只ただ中なかだからね。皆不安なんだと思う」

「門の前には人がいっぱいいたのに、なんで街中がこんなに寂れてるんだ？」

「他国と戦争中だからだよ。門の前にいたのも傭よう兵へいや武器商人が多かったし」

「我々が侵入した事に気付いたのではないか？」

　ディランの言葉に、ラキアが呆あきれたようにため息を吐く。

「そんなわけないでしょ、今も幻術で透明化してるのに。もし見破られてたら大騒ぎよ」

「そ、そうか……それもそうだな」

　曖昧にうなずいてはいるものの、ディランはいつでも宝剣を抜けるよう柄に手を掛け、周囲の兵士達たちを警戒している。

　ローエンブルク聖王城まではすぐだった。

　市し壁へきよりも更に高く強固な城壁に囲まれた、巨大な建築物だ。高さこそ高層ビルに劣るが、未来のシルジア皇国でもこれほどの規模の建物は少ない。

　城門は堅く閉ざされていた。

　円柱形の側防塔に挟まれた両開きの黒い鉄門が、侵入者を阻はばむべくそびえ立っている。

「さて、こいつをどうやって通るかだが」

「ねぇ、エリオ」

　アーシェがガウンをチョイチョイと引っ張ってくる。

「なんだ？」

「エリオって鉱物を弄いじる魔法が得意だよね。城壁に穴を開けたらいいんじゃない？」

「穴を開ける事は出来るが……あれはダメだな」

「どうして？」

　エリオットは自身の魔導端末グリモアを見せる。超感覚の腕輪パラフ・リングとリンクさせると、画面が真っ赤に染まった。

「城壁全体に何らかの魔法が展開されてる。おそらく防御系か感知系だろう。穴なんか開けたら一発でバレるぞ」

　そんな話をしていると、フラミリスが不意に空を仰いだ。

「魔法で空を飛ぶ事は出来ないのですか？」

　見たところ城壁の上に遮蔽物などはない。必ずしも空は飛ばなくてもいいだろうが、普通は乗り越えるという方法を真っ先に思い付くだろう。

「無理だな。俺が飛竜と契約していれば召喚して乗る事も出来たんだが」

「ですが、エリオットさんは空を飛ぶオートマギアを使っていませんでしたか？」

「軽銀の蜂ワスプか。あれを改造して搭乗出来る飛行型オートマギアを作れば飛べるかもしれないが、今はその準備がない」

「ではアーシェさんは？」

「アーシェは幻想種の獣人で魔力量が尋常じゃない。普通の魔法でも漏れなく大出力になるから、空を飛ぶというより、吹き飛ばすという方が正しいな」

「ちょっとエリオ！　失礼な事言わないで！」

「じゃあ飛べるのか？」

「飛べる……と思うよ。どこに着地するかわかんないけど」

「えっと、やめておいた方が良さそうですね……」

　苦笑いするフラミリス。彼女も命は惜しいらしい。

「どっちにしろ城壁を乗り越えるのはダメね。あそこを見なさい」

　ラキアが指差した先、城壁の上にはカラスの群れが止まっていた。複数のカラスが等間隔に、ずらりと並んでいる。ざっと数えただけでも数十羽わはいるだろう。

「カラスが何か……？」

「あれは使い魔よ。ああやって城の周りに配置して監視させてるの。小動物を使った古典的な侵入者対策ね」

「透明化していれば大丈夫ではないのですか？」

「透明化だって万能じゃないわよ、攻撃されたり激しく動いたりすれば幻影が揺らいで見えるし。あと使い魔ってたまに第六感が働いているんじゃないかってくらい感覚が鋭い、特異な個体がいたりするから……」

「超感覚の腕輪パラフ・リングの参考にした奴やつだな。だが魔法感知能力に優れた個体は数万に一匹程度の割合だ。心配すべきはそっちより、幻影が揺らぐ方だろう」

　エリオットの補足を受けて、フラミリスは肩を落とした。

「では、城門を開けるしかありませんね……」

「そうねー。でもさすがに閉まってる城門を幻術で開ける事は出来ないわね」

　ラキアが肩を竦すくめる。

　するとディランは鼻を鳴らして前に出た。

「ふむ……ならば私に任せてくれ」

「何か名案でもあるのか？」

「ああ。あの程度の城門、叩たたき切きってくれる」

　言って、すらりと宝剣を抜き放つ。エリオットは慌てて彼の前に立ちふさがった。

「待て待て！　さっきの話聞いてなかったのか!?」

「もちろん聞いていたとも。だが空は飛べないし、城壁も壊せないのだろう？　ならば宝剣パルクラヴィスの力で城門を破壊するしかあるまい」

「どうしてそうなるんだよ！　俺おれ達たちは敵地に潜入してるんだぞ、他にもっと穏便な方法があるだろ！」

「そうですよ、ディラン。それに宝剣パルクラヴィスは万能ではありません。魔力塔が起動していない今、蓄えられている魔力を使い切ればただの剣になってしまいますよ」

「宝剣の力は無尽蔵ではないのか？」

「違いますよ……」

　フラミリスは悲しげに嘆息した。なぜそんな事も知らないのかと言いたげな顔である。エリオットは彼女の言葉を継いで説明する。

「ディラン、この世界に無尽蔵の力なんてない。……いや、魔力塔の魔力源たる地の底の竜脈は無尽蔵って説もあるが、少なくとも他は違う。だから一旦落ち着いてくれ」

　ディランは渋々といった様子で宝剣を鞘さやに仕舞う。

「ではどうするのだ？」

「心配しなくても普通に入れるわよ」

　ラキアが腰に手を当て、何でもない事のように言う。

「先ほど城門を開ける事は出来ないと言っていなかったか？」

「ええ、幻術では城門を開けられないわ。だから開くまで待つのよ」

「待つ……？」

「そう。どれほど厳重に警備された建物でも、人がいる以上は誰かが出入りする。そのタイミングを狙って我慢強く待つの。潜入の基本よ、覚えておきなさい」

　弁舌さわやかにのたまい、人差し指を立てるラキア。

　未来でオーレリア魔法国連邦の産業スパイをやっていた彼女が言うと妙に説得力がある。

「たしかにそれで通れるかもしれないが、レジィナは今も助けを待っているはずだ。もっと早く入る方法はないのか？」

「急せいては事を仕損じるって言うでしょ。あたしの魔力も残り少ないしね。ちょうど路地裏に空き家がいくつかあるみたいだし、休憩しつつ様子を見た方がいいわ」

　その意見にエリオットもうなずく。

「そうだな。今朝から魔法を使いっぱなしで俺も疲れた」

「私はまだ魔力いっぱいだよ？」

「アーシェを基準にしたら俺おれ達たちは干物になるから」

「あはは……」

　再び苦笑するフラミリス。

「むぅ……致し方あるまい」

　魔力切れを持ち出されては何も言い返せないのだろう。ディランは不承不承うなずく。

　そうしてエリオット達たちは城門が見える路地裏の廃屋に身を潜める事となった。







　窓から覗のぞく夕焼け空を眺めながら、エリオットは壁にもたれて腰を下ろす。

　無骨なレンガ造りの家だ。床には壊れたテーブルや椅子が散乱し、暖炉も半壊している。廃屋だけあってあちこちから隙間風が吹き込んでいた。

「冷えるわね……」

「もうすぐ寒期に入る頃だからな。暖炉を使うか？」

「こんな廃屋で火なんか起こしたら居場所がバレるわよ」

「なら我慢するしかあるまい」

　ラキアが腕をこすり合わせる。彼女だけじゃない、皆一様に体を丸め、身を震わせていた。

「アーシェ、これを着ろ」

　エリオットは自分のガウンを獣人少女の肩に掛ける。さほど厚くもない服だが、二着あれば少しは違うだろう。

「いいの？」

「じっとしていると体が冷えるからな」

「うん……ありがと」

　アーシェはココを膝に乗せ、頰を染めてうつむいた。

　それを見てか、部屋の反対側にいたフラミリスがおもむろに胸元の紐ひもを解く。

「ディランは寒くない？」

「大丈夫だ、これくらい慣れている」

「無理しちゃダメですよ。わたくしのケープを貸しましょう」

「いや……それだと姉上が寒いだろう」

　部屋の隅でケープを押し付け合う二人。

「ディラン、遠慮しなくていいのですよ」

「ええい、私はもう二十四だぞ。子供扱いしないでくれ！」

「子供扱いじゃありません。弟扱いです」

「同じ事だろう！」
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「あんた達たち仲が良いいわねー」

　窓辺で外の様子を窺うかがっていたラキアが、ニヤニヤといやらしく笑う。

「放ほっといてやれよ。趣味悪いぞ」

「そう？　微笑ほほえましいじゃない。というかさぁ、この中で兄弟がいないのってあたしだけじゃないの？　エリオット君とアーシェちゃんは義理の兄妹きようだいみたいなものだって話だし」

「ラキアさん一人っ子なの？」

「そうよ。あーあ、あたしも可愛かわいい弟が欲しかったなぁ」

　ラキアは口を尖とがらせて足をばたつかせる。本気で羨ましそうだ。

　エリオットは窓の外に目を向ける。日が傾いてなお城門前に動きはなく、遠目に見える市場にも人気はあまりない。

「それにしても静かな街だな。なんでこんなに活気がないんだ？　行商人がたくさんいたから、少しくらい賑にぎわっていても良さそうだが」

「おそらく物資の大半が軍事に回されているのでしょう。来る途中に露店をいくつか覗のぞいてみましたが、食糧品がほとんど見当たりませんでした」

　フラミリスは目を細めて窓の外を見やる。

「わたくし達たちが眠った時点だと、ローエンブルク聖王国は他の二大国に比べて魔法技術で劣っていたはずです。古代魔ま導どう文明の遺産の産出地だった遺構都市ウルドアも、ジルタリア帝国に押さえられたみたいですし。もはやこの国は崩壊寸前なのかもしれません」

「暴竜カリブンクルスのおかげで、辛かろうじて大国の体裁が保たれてるって事か」

「そのカリブンクルスも三回しかブレスを撃てないんじゃ、不安になってもしょうがないね」

　アーシェの話に、けれどディランは眉間にシワを寄せる。

「いや、それはおかしい。ローエンブルクは、かの暴竜にブレスを連発させる新たな魔法技術を開発したと聞いた」

「どういう事だ？　三発で竜の聖女が魔力切れになるんじゃなかったのか？」

「この数年で暴竜がブレスを連発し、いくつもの小国を滅ぼしたという情報が入っているのだ。真偽はわからないが、複数の者が報告している。まるきりデタラメという事もないだろう」

　アーシェは口元に手を触れ、何事かを考え込む。

「……それってもしかして、私わたし達たちのせいなのかな？」

「俺おれ達たちがカリブンクルスの攻撃を防ぎ切ったからか」

「うん。ローエンブルクの人だって何も考えてないわけない。今でも魔力塔を狙ってるだろうし、そうでなくとも新技術の開発は日々やってるはずだよ。ブレスの回数という制限は、神獣同士の戦いだと致命的な弱点になり得るからね」

「まぁ、そうだな……」

「皆、静かに」

　不意にラキアが手の平を向けてきた。油断なく窓の外を睨にらみ付つけている。

「どうした？」

「動きがあったわ。兵隊が城門を通るみたいよ」

　見れば、傷だらけの鎧よろいを着て歩く兵士達たちが列を作っていた。戦場帰りなのか皆疲れた様子で、折れた矢が刺さったり血痕の付着した盾を背に掛けている。

「ラキア、魔力は回復したか？」

「それなりにはね。完全とはいかないけど、潜入するくらいなら充分よ。あんたは？」

「俺も大丈夫だ」

「ならばすぐに行こう！」

　ディランが威勢良く立ち上がる。皆も手て際ぎわ良く準備をし、ラキアの幻術で姿を消す。

　そうしてエリオット達たちは廃屋を後にした。







　城門が開けば苦もなく中へ入る事が出来た。

　敷しき地ちの木陰に隠れながら、エリオットは前方にそびえる大きな建造物を見上げる。

　夕暮れに染まった聖王城。その周囲には芝生が広がり、敷しき石いしで舗装された道を衛兵が巡回している。周辺には貴族か何かの家であろう小奇麗な館がいくつか建っていた。

「ここから入るわよ」

　先行していたラキアが樹じゆ上じようから手招きする。どうやら二階のバルコニーから侵入するらしい。

　聖王城の内部はアンティークのような装飾が施されていた。壁の一角には花瓶が飾られており、未来における美術館を想起させる豪華さだ。

「ボロい市街地と違って、こっちは裕福そうだな」

「権力者なんて今も昔もこんなもんでしょ。自じ分ぶん達たちが良ければそれでいいのよ」

「それを現権力者の前で言うのはどうかと思うが……」

　チラリと横目を向けると、ディランが険しい表情で周辺を睨にらんでいた。フラミリスも申し訳なさそうにうつむいている。

　アーシェは焦あせったように半笑いを浮かべて言う。

「で、でもシルジア公国は良いい国だと思うよ。国民に寄り添った善政をしいてるし、先代公爵様だって皆に好かれてたもん」

「いや、アーシェ殿。我が国とて大なり小なりそういう部分はある。そこは認めねばならないだろう。国に戻ったらより良よい政策を検討せねばなるまい」

「ディラン……」

　フラミリスが感極まったように目を潤ませる。

「ついこの前まで、眠れない夜に子守唄をせがむような甘えん坊でしたのに。いつの間にかこんなにも大きく成長したのですね……」

「だから子供扱いはよせと言っているだろう！」

　照れを隠すようにそっぽを向く。アーシェやラキアはそれを見て笑う。

　エリオットは彼の肩をポンと叩たたいた。

「良いい皇帝になるよ、あんたは」

「皇帝？」

「こっちの話だ」

　疑問符を浮かべて首を捻ひねるディラン。そんな中、ココが耳を立てて唸うなり声を上げた。

「誰だれか来る」

　アーシェの言葉で皆の視線が向けられる。ラキアも廊下の角から向こう側を覗のぞき見ていた。

　カーラーで巻いたような長髪の男だ。鼻の下にちょび髭ひげを生やし、厳しい面つら構がまえをしている。おそらく位の高い貴族なのだろう。側そば仕づかえの少年を一人連れ、金糸が編み込まれた豪ごう華か絢けん爛らんな宮廷服を身にまとっていた。

「私わたし達たちの声は聞こえないんだよね？」

「聞こえないわよ。姿も見えてない。でもぶつからないでね、普通に当たるから」

　言われてエリオットはバルコニー側に寄る。他の皆も壁に張り付き、貴族の男が目の前を通り過ぎるのを待つ。

　その時──

「!?」

　突然花瓶が落ち、派手に音を立てて砕け散った。

　どうやらアーシェの尻尾が当たってしまったらしい。その音に驚いたか、アーシェはハリネズミのように毛先を立てて硬直する。

　貴族が眉をひそめて振り返った。

「……なぜ花瓶が？」

　訝いぶかしむようなその声に、全員の表情がこわばる。

「ちょっと何やってるの!?」

「ご、ごめん……わざとじゃ……」

　顔を真っ青にするアーシェ。

　ディランはいつでも斬り掛かれるように宝剣の柄を握り締め、フラミリスも鞘さやに手を掛け身構えている。

　貴族は周辺に視線を這はわせ、鼻を鳴らしてつぶやいた。

「ふん……風でも吹いたか？　まぁいい、片付けておけ」

「は、はい！」

　側そば仕づかえの少年が廊下を駆けて行く。掃除道具でも取りに向かったのだろう。

　そうしてやり過ごしたのを確認し、アーシェは脱力したようにへたり込んだ。

「良かった……ほんとに良かった……」

「一時はどうなる事かと思いました」

「ラキア殿の幻術のおかげだな」

「まったくよ。ドジっ娘こアピールは平時にやってちょうだい」

「ごめん……」

　耳を倒たおしてシュンとするアーシェ。

　それを見てラキアは気まずそうに髪を雑に撫なで付つけた。

「もう、過ぎた事はいいわよ。それよりどうやってお姫様を探す？　お城、かなり広いみたいだけど」

「俺に任せてくれ」

「何か思い付いたのかしら？」

「ああ。アーシェのお手柄だ」

　エリオットはしょぼくれる獣人少女の頭を撫なでてやる。

「お手柄って……？」

「こういうのは知ってそうな奴やつに聞くのが一番だろ。そいつが都合良く一人になった。花瓶が割れたおかげでな」

　言って鉱石の剣ソードアゲートの魔法を使い、散乱する花瓶の破片から縞しま模様の刀身を持つ剣を生み出す。

「ふぅん、なるほどね」

　何をするか理解したのだろう。ラキアもにんまりと笑みを浮かべ、貴族の男に幻術を掛ける。

「そいつにあたし達たちの姿と声が認知されるようにしておいたわ」

　エリオットはサムズアップで応え、貴族の背後から喉元に刃を突き付けた。

「動くな」

「な、なんだ貴様──」

「大声を出したら斬る。死にたくなければ抵抗するな」

「……っ」

　貴族はこめかみに汗を垂らし、小刻みにうなずく。

「賢明な判断だ。ならバルコニーまで行け。妙な真似まねはするなよ」

　エリオットは貴族の背を押し、死角となる柱の陰まで進ませる。

「さて、あんたに聞きたい事が……ん？」

　貴族を間近で見て、エリオットはふと既視感を覚えた。

「どこかで見覚えのある顔だな……。まぁいい。それより質問だ。レジィナ姫はどこにいる？」

「は……？　姫？」

「レジィナ＝フェリクス＝ファランド姫だ。知らないのか？」

　エリオットの言葉に、貴族はハッとしたように目を泳がせる。

「知ってるって顔だな。どこにいる？」

「……な、なぜそんな事を──うぐっ!?」

　切っ先が薄皮を切る。喉元から赤い血が一筋伝い落ちた。

「質問に質問で返すのは良くないぞ。さぁ、どこにいる？　五秒以内に答えないならお前を殺して他の奴やつに聞く事にする。五、四、三、二、一──」

「わ、わかった！　言う！　地下牢ろうだ！」

「そうか。なら案内してくれ」

「なぜ私が!?」

「嫌ならあんたは用済みだが、良いいのか？」

　貴族は歯は軋ぎしりが聞こえるほど顔を歪ゆがめた。

「おのれ……私を誰だと思っている！」

「知らん。誰だ？」

「私はローエンブルク聖王国将軍が一人、ガルシア＝オークスであるぞ！」

「オークス……？　グレイドル＝オークス将軍の親戚か何かか？」

「父上を知っているのか!?」

　驚きよう愕がくに目を見開く貴族──ガルシア＝オークス将軍。

　グレイドル＝オークス将軍は、およそ二十年前、未来の魔法技術を得るためにフラミリスを罠わなにはめ、エリオットにより返り討ちにされた男だ。その後ラキアが彼を捕虜にしており、魔力塔での戦いの後は多額の身みの代しろ金きんを代償に解放した。

「そうか、あんたあのおっさんの息子か。道理で顔が似ていると思った」

「貴様……なぜ賊が亡なき父上の名を知っている!?」

「亡なき、というからには死んだのか……。二十年も過ぎればそういう事もあるか」

「答えよ！　父上とどういう繫つながり──うぐっ」

　喉に当てた刃に力を込めると、オークス将軍は青あお褪ざめながら口を閉じる。

「大声を出すなって言っただろ。あんた今の立場わかってるのか？」

　コクコク、と小さくうなずく。

　エリオットは浅くため息を吐いた。思わぬところで知り合いに会った気分だ。別に言う必要もないだろうが、これも何かの縁かもしれない。

「……まぁいいか。知っていると言えば知っているが、別にあんたのおやじさんとは友達でも何でもない。そんな事よりも地下牢ろうとやらに案内してくれ。この場でおやじさんのところに送られたくないならな」

「ぐむむ……」

　悔しげに歯は嚙がみしつつも、オークス将軍は大人しく歩き出した。







　地下牢ろうへはさほど時間も掛からなかった。

　ラキアの幻術のおかげで他の人間には見えないため、今のところ誰にも気付かれずに済んでいる。

　地上より温かいが湿度も高く、カビ臭い空気が漂う。魔法の明かりが周囲を照らし、薄闇に包まれた石壁と土の地面を淡く浮かび上がらせる。

「思ったよりも広いな」

　馬車が二台並んで通れるくらい幅がある通路を歩きながら、エリオットは鉄てつ格ごう子しの中を一つ一つ覗のぞいて回る。

　膝を抱えてうずくまる者や、鉄てつ格ごう子しに食らい付く勢いで暴れる者、骨と皮のような体にボロ布をまとった姿で眠る者など、様々だ。

「彼らは何をやった連中だ？」

「ここにいるのは皆罪人だ。財貨を盗んだ者、貴族に危害を加えた者、聖王陛下に謀む反ほんを企てた者などが収容されている」

「レジィナ姫は？」

「もう少し先の捕虜などを幽閉する牢ろうにおる」

「このような薄汚い牢ろうにレジィナを閉じ込めるとは……許せん……ッ」

　青筋を浮かべるディランをチラ見し、オークス将軍は額に汗を垂らして眉を寄せる。

「はぁ～……。気持ちはわからないでもないけど、少しは冷静になりなさいよ。とりあえず宝剣を握るのやめて。案内役が殺されたら面倒くさいわ」

「そうですよディラン。わたくし達たちはお姫様を救出しに来たのですからね」

「……無論、わかっている」

　不承不承といった風にそっぽを向く。

　殺されないと知って少しは安心したのか、オークス将軍は嘲るように笑う。

「シルジア公国のディラン公爵か」

「大公爵だ」

「ふん……小国の主が偉そうに。伴ともを連れているとはいえ、まさか敵国に自ら乗り込んで来るとは愚かな──うぐぅっ!?」

　エリオットが尻を剣先で突くと、オークス将軍が飛び上がった。

「はいはい、ケンカはそこまでにしてさっさと案内してくれ」

「貴様……覚えておれ！」

　憤慨しながらも尻は突かれたくないのだろう。ふて腐れたように顔を歪ゆがめつつも、大人しく先導する。

　そうしてしばらく進み、やや大きめの牢ろうの前でオークス将軍は立ち止まった。

「ここだ」

　言われてエリオットは警戒しながら中を覗のぞく。石造りの四角い部屋に魔法の明かりが薄く灯り、太く強固な鉄てつ格ごう子しがはめ込まれている。

　その中に、一人の少女がいた。

　くせっ毛に獣の耳を生やし、空色の法ほう衣えから尻尾を生やす。首輪には薄闇の中でもわかるほど真紅の宝石が埋め込まれ、そこから伸びた鎖が石畳に打ち込まれた杭くいと繫つながっている。少女は口くちの端はから鋭い犬歯を伸ばし、力なく横たわっていた。
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「レジィナ！」

　牢ろうの外から声を上げるが、少女は目を閉じたまま身じろぎ一つしない。鉄てつ格ごう子しをつかみ、揺らし、力任せに引っ張るディラン。しかし牢ろうは頑丈な造りでビクともしない。

「待っていろ、すぐに出してやるぞ！」

　ディランは宝剣を抜き放った。魔力の込められた刀身の輝きを目にし、オークス将軍が瞠どう目もくする。

「皆、離れよ──せぇいッ！」

　掛け声とともに閃せん光こうが走った。たったそれだけで硬い鉄てつ格ごう子しが細切れに散る。

「無事か、レジィナ!?」

　少女に駆け寄り肩を揺するも、やはり動かない。

「まさか……間に合わなかったというのか……？」

「落ち着けって。彼女は生きてるよ」

　エリオットは少女の胸元を指差す。申し訳程度の膨らみは、目を凝らして見ると小さく上下していた。呼吸している証拠だ。ディランは安心したように表情を緩めた。

「お姫様って獣人だったの……？」

　アーシェが困惑したようにつぶやく。

「む？　そういえば言っていなかったか？　レジィナは混血なのだ。父である皇帝が人間で、母親が幻想種の獣人だと聞いた」

「じゃあハーフなんだ」

　ディランはうなずいて見せる。

「レジィナは皇帝の血を引いてはいるが、母親は妾めかけだったそうでな。皇帝自身は気にしていなかったようだが、妾めかけの子でしかも種族の違う獣人という事もあり、周りから煙たがられていたらしい。だが政争に負けて都を追われたおかげで、国が滅んでも生き延びられた。皮肉なものだな」

「ちょっと待って、レジィナさんって、三十年だか前に滅亡したファランド皇国の皇帝に会ってるの？　今何歳？」

「たしか……齢よわい四十くらいだったか。別に会っていてもおかしくはないだろう？」

「色恋話を出してたから、もっと若いと思ってたわ……」

　ラキアが愕がく然ぜんとした様子でつぶやく。

　エリオットは肩を竦すくめた。

「まぁ、混血とはいえ獣人だからな。ハーフなら純血の半分程度、大体二百年ちょっとの寿命になる。四十歳なら人間でいうと十代後半くらいか？」

「そのくらいだね」

「ああっ！」

　突然フラミリスが奇声を上げた。レジィナを見ながら口元を押さえている。

「ど、どうした姉上？」

「思い出しました！　この子、以前獣人の村でお会いした方ではありませんか！」

「知ってるのか？」

「ええ。小さい頃、獣人の森に迷い込んだわたくしを助けてくださった恩人です。あの時は名前をお聞きしませんでしたが、まさかお姫様だったなんて……」

　それは以前エリオットも聞いた話だ。

　フラミリスは幼少期に銀死病を患わずらい、獣人の村にいた少女により月霊草ムーンリーフで命を救われたという。おそらくそれは、エリオットの知る史実において、末期の銀死病を患わずらい死の淵ふちにいたディランがその後を生き長らえる切っ掛けとなった出来事だったはずだ。

　もしもディランがいなければ魔ま導どう大戦において魔神は倒されず、人類は千年も前に滅亡していた事になる。

（なるほど……間接的ではあるが、彼女は世界を救った人物とも言えるのか）

「フラミーさんの命の恩人なら、なおの事助けなきゃ。ディラン君、早くレジィナさんを連れてここから出よう！」

「そうしたいのはやまやまだが、この鎖が邪魔だな……」

　レジィナの首輪に繫つながった鎖は、地面に打ち込まれた杭くいにしっかりと固定されている。ディランが力任せに引っ張ったり宝剣で切断を試みたりしているが、ビクともしない。

「何という硬い鎖だ。宝剣パルクラヴィスでも切れないとは……」

「ラキア、ガルシアのおっさんが逃げないよう頼む」

　そうしてオークス将軍を預け、エリオットは牢ろうの中に足を踏み入れる。

「アーシェ、明かりを出してくれ。暗くて見づらい」

「ほい」

　アーシェは短剣を抜き、その刀身に眩まばゆい光を宿す。

　魔法の光を反射し浮かび上がった首輪と鎖は、美しい青銀の光沢を放っている。

　それを間近で目にし、エリオットは顔をしかめた。

「これは……魔法銀製だ」

「魔法銀？　何だそれは？」

　ディランが眉まゆを寄せる。

「魔法耐性がある金属だよ。木材のように軽く、鋼鉄よりも強きよう靭じんな素材だ。これはちょっとやそっとじゃ壊せないぞ」

「いくら魔法耐性があっても、アーシェちゃんが付与消去デイスエンチヤントを何百発も使えば壊せるんじゃなかった？」

　ラキアの言葉にアーシェがうなずく。

「だけどこれ、どこかで見た覚えがあるんだよね……」

「どこかって、どこでだ？」

「うーん……」

　あごに手を当てて考え込む。尻尾がうねってココの頭をペシペシ叩たたいているのは、果たしてわざとなのか。

（アーシェが見た覚えがあるというからには、歴史的に価値あるもの、あるいは未来に残るほどの力を秘めた魔ま道どう具ぐなのか）

　首輪に付けられた赤い宝石をまじまじと観察する。

　混じりっ気もヒビ割れもない、大粒の宝石。おそらくガーネットだろう。

（これはもしかして……ソブルムの書に使われてる宝石じゃないか？）

　創立から五百年の間に開発されてきた、あらゆる魔法を記録した千年後の魔ま道どう書しよ。そして今は人間に近いレベルの高い知性を持つオートマギア──アドアステラの頭脳として使われている超高品質の魔ま導どう核かく。

　見れば見るほどそうとしか思えない。色も形も大きさも寸分違たがわず同じ宝石がこの世にどれだけあるだろう。

（それにこれは……）

　エリオットは魔法銀の鎖を持ち上げる。金属無む垢くで一見冷たそうだが、触れてみるとほんのり温かい。まるで血が通っているかのような──

「……こいつを壊すのはまずいかもしれない」

「どうして？」

「召喚術の補助具でこういうものを見た事がある。自分の実力以上に強大な魔獣や精霊を従える時、不足する魔力を術者の生命力で補う類の魔ま道どう具ぐだ」

「生命力で補うって……使ったらまずいんじゃない？」

「下手したら死ぬな。無理に外してもだ。国際法で製造が禁じられるレベルのやばい代物だぞ」

　エリオットはオークス将軍を睨にらむ。

「おっさん、この首輪は何だ？　どうやって外す？」

「……」

「外す方法を教えてくれ。俺も手荒な真似まねはしたくないんだ」

「……ない」

　その返答にディランの表情が険しくなる。

「本当か？　噓うそはお互いのためにならんぞ」

　吐き捨てるように言い、オークス将軍の目を鋭く見据える。

　だが睨にらまれた当人は引きつった笑みを浮かべた。

「本当に外す方法はない。外せば装着者は死ぬのだからな。強いて言うなら死ぬ事だ。死んでいれば首輪を外してもそれ以上死ぬ事はなかろう」

「貴様……ッ！」

「ぐぅっ!?」

　ディランがオークス将軍の襟首をつかみ上げる。

「おい、落ち着けって」

「思い出した！　これ竜印の鎖だよ」

　突如横合いから飛んできた言葉で、オークス将軍が血相を変えた。

「な、なぜそれを!?」

「竜印の鎖？」

「暴竜カリブンクルスを制御する魔ま道どう具ぐだよ。特定の条件を満たした者が着ける事で、その力を発揮するって」

「特定の条件とは？」

「膨大な魔力を持ってる事。たとえば獣人くらいの、ね」

　エリオットは空色の法ほう衣えをまとう少女の寝顔を見つめる。アーシェの倍ほど生きているらしいが、その顔立ちはまだ幼さが残っている。

「……暴竜カリブンクルスを制御する鎖って言ったな。もしかしてレジィナ姫は、竜の聖女なのか？」

「そういう事になるね……」

「ガルシアのおっさん、どういう事だ？　レジィナ姫は最近捕まったんじゃなかったのか？」

「……そうだが」

「ならどうして彼かの女じよが竜の聖女になってる？　前任者はどうした？」

「前任者は死んだ。その娘を起用したのは、竜の聖女候補が不足しておるからだ」

　その言葉に嫌な予感が込み上げてくる。

　オークス将軍はしかめっ面つらで続ける。

「暴竜カリブンクルスは大食らいでな。魔力が不足した時、使役者の命を魔力に変換するのだ。普通の人間では魔力も生命力も足りぬため、ブレスの一射もせぬうちに絶命する。故に膨大な魔力と長大な寿命を有する獣人を竜の聖女にしているのだ。それでも一人三射が限界だがな」

「それって……竜の聖女は使い捨ての弾扱いって事……？」

　アーシェは青あお褪ざめながらよろよろと後ずさった。

　フラミリスも信じがたいものを目まの当あたりにしたように表情を歪ゆがめている。ディランなどは今にも爆発しそうなほど怒りに打ち震えていた。

「鬼畜の所業ね。泥沼の戦争ここに極きわまれり、ってところかしら」

　白い目を向けるラキア。彼女とて産業スパイで汚い仕事に手を染めてきたはずだが、ローエンブルクはそれ以上の蛮行に及んでいたという事だろう。

　だがどれほどオークス将軍を責めても意味はない。

　エリオットは鎖や杭くいに触れながら、

「皆落ち着いてくれ。ここで怒っても何も変わらない。今やるべきはレジィナ姫の救出だろ」

「……そうだな。だがどうするのだ？　この鎖を壊すとレジィナが死ぬのだろう？」

「ああ、だったら壊さなければいい」

　首を傾かしげるディランに、エリオットは言う。

「竜印の鎖だか何だか知らないが、魔法反応は首輪と鎖だけみたいだ。地面に刺さってるこの杭くいは含まれない」

「ではこの杭くいは壊しても大丈夫なのか？」

「そういう事だ」

「じゃあ付与消去デイスエンチヤントを使おう」

「いや、もっと手っ取り早い方法がある」

　エリオットがディランの腰を指差す。フラミリスは得心したようにうなずいた。

「なるほど、宝剣パルクラヴィスですか」

「そうだ。宝剣はあらゆる封印を解除する力があるはず。魔法銀の物性は魔法耐性で維持されているから、それを解除すれば自壊する」

「宝剣パルクラヴィスにそのような力が？」

　ディランの物言いに、フラミリスは脱力したようにため息を吐いた。

「宝剣の担にない手てが、どうしてそのような事も知らないのです？　お父様から一体何を教わってきたのですか……」

「父上は七歳の時に亡なくなったからな。教わる機会がなかった」

　あっ、と口元を押さえるフラミリス。そして失言を悔いるようにうつむいた。

「ごめんなさい……」

「構わん。私は気にしていない」

「ですが……」

「だったら代わりに姉上が教えてくれ。私が宝剣の担にない手てとして恥ずかしくないようにな」

　ディランの言葉に、フラミリスは一転して花のように明るい笑顔になる。

「任せて、わたくしがディランを一人前の子に育ててみせます！」

「だから子供扱いはよせと言うのに……」

　エリオットは頰を指で搔かく。仲が良いいのは結構だが、悠長にしている場合ではない。

「教育うんぬんは後にしてくれ。今は杭くいを壊して脱出する事が先決だ」

「そうでしたね」

　フラミリスは宝剣を受け取り、刀身を抜き放った。そして大きく息を吸い込み、目を見開く。

「宝剣パルクラヴィスよ、我がシルジアの血の盟約に従い、その力を示せ！」

　白銀の刃やいばが闇を照らす。魔力塔が停止しているせいかその輝きは不安定に揺らいでいるが、それでも魔力の光を宿している。

　その時、不意にオークス将軍が薄く笑みを浮かべたように見えた。

（何を笑う事がある？　竜の聖女が連れ去られたらローエンブルクは神獣を失い、滅亡する。笑っている場合じゃ……いや、違う！　そうじゃない！）

「フラミー、待て！　罠わなだ！」

「──解錠アンロツク！」

　瞬間、宝剣が向けられた杭くいが青く輝き出した。表面に無数の亀裂が走り、自壊してゆく。

　そして杭くいが外れた直後、けたたましい音が鳴り響いた。まるで耳鳴りでもしているかのように不快な高音だ。

「警報トラップか！」

　直後、オークス将軍がラキアを振り切り駆け出す。どさくさに紛れて逃げるつもりだったようだ。

「エリオット殿、奴やつが逃げているぞ!?」

「放っておけ！　レジィナを助けられればそれでいい！」

「まずいわ、透明化の魔法が解除されてる。多分この音、幻術対策よ！」

「くっ……急いで行くぞ！」

　ディランがレジィナを背負い、エリオット達たちは出口を目指して走る。

　しばらくすると音も止やんだが、聞き付けた衛兵達たちが続々と集まってきた。

　来た道と反対側にも衛兵が詰めていたのだろう。幅の広い通路を塞ぐように、前後から挟み撃ちされてしまったようだ。

「ガルシア様！　これは一体!?」

「賊の侵入だ！　ひっ捕らえよ！　殺しても構わん！」

「はっ！」

　前衛が剣と盾を構え、ローブを着た魔術師達たちが火精霊サラマンダーや風妖精シルフを喚よび出す。衛兵達たちの剣が炎ほのおを宿し、あるいは風をまとった。

「精霊使いがこんなに!?　姉上、レジィナを頼たのむ！」

「は、はい！」

　未いまだに眠る半獣の少女を預け、ディランは宝剣を抜き放つ。白銀の刀身が飛来する炎を防ぎ、風の刃やいばを切り払う。

　オークス将軍は衛兵の前に立ち、愉悦の笑みを浮かべて言う。

「ふふふ……私を侮辱した罪、お前まえ達たちにはしっかり償っていただこう」

「下がってろ。ここは俺おれ達たちがやる」

　エリオットはレジィナとフラミリスを守るように前に出た。

「いやしかし、敵は多いぞ。あれらが全員魔法剣使いとなるのだ。私も加勢すべきだろう」

「だそうだが。アーシェ、どう思う？」

　反対側を守る獣人少女に声を掛けると、フサフサの耳がピンと立った。

「低位の精霊ばっかりだし、大丈夫だよ」

「そうか、ならそっちは任せたぞ」

「ちょっと、あたしにも聞きなさいよ！」

「ラキアはサポートを頼む──創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　放り投げた魔ま導どう核かくに魔法陣が展開。周囲の石壁を削りながら結晶が成長し、見上げるほどの騎士が一体生成された。

「な、なんだこれは!?」

　ディランが瞠どう目もくする。衛兵達たちも恐怖に駆られたように魔法剣を振るうが、水晶騎士の手にする巨大なタワーシールドを崩す事は出来ない。

「押し込め！」

　エリオットの掛け声で、クォーツナイトがタワーシールドを構えて前進する。衛兵達たちに動揺が走った。

「何をやっておる！　戦わんか！」

「で、ですがガルシア様！　あのような魔獣、どう対処すればいいか……」

「お前まえ達たちには精霊がおるだろうが！　遠くから足元を攻撃せよ！　まず移動を封じるのだ！」

　衛兵達たちが必死の形相で魔法剣を振るい、炎と風を巻き起こす。

　だが分厚い水晶の盾は低位の精霊が使う魔法攻撃を物ともせず、衛兵の列ごと強引に押し込んでゆく。

　振り返れば、ラキアが幻術で敵の隊列を乱し、アーシェも魔法壁マジツクシールドを展開して攻撃を無効化している様子が窺うかがえた。

「アーシェ、そっちは大丈夫か？」

「このくらい余裕だよ！」

「よし、じゃあ皆行くぞ！」

　敵の衛兵達たちを引きずりながら前進するクォーツナイトを、エリオット達たちは追いかける。

　だが──

「き、貴様ら止まれ！　止まらんと他の獣人達たちが死ぬ事になるぞ！」

「何？」

　オークス将軍の叫びを耳にし、エリオット達たちが足を止める。

　その反応を見てか、クォーツナイトも前進をやめて首を傾かしげた。どうすべきか窺うかがっているようだ。

「……どういう事だ？」

　オークス将軍は体を起こして額の汗を拭う。

「まだわからんのか？　貴様らは竜の聖女を使い捨てと言ったな。まさにその通りだ。だからこそ竜の聖女候補となる獣人は複数名捕らえておる。貴様らがこれ以上抵抗するなら、捕らえた獣人達たちは皆殺しだぞ」

「バカ言うな。そんな事をすればお前らだってただじゃ済まないぞ!?」

「バカは貴様らだ！　竜の聖女を連れ去られれば、我が国は滅びるほかないのだぞ。ならば聖女候補の獣人などいくらいたところで意味がない！」

「だからといって殺すのか!?　何の罪もない獣人達たちを！」

「そうだ！　お前まえ達たちが逃げれば全員殺す！　我々には自国の民を守る責務があるのだ、そのためならばどのようなものでも利用する！」

　声を枯らすほど大きく叫び、凄すさまじい形相を作っている。

　オークス将軍は本気の目だった。

「エリオ……」

　アーシェが震える声でつぶやく。顔を真っ青にし、耳と尻尾を力なく垂らしている。

　このままエリオット達たちが逃げる事は難しくない。だが獣人達たちの中にはアーシェの先祖もいるかもしれないのだ。見捨てるわけにはいかない。

　──その時だ。

　突如として目の前に黒い球体が浮かび上がった。

　エリオットとクォーツナイトの間に発生した球体は、紫電を散らしながら人間大にまで膨らみ、中で何かが蠢うごめく。

　現れたのはボロボロの黒衣をまとう人影だ。その体たい軀くは成人男性より一回り大柄で、フードで顔を覆い隠し、黒い革手袋やブーツを身に着けている。

「魔神!?」

　エリオットがいた現代よりも更に先、遙はるか未来で人の文明を滅ぼし、世界を支配する事になっている人類の敵。エリオットが考案し、ラキアの祖国オーレリア魔法国連邦により盗まれた創換術がいずれ生み出す高度な知的オートマギア。

　魔神イェルムだ。

「なんだこいつは！　どこから現れた!?」

　激しくうろたえるオークス将軍。衛兵達たちもたたらを踏む。空間転移魔法など千年後でも実用化されていない高度な魔法技術だ。今の彼らに理解出来るわけがない。

　魔神がゆらりと歩き出す。

「う、動くな！　獣人達たちがどうなっても良いのか!?」

「創換魔法アセンブル〈鋼玉の剣ソードコランダム〉」

　魔神の革手袋の上に魔法陣が展開された。周囲の鉱物が寄り集まり、青みがかった透明な刀剣が生み出される。

　その直後、前列にいた衛兵が斬り刻まれた。凄すさまじい豪腕がクォーツナイトごと金属鎧よろいを分断し、薙なぎ払はらう。

「なぁっ!?　く、来るな！」

　魔神は更にそのままオークス将軍に襲い掛かり──

「創換魔法アセンブル〈鉱石の剣ソードアゲート〉！」

　耳みみ障ざわりなほどの高音が鳴り響いた。

　エリオットがオークス将軍の前に立ち、魔神の刃やいばを受け止めたのだ。

　その一撃は重く、創換したばかりの縞しま状の鉱石剣に無数の亀裂が走る。割れるそばから刃やいばが修復されるが、そうでなければとうに剣が砕け散っていただろう。

　鍔つば迫ぜり合あいをやめ、魔神が距離を取った。その隙にエリオットは叫ぶ。

「ガルシアのおっさん、兵士を連れて逃げろ！」

「な、何……？」

　目を白黒させるオークス将軍。腰が抜けたように尻餅をついている。

「こいつはあんたらを皆殺しにするつもりだ！　早く行け！」

　それを聞いたディランが眉を吊つり上あげた。

「エリオット殿、なぜローエンブルク兵を庇かばう！　そやつらは異種族というだけで無む辜この民を傷付け、踏ふみ躙にじった蛮族どもだぞ！　そんな連中など放っておいて、今の内に逃げればいいではないか!?」

　彼の言う事はもっともだ。獣人達たちの命を使い潰し、レジィナ姫を竜の聖女に仕立て上げたローエンブルクという国には、エリオットだって怒りを覚える。

　しかし同時に共感もしたのだ。

「ガルシアのおっさんが、自国民を守るためと言ったからだ！　俺だってシルジアの人々を守りたい気持ちはある！」

　魔神が刃やいばを上に向け、一足飛びに迫った。

　エリオットもそれを迎え撃つ。繰り出される剣撃の重さに鉱石剣がヒビ割れ、手が痺しびれる。こちらの攻撃を巧みに受け流し、次の攻撃に繫つなげている。

（こいつ、強い……っ！）

　斬り伏せられるかと思った──その刹那。

　白銀の刃が火花を散らした。

　魔神の攻撃をディランが防いだのだ。敵の腹に蹴りを入れて間合いを取り、宝剣パルクラヴィスを構えてエリオットの横に並ぶ。

「……なんだ、逃げるんじゃないのか？」

「ローエンブルクを許したわけではない！　私はエリオット殿に加勢しただけだ！」

「素直じゃないな」

「御託はよい！　それより目の前の敵を何とかするぞ！」

「了解だ！」

　二人同時に地を蹴った。エリオットが右、ディランが左に分かれ、魔神を挟はさみ撃うちする。

　元の歴史で勇者と呼ばれるだけあって、ディランの剣技は一級品だった。その腕力も人外じみており、魔神の豪腕を真正面から受けている。

「どっちも化け物だな！」

「いいから攻撃しろ！　長くは保たんぞ！」

「わかってる！」

　前後から剣を振るい、魔神と激しく打ち合う。

　エリオットも剣に覚えはあるが、相手の方が腕力も速さも剣の質さえも上だ。ディランと二人がかりで、ようやく渡り合えるかどうかというレベルである。

「幻惑魔法イリユージヨン〈虚像幻視フアントムビジヨン〉！」

　ラキアの指輪が魔力の光を放つ。視覚を騙して幻影を見せるその魔法で、魔神の動きに迷いが生じた。衛兵達たちが狼ろう狽ばいしているおかげでこちらに手を回せるようになったようだ。

「二人とも、今よ！」

「助かる！」

「創換魔法アセンブル〈超感覚パラフイーリング〉」

　魔神の目が怪しく輝き、揺らいだ。幻惑を映すはずの目がこちらへ向けられたが、構わず剣を振り下ろす。

「オオォォォッ！」

「付与魔法エンチヤント〈超振動ハウリング〉！」

　横合いからのアーシェの援護で、エリオットの鉱石剣が異音を奏かなでる。刀身が猛烈に振動し、刃やいばを交えた瞬間、敵の剣にヒビが入った。

　更に背後からディランの宝剣が襲う。恐るべき反応速度で受け止められたが、先の亀裂の箇所から魔神の剣をへし折った。宝剣の剣けん風ぷうが砂煙を舞い散らせ、黒衣を斬り裂く。

　だが敵の刃やいばに周囲の物質が集まり、瞬またたく間まに欠けた部分が再生されてゆく。

「何!?」

「ディラン、下がれ！」

　復活したその刀剣に切り裂かれる前に、エリオットは距離を取った。

「何だあの剣は！　折れた部分が直ったぞ!?」

「剣型のオートマギアだ。自動修復はこっちも同じだが、強度が違い過ぎる。俺の鉱石剣の上位互換なんてずるいよな……こっちは開発したばかりだってのに」

　背筋に冷や汗が一筋伝う。並び立つディランが前を向いたまま声を潜めた。

「……よくわからんが、このまま行かせるつもりはないのだろう？」

「当たり前だ。アーシェ、援護してくれ！　創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉！」

　エリオットの魂が魔ま導どう核かくとリンクし、思考速度が倍化クロツクアツプする。それを見てアーシェは求めている魔法を察したのだろう。

「付与魔法エンチヤント〈停滞結界ステイシス〉！」

　時間の流れを十分の一に落とす結界が魔神の周囲に展開される。もはやエリオットと魔神の相対速度は二十倍。これほど差があれば、さしもの魔神とて止まって見える。

「いくぞディラン！」

「おう！」

　前後から剣を繰り出す。

　魔神は抵抗する素振りを見せるが、その動きは遅々としてまるで脅威を感じない。

　だがしかし、

「──創換魔法アセンブル〈五重ペンタ・魔法仕掛けの魂マギウスコア〉」

「!?」

　魔法が発動した瞬間、魔神が消えたように見えた。

「がっ!?」

　防御魔法ごと剣を蹴り砕かれ、エリオットは石壁に叩たたき付つけられる。ディランさえもその動きに付いて来れず、宝剣を打ち払われ無防備な横っ腹を殴り飛ばされた。

「ぐっはぁ……ッ」

　腹部を強打されてディランが血を吐き、もんどりを打つ。宝剣は明後日あさつての方へ飛び、地面に突き立った。

「二人とも大丈夫!?」

　アーシェが駆け寄ろうとするが、魔神は一睨にらみでそれを阻はばむ。

　五重で発動された魔神の魔法は、思考速度を三十二倍速にするとんでもないものだ。エリオットとの相対速度が二十倍になってなお、相手の方が速い。

「これが未来のオートマギア……」

「アーシェちゃん、〈停滞結界ステイシス〉を二重展開すればいけるんじゃない？」

「あれは何の調整もしてない即興で作った魔法だよ。魔力塔もなしに多重展開なんかしたら、私の魔力が空っぽになるよ……」

「幻想種の獣人の魔力を使い切るって、どれだけ燃費が悪いのよ……っ」

　アーシェが後ずさる。ラキアも右みぎ股ももの錬れん金きん銃じゆうを抜くが、その銃口は震えている。

　その時だ。

「宝剣パルクラヴィスよ、我がシルジアの血の盟約に従い、その力を示せ──解錠アンロツク！」

　白銀の剣に魔力の光が宿った。

　呼応するように魔神側も五つの魔法陣を展開。宝剣の封印解除に対抗する。

　魔法陣は浮かぶ端から砕け散り、雪のような光の粒子を放ちながら再生と破壊の応酬が繰り広げられる。

「……わたくしがやります」

　凜りんとした声が地下牢ろうの中に響いた。

　フラミリスが宝剣を手にし、動きやすいよう外したケープを放る。その胸元にある鍵の紋章は虹色に輝いていた。

「一人じゃ無理だよ！　もし封印解除が成功しても、魔神のセキュリティが壊れるだけだし。私わたし達たちで援護して、更にエリオとディラン君の二人がかりでも倒せないんだよ!?」

「いいえ、倒せます！」

「えっ……？」

　フラミリスは小さな体を震わせ、しかし堂々たる立ち振舞で魔神と対たい峙じする。

「魔神イェルムは、未来のオートマギア……ゴーレムのようなものですよね？」

「そうだけど……」

「宝剣パルクラヴィスには二つの力があるのです。一つは先ほどお見せした封印解除。そしてもう一つ。ゴーレム兵を操るジルタリア帝国が宝剣を恐れていた理由、お見せいたします」

　フラミリスが切っ先を魔神へ向け、鋭い視線を投げる。

「宝剣パルクラヴィスよ、我がシルジアの血の盟約に従い、かの魔ま道どう具ぐに眠りの時を与えん！」

　前に突き出された白銀の刃が闇色の光を帯びた。

　そして、高らかに吠ほえる。




「──施錠ロツキング！」




[image: ]

　その瞬間、魔神の胸元に錠前が投影された。

「……ッ!?」

　それは無数の鎖で繫つながり、黒衣をまとった体を締め付ける。魔神もそれに抵抗しているが、腕力でどうこうなるものではないようだ。

「あらゆる魔ま道どう具ぐを封印する宝剣の力、抗あらがう事は叶かないません。魔神イェルム、諦めなさい！」

　魔神は何も答えない。拘束されて鈍った体で、なおも魔法を詠唱する。

　その直後、革手袋の先に魔法陣が展開した。きらめく紫電をまとう黒い球体が生じる。

「あっ」

　大きく広がったその穴に魔神が飛び込んだ直後、黒い球体は煙のように消えてゆく。後に残ったのは、エリオット達たちとレジィナ姫、そして気絶するオークス将軍だけだった。







　地下牢ろうでの戦いが終わった後、エリオット達たちは再び透明化してローエンブルクを脱出した。

　エリオットがオークス将軍を人質にし、ディランがレジィナ姫を抱え、追い風テイルウインドの魔法を付与した五体のグラナイトウルフに乗り超音速で月夜の草原を駆ける。

　やがて悪魔の巣と呼ばれる森に到達し、エリオットはグラナイトウルフを降りた。

「今日はこの辺で休憩しよう……さすがに魔力残量がまずい」

「ねぇ、エリオ。このおじさん連れて来て良かったの？」

　アーシェが小首を傾かしげる。

「後で囚とらわれている獣人を助けるためだ。将軍を人質にすればすぐに殺される事はないだろ」

「……そっか。まだ助け出せてないもんね」

　その時、アーシェの肩に乗るココの視線が動いた。ディランの背で眠っていた半はん獣じゆうの少女が身じろいでいる。

「レジィナ！　無事か!?」

「ん……？」

　レジィナのまぶたがゆるゆると持ち上げられる。

　ディランはそっと彼女を草の上に下ろした。

「私だ！　わかるか？　目は見えているか？」

「……ディラン様？　なぜここに？」

「お前を助けに来たのだ。無事で良かった……」

　空色のフードを後ろにまくり、夜の森へ視線を這はわす。その困惑を体現するように耳が震えていた。

「わたし、たしかローエンブルクの地下牢ろうにいたように思うのですが……」

「そこから救い出したのだ。我々でな」

「この少人数で、あの大国たるローエンブルクの地下牢ろうへ？」

「そうだ」

「ディラン様も……？」

「その通りだ。なに、礼はいらん。私は当然の事を──あいたっ!?」

　いきなりディランの脳天にチョップが落ちた。アーシェもラキアもフラミリスでさえも、目を丸くして驚いている。

「な、何をする！」

「どうしてあなたはいつもいつも、そんな無茶ばかりするのですか！　ディラン様は一国の主ですよ!?　わたしなど捨て置くべきでしょう！」

「いや、お前はファランド皇国皇帝の血を引く姫だぞ？　捨て置いてはまずかろう……？」

「そんな何十年も前に滅んだ国の元姫のために、国家の主が命を懸けないでとわたしは言っているのです！」

　プクーっと頰を膨らませ、レジィナはそっぽを向く。

「えっと……思ったより元気そうだね？」

「元気というか何というか、少なくとも深窓の令嬢の類ではなさそうねぇ」

　アーシェとラキアが苦笑する。

　エリオットは肩を竦すくめながら、

「痴ち話わ喧げん嘩かするのはいいが、これでもそれなりにがんばったんだ。ディランを許してやってはくれないかな」

「あなた方は……？」

「俺はエリオット。シルジア公国の魔術師だ。そっちの獣人は同じく魔術師のアーシェで、その横にいるのがディランの姉のフラミリス」

「ちょっと、あたしも紹介しなさいよ!?」

「ラキアはシルジアの人間じゃないから、どう紹介すればいいのか難しいんだよな……」

　目を三角にして憤慨するラキア。その横でフラミリスが笑った。

「お久しぶりです。レジィナというお名前だったのですね」

「フラミリス……って、もしかして三十年くらい前に森で会った女の子……？」

「ええ、覚えていてくださいましたか」

　レジィナはつま先から頭のてっぺんまで、まじまじとフラミリスを見つめる。

「だけど、人間のあなたがどうしてそんな若さを保っているの？」

「それは……」

　フラミリスが困ったようにエリオットへ視線を投げる。レジィナは大きな目をぱちくりさせていた。

　この半はん獣じゆうの少女は、将来ディランの妻となり、シルジア皇国初代皇妃となる人物だ。魔力塔で未来へ行く事を隠し通せるとは思えない。

「……君とディランには事情を説明しておいた方が良さそうだな」

「事情とは？」

「まぁ待ってくれ」

　エリオットは地面に横たわるローエンブルク聖王国将軍へ視線を向ける。白目を剝むいてよだれを垂らしているが、気を緩めてはいけない。

「ラキア、ガルシアのおっさんの目と耳を幻術で封じておいてくれ。ないとは思うが、狸たぬき寝ね入いりでもされてたら後々面倒だ」

「だったら後であたしを紹介しなさいよ！」

「わかったわかった……」

　さてどこから話すべきかと考えながら、エリオットは夜空に昇る月を仰ぎ見るのだった。








第三章　魔ま導どう大戦勃ぼつ発ぱつ









　悪魔の巣と呼ばれる森の付近で一夜を明かした翌朝。

　ドーム状に展開した魔法壁の中で、エリオットは背筋を伸ばす。

　他の皆も既に起きているらしく、寝床にしていた草葉には捕まえたオークス将軍のほか誰もいない。ディランは焚たき火びに枝を焚くべ、女性陣は近くの川にいるようだ。魚でも捕まえているのかもしれないと思い、エリオットは草木を分けてアーシェ達たちのもとへ向かう。

　そこには水浴びをする半裸の少女達たちがいた。

「あ、エリオット様もいらしたみたいですね」

「えっ!?」

「寝ね坊ぼ助すけ、こっち見るんじゃないわよ！」

「み、見てないだろ！」

　エリオットは慌てて川に背を向けた。ラキアは水面をバシャバシャと叩たたき、アーシェも慌てて岩陰に身を隠す。レジィナとフラミリスは苦笑していた。

「もう皆さん起きておりますよ」

「昨日は疲れたからな。まだ眠い……」

「でしたらご一緒に水浴びでもいかがでしょう？　飲むにはあまり適していませんが、冷たくて目が覚めますよ」

「ちょっとフラミーちゃん！　あいつは男よ、一緒に水浴びなんか出来るわけないでしょ！」

「そ、そうですよフラミリス様！　エリオット様を誘えば、ディラン様までご一緒しなくてはならなくなります！」

「……!!」

　アーシェが赤い顔を水面に半分沈め、獣の耳を震わせる。ぶくぶくと泡を吹いているが、水中なので何を言っているのかはわからない。

　頭を搔かきながらエリオットが戻ると、ディランが焚たき火びを見つめ、うなだれている様子が窺うかがえた。

「エリオット殿……私はレジィナに嫌われているのだろうか？」

「いや、あれは照れ隠しとかそういうのだろ」

「しかし、あれほど頑かたくなに拒否するとなると……」

　深く沈み込むディラン。まるで世界が終わったかのような物言いだ。

「そんなんで本当に初代皇妃に出来るのかよ」

「初代皇妃……？　何の話だ？」

　エリオットは頭を搔かきながら顔を背けた。

「何でもない……向こうで顔洗ってくる」

　そうして岩場に流れる湧き水で顔を洗い、一ひと息いき吐つく。一晩ぐっすり眠ったおかげで体調も魔力も万全だ。

「ふぅ……」

「はい、エリオの分」

　水浴びを終えたらしいアーシェが乳白色をしたブロック状のものを渡してきた。魔法で乾かしたのか、髪も尻尾もふかふかになっている。

「朝飯か？」

「うん。シルジア公国でもらってきた羊乳のチーズだよ」

「そうか、ちょうど腹が減ってたところだ。ありがとう」

　エリオットはチーズを一口かじり、顔をしかめた。

「おいしくない？」

「硬い上にめちゃくちゃしょっぱい」

「携行食だからね。水もあるよ、飲む？」

「頼む……」

　差し出された革袋を受け取ろうとして──不意に地面に落ちた。

「お、おい。こぼれたじゃないか」

「……っ」

　アーシェは胸元を押さえてうずくまっている。冷や汗を流し、呼吸が浅く乱れ始める。

「どうしたの……？」

　着替えの途中だったラキアが草木の向こうから顔を出した。フラミリスとディラン、レジィナも心配げな視線を向けてくる。

「発作か、待ってろ」

　エリオットはアーシェの鞄かばんから魔法薬を取り出し、口に一錠押し込む。そして革袋を拾い上げ、小さな唇にあてがった。

「落ち着いてゆっくり飲め」

　水を少量飲ませると錠剤を飲み込めたのだろう。容態は急速に良くなってゆく。

　アーシェは小さく咳せき込こみ、半身を起こした。

「ごめん、水こぼしちゃって……」

「気にするな。水なんてどうにでもなる」

　そんなやりとりを見ていたディランが恐る恐る尋ねてくる。

「……アーシェ殿は病弱なのか？」

「ああ。アーシェは生まれつき心臓が弱いんだ。だから魔法薬を毎日一錠飲む必要がある」

　言って小瓶を見せる。

　レジィナは小瓶のラベルを目にし、表情を凍りつかせた。

「この絵、もしや月霊草ムーンリーフでは……？」

「そうだ。月霊草ムーンリーフを煎じて錠剤にした魔法薬だな」

「そのような薬、一体どうやって作ったというの……？　月霊草ムーンリーフは加工しなければいつまでも枯れませんけど、煎じてしまうと一時間も保存出来ないはず」

　月霊草ムーンリーフの栽培や加工が困難なのは今後の歴史を鑑かんがみればわかる事だ。千年前のこの時代においては想像も出来ないほど高度な技術なのだろう。

「容器の中身が少ないようだが、大丈夫なのか？」

「たしかに心こころ許もとない数だな。今すぐどうなるわけでもないが」

「……一応聞くが、それはもしや、幼少期に私に飲ませてくれた魔法薬ではないか？」

「そうだ」

　エリオットがうなずくと、ディランは身を乗り出した。

「その魔法薬はどこで入手したのだ？　命の恩人のためだ、国に戻ったらすぐさま買い付けに行かせよう」

「金で買えるものじゃない。……というか今は入手も困難だな」

「なぜだ？」

「エリオットさん達たちは未来人だからですよ」

　フラミリスが真剣な眼まな差ざしで言うと、ディランは怪け訝げんそうに眉を寄せた。

「未来人……？　昨日言っていた話か？」

「そうだ。原因はわからないが、時間転移魔法に巻き込まれたみたいでな。ディランを匿かくまっていた聖堂騎士──いや、黙示録の番人の団長も俺おれ達たちと同じ時代の未来人だ」

　ディランとレジィナが困惑するように互いに顔を見合わせる。

「にわかには信じがたいが……姉上、本当なのか？」

「ええ。わたくしが十五歳の姿をしているのは、彼らとともに千年後の未来へ行くためです」

「なぜ姉上が一緒に行く必要があるのだ？」

「もともと敵兵に襲われて死ぬはずだったわたくしを、エリオットさん達たちは助けてくださいました。ですがそれでは彼らがいた歴史と大きな食い違いが生じてしまいます。その歪ゆがみを修正するために、わたくしという異物をこの時代から取り除いただけです」

「姉上が死ぬはずだった……？」

「はい。あなたが五歳の時、わたくしは本来死んでいたのです」

　ディランはショックを隠せないようだった。顔を手で覆いながらうつむいている。

「……ならば、アーシェ殿の魔法薬は我々には入手出来ないのか？」

「ええ、残念ながら。月霊草ムーンリーフを探す努力もしたのですけれども」

　レジィナは訝いぶかしげに眉を寄せた。

「アーシェ様……でしたか。あなたは心臓が弱いのですよね？」

「うん、昔からね」

「それは事実ですか？」

「え？　うん。ほんとだよ。生まれた時からずっと、毎日発作が起きてたって」

「毎日……？　それは何か他の原因があるのでは？」

「どういう事？」

　小首を傾かしげるアーシェにレジィナは言う。

「月霊草ムーンリーフで治らない病などないはずです。あらゆる病気を根治する万能の霊薬なんですから。そんなものを毎日飲む必要がある症状ともなれば、それはもう病気以外の何かとしか」

「病気じゃない……？　それは一体──」

「ねぇ、エリオット君」

　ラキアが袖を引いてくる。

「どうした？」

「ローエンブルクの街から煙が……」

　言われて視線を向ける。かなり距離があってわかりづらいが、目を凝らせばたしかに煙のようなものが立ち上っていた。

「何か起きてるのかな？」

「調べてみる──創換魔法アセンブル〈軽銀の蜂ワスプ〉」

　取り出した魔ま導どう核かくに魔法陣が投影され、鈍にび色いろの小さな蜂が生み出される。

「行け」

　命令一つでワスプは空高く舞い上がり、瞬またたく間まに見えなくなる。

　魔導端末グリモアにワスプの視界をリンクさせると、無数の旗を掲げた二つの勢力が今まさに城壁を取り囲むところだった。

「これは……ジルタリア帝国とデルムント魔ま導どう国こくの軍旗です！」

「それって、大国の？」

　フラミリスはうなずく。

「見たところまだ小こ競ぜり合あいが起きているだけで、本格的な攻こう城じよう戦には至っていないようです。しかしこの二大国が同時にローエンブルクを攻めたとなれば、戦場に神しん獣じゆうが投入される可能性は極めて高いでしょう」

「どうしてこんな事になってるの？　私わたし達たちがレジィナさんを助け出してからまだ一晩しか経たってないのに」

「聞くなら詳しそうな奴やつが一人いる。ラキア」

「はいはい」

　ラキアが指を鳴らすと幻術が解けたのだろう。オークス将軍は我に返ったように半身を起こす。そして周りを見回し、エリオット達たちを睨にらみ付つけた。

「おのれ貴様ら……この屈辱は決して忘れぬぞ！」

「恨み言を言ってる場合じゃない。ローエンブルクが攻め込まれてるんだ。見ろ」

「何……？」

　エリオットが魔導端末グリモアを見せると、オークス将軍は色を失ったように呆ぼう然ぜんとしていた。

「これはローエンブルク上空の映像だ。端末の仕組みうんぬんはさておき、どういう状況かは見ればわかるだろう」

「……そうか。遂ついにこの日が来たか」

「ガルシアのおっさん、わかる範囲で良いいから状況を教えてくれ。たしかに竜の聖女がいなくなった事で、今のローエンブルクは攻めやすくなった。だが俺おれ達たちがレジィナを助け出したのは昨晩だ。あまりにも対応が早すぎる」

　オークス将軍は肺を搾るように重い息を吐く。

「貴様らも地下牢ろうで罪人達たちを見たであろう。あの場では言わなかったが、奴やつらは間者だ」

「スパイ？　大国のか？」

「左様。大国同士は何人もの間者を放ち、常に互いへ目を光らせておる。我が国には古代魔ま導どう文明の遺産が数多くあるのだ。中には暴竜カリブンクルス召喚に関わる軍事機密もあり、二大国の一方が得れば力関係は大きく揺らぐ。夜を徹しての強行軍くらいするだろう」

　ジルタリア帝国とデルムント魔ま導どう国こくの二大国は今、互いに力が拮きつ抗こうしている。だがローエンブルクが抱える数々の魔ま道どう具ぐを奪えば、その均衡は崩れるという事だ。

　先に奪った方が勝つとなれば、二大国がこれほど早く行動するのはむしろ当然といえる。

「なるほど……ローエンブルクは餌場って事か」

「でもさー、それにしたって早すぎじゃない？　念話魔法や念書魔法なんかの遠距離交信魔法って、ソブルム魔ま導どう学院で開発されたもののはずでしょ。まだ使える人いないんじゃないの？」

　首を捻ひねるラキアに、アーシェは人差し指を立てて言う。

「そんなのなくても方法は色々あるよ。風の魔法で矢文を遠くに飛ばしたり、光の魔法を空に撃って合図にしたり。魔法が使えなくても、狼煙のろしを上げて複数人でリレーする方式もあったって。上手うまくやれば隣国まで一時間も掛からずに連絡出来たみたい」

「たしかにそれなら不可能じゃないわね……」

「今のローエンブルク聖王国には竜の聖女がおりません。神獣が使えない中で攻め込まれては、滅ぶほかないでしょう。いかがしますか？」

　フラミリスに言われ、エリオットはあごに手を当てて考える。

（本来の歴史において、ローエンブルクは魔ま導どう大戦期のさなかに滅亡した。だったらこれは必然の出来事。見守るべき歴史の一端という事になるが──）

　そんな中、ふとアーシェの顔が視界に入った。何かを訴えかけるような目でエリオットを見つめてくる。

　彼女の言いたい事はわかっていた。人一倍優しいアーシェだ、敵であっても死者が出るのは避けたいのだろう。

　そしてそれはエリオットも同じだった。フラミリスを助け、アーシェに命を救われたと知った時、決めたのだ。

　史実など、人を見捨てる理由にはならない。

「助けに行こう」

「ローエンブルクを？」

「ローエンブルクに住む人ひと達たちを、だ」

「……なぜだ？」

　オークス将軍は困惑したようにつぶやいた。

「貴様は我が国と敵対していたはず。民を助ける理由がないではないか」

「国が滅んだからって、そこに住む人々が皆死なないといけないわけじゃない。助けられる者は助ける。俺おれ達たちは同じ人間なんだからな」

　エリオットの言葉に、オークス将軍は面を上げた。ほんの数秒視線が重なり、見つめ合う。

　やがて何かを決意したような表情で、彼は口元を緩めた。

「……ならばベルメスタ城塞へ行くといい」

「悪魔の巣の森に挟まれた城か」

「左様。ベルメスタ城塞には、聖王城へと繫つながる地下道が隠されておるのだ。それを使えば、敵に囲まれた聖王国民を比較的安全に逃がす事が出来よう」

「なるほど、地下から行けば敵に囲まれてても関係ないな。だが俺おれ達たちが使ってもいいのか？」

「私とて民を救いたい気持ちは同じ。城塞の兵達たちは任せよ、私が説得する」

「わたしも行きます」

　レジィナが決意を込めた眼まな差ざしを向けた。

「ローエンブルクには、混血のわたしを迎え入れてくれた獣人達たちがいるんです」

　アーシェは困ったようにエリオットを横目で見る。

「レジィナさんは公国へ戻もどった方がいいよ。獣人達たちは私わたし達たちが助け出すから」

「いいえ。今のわたしは竜の聖女、暴竜カリブンクルスを使役する力があります。敵が神獣を向かわせている以上、こちらも神獣を用いて対抗すべきです」

「カリブンクルスを使えば命が削られる。わかってるのか？」

「使役するだけなら生命力は削られませんよ。それに、ハリボテでも脅おどかす事くらいは出来るでしょう？」

「たしかにブレスを撃たなければ生命力を使わないが、しかし……」

「心配要りませんよ。混血のわたしでも、ブレスの一射程度なら持ち前の魔力で賄えますから」

　にっこりと微笑ほほえむレジィナ。フラミリスとはまた違った意味で肝が座った姫である。

「ならば私も行くしかないな」

　ディランが胸を張って前に出る。

「レジィナの身辺は任せよ、いかなる敵も薙なぎ払はらってくれよう」

「ディラン……宝剣の魔力はそろそろ限界が近いです。レジィナさんはわたくし達たちに任せて、あなたは魔力塔を再起動しに戻るべきでしょう」

「姉上、宝剣の力などなくとも戦える。神獣を相手にするのはさすがに無理だが、同じ神獣を従えるレジィナを守る事なら私にも出来る」

「あなたの双そう肩けんにはシルジアの国や民、ひいては未来がかかっているのです。これ以上危険を冒すべきではありません」

　そんなフラミリスに同調するように、レジィナもうなずく。

「わたしも反対です。ディラン様はシルジアへお戻りください」

「何を言う！　私が行かねば誰がお前を守るというのだ！」

「魔術師様がいるじゃないですか。何度も言いますけど、ディラン様は君主なんですよ。あなたが死ぬと困る人がたくさんいるんです」

「レジィナが死ぬと私が困るのだ！　お前には我が妻となって、世継ぎを生んでもらわねばならん！」

　堂々と言い放つディランに、レジィナが耳まで赤く茹ゆで上あがった。

　ラキアは面白そうに顔をニヤつかせ、フラミリスも納得したようにうなずいている。なぜかアーシェまでもが頰を染めていた。

「ど、どうしてあなたはいつもいつも、そういう恥ずかしい事を言うんですか！」

「私は事実を言っているだけだ。何を恥じる必要がある？」

「そういうところが全部恥ずかしいんです！」

　赤面して目を泳がし、眉をつり上げるレジィナ。

　そんな二人を見て、エリオットは苦笑した。

「わかったよ。いずれにしてもディラン一人だけ帰すと何かあった時に怖いからな。俺おれ達たちと一緒にいてくれた方が守りやすい」

「うむ、そうだろう！　ならば行くぞ、ローエンブルクへ！」







　ベルメスタ城塞は左右を深い森と渓谷に挟まれた場所にあった。

　前後に堅けん牢ろうな城門を一つずつ備え、見張り台にいる兵士が周囲に目を光らせている。切り立った崖の下は滝が巻き起こす霧に覆われており、何があるか窺うかがい知る事は出来ない。

　そびえ立つ城壁を見上げ、エリオットはつぶやく。

「ここへ来るのは二度目だな。入り口は反対側だったが」

「何者だ！　名を名乗れ！」

　見張り台の兵が誰すい何かする。それにオークス将軍が応えた。

「私はローエンブルク聖王国将軍、ガルシア＝オークスである！」

「ガルシア様!?　なぜこちらへ？」

「話は中でする！　門を開けよ！」

「はっ！　ただちに！」

　慌てふためいた様子で、兵は見張り台を駆け下りてゆく。その数分後、城門が軋きしみを上げながら開かれた。

　出迎えたのは城主の男だ。

「これはこれはガルシア様、ようこそおいでくださいました。すぐに部屋を用意させます」

「いや、急いでおるので部屋はいらぬ。これより重大な話をするが、座して言葉を交わす猶予はない。歩きながらで許せ」

「承知いたしました。して、こちらの方々は……？」

「シルジア公国の者達たちだ」

「シルジア!?　て、敵ではないですか！」

　城主の声で兵士達たちに動揺が走った。敵意を剝むき出だしにして剣を握り、槍やりの角度を下げる。

　それを目にし、オークス将軍は眉を吊つり上あげた。

「待たんか！　もはや敵だの何だのと言っている場合ではない。我らが聖王国が今まさに滅びゆこうとしているのだぞ！」

「ど、どういう事でございましょう……？」

「ジルタリア帝国とデルムント魔ま導どう国が攻め込んで来たのだ」

「あの二大国が？　真まことですか？」

「冗談でこのような事を言うはずがないだろう」

　オークス将軍の真面目な顔に、城主もただ事ではないと理解したのだろう。エリオット達たちに疑惑の視線を向けつつも、焦燥からか額に汗を浮かべている。

「まさか……二大国が同時に？」

「左様」

「そんな……我々は一体どうすれば……」

　城主は絶望に顔を伏せる。

　無理もない。神獣を持つ二大国から同時に攻められているのだ。この時代の人間にはどうしようもないだろう。

　ディランは元気付けるように言った。

「安心せよ。まだ手はある」

「あなたは……もしやシルジア公国のディラン大公爵では？」

「その通り。私には宝剣パルクラヴィスの他、竜の聖女たるレジィナや、我が国最高の魔術師達たちも付いている。彼らの力を借り、ローエンブルクの民を救ってみせよう」

「で、ですが……大国がそろって攻めてきたとなれば、神獣も動くはず。もはや何をしようと手遅れでは……」

「そのためにベルメスタ城塞の地下道が必要なのだ」

　オークス将軍の言葉に、城主は目を見開いた。

「あれを使うのですか。しかし、聖王陛下の許可なしでの使用は……」

「民を救うためとあらば、きっと陛下もお許しくださる」

　話しながら向かった先は礼拝堂だった。

　戸を押し開けると、広々とした無人の空間に長椅子が並び、豪ごう奢しやな祭壇が飾られていた。

　オークス将軍は礼拝堂の奥へと向かい、城主や兵とともに祭壇を動かして敷しき石いしをどける。その下には人が一人通れるくらいの四角い穴があり、石造りの階段が設けられていた。

「ここが地下道への入り口だ」

「なるほど、まさに隠し通路か」

「奥おくは暗いようですが、明かりはあるのですか？」

「カンテラを用意させる。しばし待たれよ」

「大丈夫ですよ」

　アーシェが赤いスピネル鉱石の短剣に魔力を込めると、刀身が淡く輝く。それを見た城主や兵達たちが瞠どう目もくした。

「精霊も使わず短剣が光を……魔法剣ですかな？」

「いえ、これはただの装飾剣で、付与魔法を使ったんです。簡易的なものですけど、しばらくは保ちますよ。ローエンブルクへ行く人の持ち物にも付与しますから、光らせたいものがあれば出してください。それと念ねんの為ため着衣に防御魔法を、剣を持っていれば魔化させておきますね」

　そう言ってアーシェは剣や服、エリオットの腕輪などに次々と魔法を付与してゆく。

　その様子に、オークス将軍や城主達たち、レジィナまでもが啞あ然ぜんとしていた。

「どうしたの？」

「アーシェちゃんの魔法に驚いてるんでしょ。たぶん」

「え、でも簡単なのしか使ってないよ？」

「そもそも簡単な付与魔法すら普及してないんだろう。何しろショボい魔法剣ですら目が飛び出る代物らしいからな」

「そういうものなのかな……」

「ほら、行くぞ」

　釈然としない様子のアーシェの背を押し、エリオット達たちは地下道へ下りて行った。







　真っ暗な闇を魔法の光が照らす。

　地下道は一本道で、人が数人並んで歩けるくらいの幅はあるだろう。石を重ねて作られた空間は、途中からゴツゴツした岩肌になり、チョロチョロと水が流れる音が聞こえていた。

「アーシェ、大丈夫か？」

　エリオットは息を切らせて歩く獣人少女へ声を掛ける。

「うん……平気だよ」

「無理するな。こいつに乗れ」

　エリオットは小さく詠唱し、魔ま導どう核かくと岩盤からグラナイトウルフを一体生成する。

「でも、皆歩いてるし……」

「皆は歩けるから歩くんだ。でもアーシェは体が弱いだろ。今無理して倒れられても困る」

「うん……わかった」

　アーシェを支え、先ほど生み出したグラナイトウルフへ座らせる。

　ラキアは岩に触れながら首を傾かしげる。

「これって自然の洞窟なの？」

「左様。この辺りは地下水が流れて岩盤を削っていたようでな。そうして出来た複数の洞窟を利用し、穴を掘って繫つないで地下道としておる。多少曲がりくねってはいるが、その方が手間が少なかったのだ」

「にしても、ベルメスタ城塞とローエンブルク聖王城って、穴を掘るにしては結構な距離よ。なんでこんなの作ろうと思ったの？」

「いざという時、聖王陛下がお逃げするためだ。陛下はこういう事態を想定されておいでだったのだろう。この地下道が作られたのもほんの数年前の事だ」

「へぇ、割と最近なのね」

　そんな話をしながら、早足で地下道を歩いている時だ。

　不意にアーシェを乗せるグラナイトウルフが立ち止まった。肩に乗るココと一緒に耳をヒクつかせている。レジィナも何かを察したように、尻尾を腹に巻き付けていた。

「どうした？」

「足音が聞こえる」

　言われてエリオットは通路の先に光を向け、警戒しながら進む。

　やがて暗闇の中に浮かび上がった人物を見て、オークス将軍が驚きよう愕がくの声を上げた。

「聖王陛下……っ」

　白髪にあごヒゲを生やし、黒地に金きん箔ぱくの貼られた鎧よろいと毛皮のコートを着た壮年の男。王族を示すであろう、宝石があしらわれた金の冠を戴いただいている。脇に側近の騎士を二人連れ、落おち窪くぼんだ眼めで睨にらむようにこちらを見つめていた。

「ガルシアか。さらわれたと聞いていたが、無事であったか」

「はっ……陛下もご無事で何よりでございます」

「何とかな。後ろの者は誰だ？」

「こちらは我が国の民の窮状を見かね、手助けをすると言ってくれた者達たちです」

「なるほど、それで地下道を。だがやめておけ。市壁が崩されるのは時間の問題。無駄な事はせず、私とともにベルメスタへ行くのだ」

　そう告げて、聖王はエリオット達たちの前を通り過ぎてゆく。足が悪いのか、左の靴を引きずるような動きだ。それを騎士二人が介助している。

「あの……陛下はどちらへ？」

「逃げるに決まっておろう。ジルタリアとデルムントの神獣どもの姿が遠目に見えた。もはや聖王城の陥落も近い」

「しかし、他の者達たちはどうしたのです？　まだ市し壁へきが持ちこたえているのであれば、民を逃がす余裕もあるのでは？」

「今更何をしたところで彼らは死ぬ。だが私が生きておればローエンブルク聖王国は再建出来る。民はまた集めればよい」

　オークス将軍は信じられないものを見たように目を剝むいた。

「お言葉ですが陛下！　あの地にはベルメスタ城塞にいる兵達たちの家族や友人、子供達たちも数多く住んでおるのですぞ！　それに文官までも置き去りにするなど、あまりの仕打ちではございませぬか!?」

「相手が神獣を持ち出した以上、仕方がない事だ。大勢を逃がせば地下道の存在が敵に知られ、私の命が危うくなる。これは必要な犠牲であろう」

「そ、そんな……」

　愕がく然ぜんとした様子でオークス将軍は膝を屈する。

　アーシェは苛いら立だつように尻尾を逆立て、ラキアも白い目で聖王を見つめている。フラミリスやレジィナも同様で、胸元を握り締め、あるいは拳を震わせていた。

　オークス将軍は汚い手を使った男だが、それはローエンブルク国民を守るという大義あっての行動だ。なのに今まで信じて付き従った主が、守るべき民を見捨ててこそこそ逃げている。

　帰るべき故郷を失い、家族や友人、子供達たちまでも見捨てられる。その絶望たるや、外部の人間であるエリオットには計り知れない。

「……待て、聖王」

　不意にディランが重い声を発した。

　その睨にらむような目つきに、側近二人の眉がつり上がる。

「なんだ貴様は！　陛下に向かって無礼であるぞ！」

「民を見捨てて逃げている者が偉そうだな……。身を挺ていして国を守ろうとしたシルジア公国の先代公爵とは大違いだ」

「貴様……まさかシルジア公国のディラン大公爵か!?」

　慌てて抜剣する側近達たち。

「幻惑魔法イリユージヨン〈幻肢痛フアントムペイン〉！」

「創換魔法アセンブル〈鉱石の剣ソードアゲート〉！」

　縞しま模様の鉱石剣を手に側近へ肉薄し、エリオットが敵の剣を打ち払う。もう一人はラキアの幻術で悶もだえ苦しんでいた。

「君主同士の話し合いだ、手出しは野暮ってもんだぞ」

「がっ!?」

　アゴを打ち抜き、エリオットは側近を失神させる。その間、ディランは一瞬たりとも聖王から目を離さない。聖王もまた、側近が倒されても動じる気配はなかった。

「小国の公爵風ふ情ぜいが……。聖王たる私にこのような無礼、ただで済むと思うでないぞ」

「御託はよい。それより聖王よ、先の話は本気か？」

「先とは、どの話だ」

「ローエンブルク国民の死を必要な犠牲と言った部分だ」

　聖王は鼻白むように笑った。

「本気だ。当然であろう？　命は等価ではない。王の庇ひ護ごなくして民は生きられぬが、王には代わりがおらぬ。ならば王と民、どちらの価値が高いかは考えるまでもあるまい」

　ディランの表情が変わった。張り詰めた空気が漂う中、聖王へ向けて一歩足を踏み出す。

「……聖王よ、ガルシア殿に謝罪せよ」

「何を謝る事があるというのだ？」

「謝罪せよと言っている！」

「ぐっ!?」

　襟首をつかみ上げ、ディランは青筋を浮かべて叫ぶ。その腕力は強く、片手で聖王の足を浮かせるほどだ。

「彼は自国の民を守るために、自らの手を汚してきたのだ。そのやり方自体は卑劣極まりなく、とても褒められたものではなかったが、王である貴様だけは認めてやるべきではないのか!?」

「離せ……っ」

　聖王は足をばたつかせて抵抗するが、ディランは大木の幹のごとく揺るがない。

「謝罪せよ！　そして民をないがしろにする発言を撤回するのだ！　そうすれば離してやる！」

「き、貴族が王のために尽くすのは当然の事であろう！　それに民など我が身を飾る宝石と同じ、失ったのならば新たに集めればよい！　何を謝る事がある!?」

「……それが答えか。ならばもういい」

「がふっ!?」

　ディランの拳が顔面にめり込み、聖王は鼻血を流して倒れ伏した。頭に載っていた王冠が岩場に転がり、涼やかな音色を響かせる。

「守るべき民を見捨てたのだ。貴様は二度と王を名乗るな」

　エリオットは肩を竦すくめ、オークス将軍の元まで歩いていく。

「立てるか？」

「私は……これから何を信じてゆけばいいのだろうか……」

　オークス将軍は意気消沈しているようだった。親に捨てられた子供のように涙をこぼし、唇を嚙かんでいる。皆が掛ける言葉を探すが、何を言っても励ましにはならないように思える。

　そんな中、ただ一人だけ口を開いた。

「ガルシア殿、貴殿のこれまでの所業、私は許したわけではない」

　ディランは背を向けたまま告げる。

「だがガルシア殿はローエンブルクの民を守るため、これまで行動してきたのだろう。ならばそれを貫き通せ。己が正義のため悪に手を染めたのならば、その信念だけは決して噓うそにするな。私が言えるのはそれだけだ」

　その言葉で、オークス将軍は憑つき物ものが落ちたような表情になった。袖で涙を拭って立ち上がり、泣き腫らした顔で笑う。

「そう……だな。そうであった。私はどんな手を使ってでも、民を守ると亡なき父上に誓ったのだ。誰に何と言われようと、これだけは曲げられぬ」

　そんなオークス将軍を見て、ディランが満足したように微笑ほほえんだ。

「少しは元気が出たようだな」

「ああ、ディラン大公爵殿。感謝するぞ」

「感謝などいらぬ。大の男が幼子のように泣いていると気色悪くて堪たまらんから、口車に乗せただけだ」

「ふん、弱小国の君主もたまには良いい事を言う」

　軽口を叩たたき合う二人。そしてディランはエリオット達たちへ向き直った。

「そんな事より急ぐぞ。神獣が目視出来る位置まで迫っているという話だ」

「わかった」

　ディランは走り出し、その背をエリオット達たちも追う。

　そんな中、レジィナが薄闇の中でもわかるほど赤面しているのが見えた。

「レジィナさん、どうした？」

　エリオットが尋ねると、レジィナの両耳がピョコンと立つ。

「い、いえ……何でもないですよ」

「ならどうして顔が赤い？」

「何でもないです！」

　ムキになって反論される。その様子に、ラキアがにんまりと笑みを浮かべた。

「惚ほれたわね？」

「惚ほれてません！」

「さっきのディラン君かっこよかったもんね」

「ええ、さすがはわたくしの弟です。レジィナさんが好意を寄せるのも無理はありません」

　得意げに胸を張るフラミリスに、レジィナは鋭い犬歯を見せて言う。

「だから違います！　勝手に決め付けないでください！」

「はいはい、そういう事にしておいてあげるから行きましょ」

　楽しげに笑う少女達たちを尻目に、エリオットは一人苦笑するのだった。







　地下道を抜けた先はローエンブルク聖王城内にある大きな部屋だった。

　蓋になっていた床板を外し、エリオットは周囲を窺うかがう。

　部屋の中に人気はなく、豪ごう奢しやな祭壇や本棚、彫刻が施された長椅子などが置かれている。

「なんかこの祭壇の彫刻、見覚えがあるわね」

「これは聖堂教会の祭壇です。遺構都市の地下にもあったでしょう」

　レジィナの話で、ラキアが納得したようにうなずく。その後ろでエリオットはアーシェを引っ張り上げていた。

「ここはローエンブルク最大の大聖堂だ。陛下は……足を痛めてしまって以来、毎日欠かさず神に祈りを捧ささげておられた」

「神ねぇ……。上ばっか見て、下々の者を見ないんじゃ王様失格よねぇ」

　祭壇をつまらなさそうに眺めるラキア。

「そんな事より外の様子を確認しよう。ローエンブルクの人ひと達たちの避難ルートを確保しないと」

　最後にフラミリスを引っ張り上げた後、エリオットは廊ろう下かへ出る。

　石造りの城内は慌ただしく兵士達たちが駆け回っており、悲鳴と怒号が上がる。

　窓から外を窺うかがうと、そこは火の海が広がっていた。

　市壁が一部崩れ、土塊のゴーレム兵達たちの姿が見えている。ローエンブルクの魔術師達たちにより魔法壁マジツクシールドが展開され、敵の侵入を阻はばんでいるようだが、既に市街地上空には風の精霊が舞い、炎の精霊が放つ火球が家屋を焼き払っていた。

「遅かったか！」

　オークス将軍の悲鳴に、フラミリスが応える。

「おそらくデルムント魔ま導どう国の精霊でしょう。かの国は召喚契約をせずに自然の精霊から力を借りる、元素魔術に長たけた術師をたくさん抱えているそうです」

「何という数だ……百は下らんぞ」

「あれが全部上位精霊だというのか……!?」

　険しく表情を歪ゆがめるディランとオークス将軍を前に、ラキアは呆あきれたようにため息を吐く。

「どこが上位精霊なのよ？　中の下くらいの奴やつばっかりじゃないの」

「千年後の基準で言ってやるな……」

「エリオ、見て！」

　アーシェが指差した先は城門だ。

　そこには山のような人だかりがあった。

　子供を抱えた女性、怪我けがをした男性、老人などが押し掛け、助けを求めている。だが城門は堅く閉ざされており、中に入る事が出来ないでいるようだ。

　ジルタリアとデルムントの両軍は互いに侵攻の邪魔をし、足を引っ張り合っている。その中でローエンブルク兵もよく戦っているが、市壁が崩壊した以上、猶予はあまりないだろう。

「城門へ急ぐぞ！」

　エリオットの掛け声で、皆が駆け出した。

　城壁の上を通り、側防塔へ辿たどり着つく。そこには十数名の兵士達たちがたむろしていた。

「おい！　城門を開けろ！」

「何？　お前は誰だ？」

「おい、こいつ昨晩城に侵入してきた賊だぞ！」

「敵襲か!?」

　慌てて剣や槍やりを構える兵士達たち。

　だがその前にオークス将軍が躍り出た。

「お前まえ達たち、待たぬか！」

「ガ、ガルシア様!?」

　兵士達たちにどよめきが広がる。驚きよう愕がくの表情を浮かべる者、うろたえる者、警戒を緩めない者、反応は様々だ。

「ご無事でしたか。敵にさらわれたとお聞きしましたが、一体どうやってこちらへ？　それに、こいつらは一体……？」

「彼らはシルジアの者達たちだ」

「シルジア……という事は、やはり敵ではありませんか！」

「もはや敵ではない！　彼らは我が国の窮状を知り、民を救うべく駆け付けてくれたのだ。今すぐ城門を開けよ！」

「し、しかし、聖王陛下より決して開けるなとのご命令でございます……」

「その命令はたった今撤回された！　城門を開け、民を大聖堂へ避難させよ！」

「よ、よろしいので……？」

「何度も言わせるな！　全責任は私が取る、急げ！」

「はっ！　かしこまりました！」

　命令を受けて、兵士達たちにより開閉機構が動かされる。大きく軋きしむ音を上げながら、分厚い鉄門はゆっくりと開かれた。

　人々にどよめきが広がり、避難民が一斉に動き出す。だが入り口に対して人数が多すぎるため詰まってしまっている。

　その様子を見ていたフラミリスは唇を引き結び、城壁の縁に手を掛けた。

「皆さん、一旦足を止めてください！」

　その声に、数人の避難民がちらりと城門を仰ぎ見る。

「まずは列を作ってください！　くれぐれも周りの人を押おしたりする事のなきよう、どうか冷静に！」

　だがフラミリスが声を張り上げるもざわめきは止まず、避難民達たちは我先にと互いに押し合っている。

「皆慌てすぎじゃないの？　こんな渋滞してたら避難が終わるまで何時間も掛かるわよ」

「自分の命が懸かってるんだ。慌てもする」

「だからってこれじゃ……」

　ラキアがやきもきしながら下を覗のぞき見る。フラミリスも危機感を抱いたのか、必死に呼びかけを続ける。

「皆さん、とにかく落ち着いて──」

　その時、空から人間大の炎の塊が一体舞い降りた。

　デルムント魔ま導どう国の精霊だ。フラミリスの声に反応したのか、敵意を剝むき出だしに茶色い髪の姫へ向けて襲い掛かる。

「姉上、危ない!?」

「っ！」

　その瞬間、フラミリスが刃やいばを一いつ閃せん。

　風の刃が放たれ、剣の間合いに入る間もなく炎の精霊が両断された。大量の火の粉が降り注ぐが、着衣に付与された防御魔法が彼女の小さな体を守る。

　淡く光る剣を手に軽く息を吐き、フラミリスは風を帯びた刀身を掲げてみせる。

「……さすがはアーシェさんの付与魔術ですね。ただの鉄の剣なのに、上位精霊を斬ってしまいました」

「ヒヤヒヤしたぞ……」

「少しは姉を信じなさい。いえ、今それはいいでしょう」

　フラミリスは再び城門前にいる人々へ目を向けて言う。

「今この国は、ジルタリア帝国とデルムント魔ま導どう国により攻め込まれております。このまま避難が遅れれば、ここにいる人の大半が死ぬでしょう。ですが──」

　一拍置いて、フラミリスは自信に満ちたように胸を張る。

「ですが──わたくし達たちがあなた方を守ります。こちらの指示通りに動いてくだされば、皆助かるのです！」

　そんな呼びかけが功を奏したか、徐々に人々の流れがスムーズになってゆく。

　さすがは姫というだけある。威厳ある態度で人心を巧みに掌握してしまったようだ。

「さぁ、ここはわたくしに任せて、エリオットさん達たちは防衛している兵の支援や囚とらわれた獣人達たちの救助をお願いします」

「わかった」

　エリオットとラキアがうなずく。

「じゃあココちゃんを置いて行くね」

　アーシェも目配せして、銀毛の猫をフラミリスの肩へ飛び移らせた。

「どうしてこの子を？」

「使い魔とは視覚や聴覚を共有出来るんだ。話し掛ければ会話も出来る」

「あら、猫型オートマギアじゃなかったっけ？」

「主従関係を登録していれば出来る事は使い魔とほぼ同じだ」

「ココちゃんはお友達だよ！」

　不満そうに頰を膨らませる。

「では何かあればご連絡致します。皆さんも早く救助を！」

「わかった。じゃあこっちは任せたぞ」

　フラミリスはうなずき、避難誘導へ戻っていく。

「さて、フラミーは城門前で避難誘導、獣人の救助はガルシアのおっさんに任せるとして。俺、アーシェ、ラキアの三人は避難が終わるまでの時間稼ぎだな。ディランとレジィナさんはどうする？」

「わたしはあそこへ」

　レジィナは遠くにある街の中央通りの広場を指差す。

　家々が立ち並ぶ整備された街の中で、その通りだけもう一つ城が建てられそうなほど広々とした空き地になっている。それは市壁まで一直線に街並みを貫いていた。

「あそこで何を？」

「中央広場で儀式魔法を行うのです。広場の周りに複数ある大きな石が見えますか？」

　言われてエリオットは街並みを一望する。

　地上からではわからなかったが、円を複数重ねたような幾何学図形のような街並みが広がり、要所に巨石を並べたオブジェが五つそびえていた。

「なんか魔法陣みたいな配置ねぇ」

　アーシェは背伸びして城壁の向こうを覗のぞき込こむ。

「あれストーンサークルだよ。実際魔法陣として機能する配列になってる」

「魔法陣って何の？　防御魔法にしては起動してなさそうだけど」

「暴竜の召喚陣です」

　レジィナは首輪から伸びた青銀の鎖を揺らす。

「暴竜カリブンクルスは、召喚するのにも膨大な魔力を消費する……首輪を着けられた時そう教えられました。そのため大地に蓄えられた魔素を利用し、召喚の儀式を行うんです。そうすれば竜の聖女の魔力や命を消耗せずに、かの暴竜を現界させられるのだとか」

「儀式をせずに召喚すると死ぬって事……？」

「必ずしも死ぬとは限らないようですが、幻想種の獣人でも危ういとの事です。混血のわたしならまず耐えられないでしょうね」

「ならストーンサークルを使うしかないな。レジィナは中央広場でカリブンクルスを召喚。ディランは──」

「レジィナを守る！」

　間髪入れずにディランに言われ、エリオットは苦笑した。

「……まぁそうだな。儀式魔法ってのは詠唱中、得てして無防備になりがちだ。空にデルムント魔ま導どう国の精霊が飛んでるし、護衛は任せよう」

「私わたし達たちはどうする？」

「カリブンクルス召喚の儀式が終わる前に設備が壊されちゃ困る。五つあるストーンサークルを守りつつ、住民が避難する時間を稼ごう──創換魔法アセンブル〈軽銀の蜂ワスプ〉」

　その詠唱一つで手のひらサイズの鈍にび色いろの蜂が生み出され、天高く舞い上がる。

　そして魔導端末グリモアを起動し、画面にワスプの視界を映した。

「上空から見たところ、市壁が崩れて敵が侵入しているのは平原、森、山脈側に面した三箇所だな」

「ここを突破されると近くのストーンサークルが壊されそうだね」

「敵はそれを狙ってると見て間違いないだろう。森と山脈側の二箇所は防衛するローエンブルク軍が何とか持ちこたえているが、残る平原側の一箇所はゴーレム兵が山のように押し寄せている。戦線が崩壊するのも時間の問題だろう」

「どうするのかしら？　手分けする？」

　ラキアの提案に、しかしエリオットは首を横に振る。

「手分けした方が効率はいいが、戦力を分散させると神獣が来た時に対処出来なくなる恐れがある。ここは危ないところを優先して援護した方がいい」

「じゃあまずはこの平原側のゴーレム兵を何とかしなきゃだね」

「ああ。どの道そこを通らないと中央広場まで遠回りになるからな。それじゃ行くぞ」

「行くって、どこから？　城門は人だらけで使えないわよ？」

「ならば私が何とかしよう！」

　優に背丈の数倍はあろうかという城壁の上から、ディランが颯さつ爽そうと飛び降りる。そして下から手を振ってきた。

「さぁ来い、レジィナ！　私が受け止めてやる！」

「い、いやです！」

「なぜだ!?　大した高さではないぞ！」

「普通に高いと思うけどねぇ……」

「うん……よくあんな重そうな鎧よろいを着て下りられたよね」

　ラキアとアーシェが驚きと呆あきれで半笑いになっている。実際、ディランの飛び降りた場所は敷しき石いしが砕けてヒビが入っていた。

「防御魔法が掛かっているから飛び降りても死にはしないと思うが、足をくじかれちゃ困るな。まぁ人目を気にしないならいくらでも方法はある。創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉」

　エリオットが魔ま導どう核かくを放ると周囲の城壁が分解されてまとわりつき、一体の騎士が大地に舞い降りた。タワーシールドを掲げると、城壁の半分ほどの位置に足場が出来る。

「これならちょうどいい高さだろ」

「あ、ありがとうございます……」

　恐る恐ると言った様子でレジィナがタワーシールドに飛び乗ると、クォーツナイトにより地面へそっと下ろされる。

　エリオット達たちも下りると、ぶすっとした顔のディランが出迎えた。

「どうした？」

「……何でもない」

「フラミーさん、気を付けてね！」

　アーシェが城壁の上へ手を振ると、フラミリスも応じてくる。

「皆さんもどうかご武運を！」

　そうしてフラミリスと別れた後、エリオットは残りの魔ま導どう核かくを取り出す。

「移動はグラナイトウルフを使おう。ワスプで一つ使ってるから、魔ま導どう核かくは残り四つしかないが、俺おれとアーシェが二人乗りすれば──ん？」

　不意に一人の女性がエリオットへすがり付いてきた。

「魔術師様！　お願いします、助けてください！」

「大丈夫だ。今聖王城からベルメスタ城塞へ繫つながる地下道を使って避難してもらっている。落ち着いて指示に従えば助かる」

「私じゃありません！　娘が！　幼い娘が行方不明なんです！」

「行方不明……？」

　周囲を見渡すと、瓦が礫れきと炎に包まれた街並みが広がっている。風と火の精霊が火災旋風を巻き起こし、恐るべき早さで地上を廃都へと変えてゆく。

　ラキアは飛んでくる火の粉を払いながら眉をひそめた。

「この中で小さい子供一人見つけるのは難しいわね……」

「そ、そんな……」

　顔面蒼そう白はくになる母親。それを見てか、アーシェが袖を引っ張ってくる。

「エリオ……」

「わかってる。その子供の特徴を教えてくれ。服装、髪型、背の高さなど、外見的なものだ」

　エリオットは母親から情報を聞き出し、魔導端末グリモアに呼びかける。

「アドアステラ、聞こえるか？」

《聞こえています、マスター》

「ワスプと連携して上空から逃げ遅れた子供を検索してくれ。聖王城の城門前は除外だ」

《イエス、マスター》

　アドアステラは魔導端末グリモアの画面の中でほんの数秒ほど瞑めい目もくし、口を開く。

《検索完了。ワスプの視界から見える限り、逃げ遅れている子供は三百八人です》

「多いね……。私わたし達たちだけじゃ手が足りないよ」

「仕方ない……。アドアステラ、お前にグラナイトウルフを一体与えるから、空と地上で連携して逃げ遅れた人ひと達たちの救助活動をしてくれ。そのついでに、今から言うような特徴の子供を探して欲しい」

《イエス、マスター》

　そうしてエリオットは説明をし、魔ま導どう核かくを三つ放り投げ──

「創換魔法アセンブル〈岩石の狼グラナイトウルフ〉！」

　青い鉱石に魔法陣が展開されるや地面が盛り上がる。

　同時に背後にいたクォーツナイトも分解され、鉱物質の体を持つ四体の狼おおかみが出現した。

「お前はアドアステラの指揮下で動け」

　その命令でグラナイトウルフの一体が鼻先を上げ、走り出す。

　終始目を白黒させていた母親の前で、エリオットは膝をついた。

「大丈夫、生きていれば必ず助ける。だからあんたも早く避難を」

「はい……はい……お願いします！」

　まるで神にでも祈るように、母親は手を組んで顔を伏せていた。

「さて、これで残りのグラナイトウルフは三体になったわけだが」

「五人いるから、もう一組二人乗りしないといけないね」

「悠長に相談している暇はない。エリオット殿、借りるぞ！」

　ディランはグラナイトウルフの一体にまたがり、手を伸ばす。

「レジィナ、私の後ろに乗れ」

「え、でも……」

「一人でも多く救うためだ。早く！」

　物もの怖おじするレジィナに、ディランは真剣な眼まな差ざしを向ける。

　その言葉の重みを理解したのだろう。レジィナはグラナイトウルフの背に乗り、ディランの腰に手を回した。







　エリオット達たちはグラナイトウルフにまたがり市街地を駆け抜ける。

　平原側の市壁付近はひどい有あり様さまだった。

　家屋や公園などは軒並み破壊され、木々もへし折られている。市場があったであろう露店などは燃え盛り、商品や棚などが炭と化していた。

「エリオ、あそこ！」

　背中にしがみ付いていたアーシェが指差す。

　そこには数万はあろうかというゴーレム兵と戦うローエンブルク兵の姿があった。火竜やオーガなどの召喚獣とともに市街地への敵の侵入を防いでいるが、十倍近い戦力差に押し潰されそうになっている。

「ディラン、先に行け！」

「承知した！」

　威勢よく応え、ディランはサムズアップを決める。

「ラキア、降りられるか？」

「大丈夫よ！」

「じゃあ行くぞ、創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　詠唱と同時に、ラキアがグラナイトウルフの背を蹴った。その直後、岩の獣が水晶騎士に創り換えられ、走る勢いのまま敵陣へ突撃。

　その脇を抜け、ディランの宝剣がゴーレム兵を薙なぎ払はらってゆく。

「どけい、土人形ども！　この私が貴様らごときに止められると思うな！」

　グラナイトウルフを駆り、背中のレジィナを守りながら、ディランは中央広場を目指して弾丸のごとく突っ切る。

「さすがに数が多すぎるな。まずは市壁に空いた穴を塞ごう。アーシェ、結構距離があるけどいけるか？」

「余裕だよ！　付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・魔法壁マジツクシールド〉！」

　短剣を向けた先、遠く崩落した市壁に半透明の壁が生み出される。三重展開された防御魔法は強固で、おびただしい数のゴーレム兵に殴られてなおビクともしない。

　だが市街地には既に千を超えるゴーレム兵が侵入している。その戦力だけで、この場にいるローエンブルク兵をたやすく壊滅させられそうだ。

「幻惑魔法イリユージヨン〈幻声フアントムボイス〉！」

　ラキアが左手に魔法陣を投影させる。使役者の声を偽装し命令を上書きする魔法が発動したが、しかしゴーレム兵には何ら変化が見られない。

「幻術対策されてるわ！」

「こんな短期間にこの数のゴーレムで対策されたの？」

「たぶん合言葉とかを使ってるんだろう。原始的な方法だが効果的だ」

「面倒くさいわね！」

　そう言って右みぎ股ももの錬れん金きん銃じゆうを抜き、炎の魔弾を放つ。その爆風を受けて数体のゴーレム兵が焼け焦げ、四散する。

「結構やるじゃないか」

「オーレリア最新式アルカナモデルの錬れん金きん銃じゆうよ。弾丸は使用者の魔力のみ！　結構高かったんだからね」

「そ、そうか。よくわからないが……ならここは任せてもいいか？」

「ちょっと!?　あたしこういう白兵戦とか向いてないんだけど！」

「少しだけだ、クォーツナイトも付ける。俺おれ達たちはローエンブルク兵を避難させてくる」

「わかったわよ、行くなら早くしなさいよね！」

　錬れん金きん銃じゆうを乱射し、ゴーレム兵を吹き飛ばしていくラキア。

「もうっ、数が多いったら……っ」

　奮戦する彼女を尻目に、エリオットはグラナイトウルフに乗ったまま、大通りで陣を構えるローエンブルク兵の下に駆け寄る。

　彼らの装よそおいはボロボロだった。剣も槍やりも刃こぼれし、鎧よろいは血と汗と泥に塗れている。

「あんたら大丈夫か？」

「援軍か!?　ありがたい！」

　おそらく部隊のリーダーだろう。傷だらけの鎧よろいを着た筋骨隆々な騎士が応じてくれる。

「私は第七魔ま導どう騎士団の団長だ。貴君らの所属は？」

「シルジア公国の魔術師だ」

「シルジア!?」

　一転、警戒するように後ずさる。だがエリオット達たちがゴーレム兵を押し留とどめる様子を見ていたのだろう。団長は剣を向ける事もなく、背後の兵士達たちとともにただ困惑している。

「なぜシルジアの魔術師がここに……？」

「ガルシア＝オークス将軍と一緒に来たんだ。地下道を通ってな」

「ガルシア殿と？　そうか。昨晩賊にさらわれたと聞いたが、シルジアの手の者だったか……」

「今は細かい事を話している場合じゃない。大国が同時に襲撃していて、俺おれ達たちはローエンブルクの人ひと達たちを助けに来た。それが事実だ」

「……わかった。いずれにせよ我々だけでは守り切れない。だがどうする？　相手は大国たるジルタリア帝国とデルムント魔ま導どう国。神獣を使われたらどうしようも──」

　その時、各所にそびえる五つのストーンサークルが淡い光を帯びた。魔法陣が起動し、市街地上空に魔力の光が集まってゆく。

「これは……竜の聖女様か!?」

　兵士達たちの視線が中央広場へ向けられる。

　レジィナが暴竜召喚の儀式を始めた事で、騎士団長は希望に満ちた笑みを浮かべた。周りの兵士達たちも喝采を浴びせ、見る間に士気が向上してゆく。

　だが同時に、市壁の一角へ影がさした。

　街を見下ろすほどの巨体を持ち、魔法陣が刻まれた巨腕を生やす。ジルタリア帝国が誇る神獣であり、大量の魔法銀により建造されたゴーレム。

　人造巨人ペルグランデだ。

「……噂うわさをすれば影ってやつだな」

　青銀の巨人を遠目に、エリオットはつぶやく。

　そんな中、ペルグランデの巨腕が振り下ろされた。魔法耐性を持つその拳により魔法の障壁が一撃で消し飛ばされ、アーシェは目を剝むいて驚いていた。

「三重展開した魔法壁マジックシールドを一撃で……？」

「破壊したというよりは打ち消したんだろう。バカでかい魔法銀製ゴーレムだからこそ為なせる技だな」

　話していると、崩された市壁から土塊のゴーレム兵達たちが侵入する様子が見えた。その数は一行に途切れず、やがて荒れ狂う津波のごとく押し寄せてくる。

「皆のもの、竜の聖女様をお守りしろ！」

　団長が威勢よく声を張り上げる。

　それを受けてローエンブルクの魔ま導どう騎士団が火竜やオーガを召喚した。炎のブレスがゴーレム兵を焼き焦がし、オーガの拳が敵を蹴散らす。

　だが後続のゴーレム兵は無尽蔵とも言えるほど市壁の隙間から湧き出しており、圧倒的物量と神獣の力に為なす術すべなく蹂じゆう躙りんされてゆく。

「ここは危険だ！　広場まで下がれ！」

　エリオットの声で、ラキアとクォーツナイトが後退する。

　広場の中心ではレジィナが立っていた。

　神に祈りを捧ささげるように手を胸の前で組み、静かに目を伏せている。足元では石畳に刻まれた魔法陣が輝きを増し、光の粒子を噴き上げる。

　その付近では、ディランが宝剣を抜いて半獣の少女を守っている。

「儀式はまだなの？」

「わからん。儀式中はレジィナも話す事が出来ないらしい。そこまで時間は掛からないとは言っていたが……」

　その時、天空に黒雲が渦巻いた。

　雷鳴を轟とどろかせ、不自然なほど分厚い雲が空を覆い尽くす。超感覚の腕輪パラフ・リングが淡く光る様子を目にし、エリオットは瞠どう目もくする。

「これは魔法か……？」

「皆伏せて！　付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・魔法壁マジツクシールド〉！」

　アーシェが魔法を展開したその瞬間、天が堕おちた。

　ペルグランデを中心に光の柱が迸ほとばしり、凄すさまじい輝きが視界を染める。

　青銀の巨体が雷光を弾き、陽炎かげろうのように大気を揺るがす。城壁も家屋もゴーレム兵も、焼け焦げ、あるいは燃え盛り、灰と化して散る。その余波だけで三重展開された魔法壁マジツクシールドが次々と砕けていった。

　魔法を放ったのは山脈側の市壁前にいる存在だ。

　光が実体化したとしか思えない純白の体を持ち、目も口もない頭部が胴体から伸びる。巨大な翼を生やすそれは、鳳ほう凰おうのような形をしていた。

「精霊王ケレブルム……」

　ディランがつぶやく。

「あの白い鳥みたいなのがデルムント魔ま導どう国の神獣なの？」

「ああ。私も伝え聞いただけで、この目で見るのは初めてだが……。しかし何という魔法だ、天候をも操るとは」

「よく対応出来たな、アーシェ」

「授業で習った魔法だったからね。実際に見たのは初めてだけど、映像で見せられたよ」

「……一応聞くが、未来ならあれも大した事がない魔法だったりするのか？」

　ディランの問いに、ラキアが顔を引きつらせる。

「そんなわけないでしょ……未来でも大魔法の類よ」

「そうだね。あれ、元素魔法の〈裁きの天雷フオールンストライク〉だよ。人間には使えない高位の魔法の一つに数えられてる」

　アーシェやラキアの言う通り、ケレブルムが放った魔法はとんでもない威力だった。千年後なら同等の魔法も存在するが、いずれにせよ国家レベルで運用される戦略級魔法である事に違いはない。

「ではそれを食らってピンピンしているペルグランデは何なのだ……？」

「あれは魔法耐性の塊だ。さすがに無傷ではないはずだが、防御力は未知数だな……。大量の魔法銀を使った巨大ゴーレムなんて、技術はあっても高価過ぎて未来でも造れないぞ」

「あんな化け物が千年も前にいたなんてね……」

「見て！」

　アーシェがレジィナの立つ広場中央を指差す。

　そこでは魔法陣の中心へ光の粒子が寄り集まり、渦を巻いていた。膨大な魔素の嵐はやがて濃密さを増してゆき、闇の中から一頭の黒竜がずるりと這はい出だしてくる。

　漆黒の鱗うろこに覆われた巨きよ軀くが大地を揺らす。その額には赤い宝石を有し、魔力を帯びた吐息が牙の生えた口から漏れ出ている。魔法銀の鎖で拘束された神なる獣。




　暴竜カリブンクルスがそこにいた。




「皆さんお待たせしました！」

　暴竜の背に乗るレジィナが叫ぶ。首元できらめく赤い宝石は、脈動するように魔力の光を発している。

「良いいタイミングだ。これで役者がそろったな」

「神獣三体の睨にらみ合あい……まさに魔ま導どう大戦って構図ね」

　ラキアの言葉通り、神獣同士は互いに威嚇、牽けん制せいし合っている。一触即発の事態にもかかわらず、誰も先手を打とうとしない。

「なんで攻撃しないのかしら？」

「出来ないのだ。先手を打った側が負ける可能性が高いからな……」

　騎士団長の言葉にエリオットが首を捻ひねる。

「どういう事だ？」

「神獣同士はな、三さん竦すくみの関係なのだ。暴竜カリブンクルスのブレスは、ペルグランデの防御を突破する破壊力を持つらしい。だがそうすると、暴竜はケレブルムに焼き殺される。さしものブレスも、ケレブルムの魔法で防がれてしまうのだそうだ。同じ事が他の神獣にも当てはまる」
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「なるほど……カリブンクルスは最強のブレス、ペルグランデは魔法耐性、ケレブルムは大魔法か」

「どうするのよ？　神獣同士はこのまま睨にらみ合あっててもいいけど、敵のゴーレムと精霊は暴れ放題よ？」

「俺おれ達たちが何とかするしかない。数は多いが、神獣以外ならローエンブルク軍だって対処出来る」

「エリオ、あれ！」

　話していた時、瓦が礫れきの間から小さな影が歩み出た。

　煤すすだらけの顔に小柄な体。ところどころ破けた衣服を身に着け、ふらふらと危なっかしく揺れる女の子だ。

「子供!?　なんでこんな最前線に……!?」

「助けなきゃ！」

　アーシェがグラナイトウルフを駆り、向かったその時──

　突如大きな影が飛び掛かった。

「グラナイトウルフ！　アーシェを守れ！」

「!?」

　とっさにグラナイトウルフが体を捻ひねり、アーシェを振り落とす。直後、岩石の胴体が欠片かけらとなって舞い散った。

「大丈夫か、アーシェ!?」

「な、なんとか……」

「すぐ助ける！」

　間髪入れずエリオットとクォーツナイトが間に入り、タワーシールドで守りながらアーシェと子供を抱える。

　そして、改めて眼前の敵を睨にらみ付つけた。

　そこにいたのは一つ目を赤く光らせ、青銀の装甲に街の炎を映し出すゴーレム兵である。その背後から、ぞろぞろと敵と思おぼしき者達たちが姿を見せる。

「こんなところでお会い出来るとは驚きです」

　言ったのはボサボサ髪に赤いローブを着た男だ。

　左目にモノクルを掛け、仄ほの暗ぐらい瞳で警戒するようにエリオットを見つめる。そばには配下であろう錬金術師達たちや土塊のゴーレム兵、そして昨日見たものと同型の魔法銀製ゴーレム兵一体を従えている。

「ジルタリア帝国の錬金術師……たしかユーグ＝アルマンだったか？」

「あなたのような高度な魔法技術を持つ魔術師に覚えていただけたとは、光栄ですね。まさかローエンブルクの人間だったとは」

「いや、俺おれ達たちはシルジア公国の魔術師だ」

「ほう……？　ではなぜこの地で戦っているのです？　シルジアとローエンブルクの関係は険悪だと伺っていましたが」

「住民の避難を手伝ってるだけだ。この国を守ろうとしてるわけじゃない」

　納得したようにうなずくアルマン。

「なるほど、ならば話は早い。この場は手出ししないでくれませんか？　そうすれば悪いようにはなりませんよ」

「何……？」

　アルマンはモノクルの位置を人差し指で整え、エリオットを睨にらむ。

「いいですか。私が建造したペルグランデは、過去数度の戦歴から、カリブンクルスのブレスを防げない事が周知の事実となっています。ですがローエンブルクがジルタリアの軍門に下れば、デルムント魔ま導どう国の神獣などたやすく捻ひねり潰せるのですよ」

「ケレブルムを倒した後、ローエンブルクの住民はどうなる？」

「最終的に決定するのは皇帝陛下ですが、おそらく難民としてジルタリアへ取り込まれる事になるでしょう。心配いりません。万一虐殺などが行われるようでしたら止めさせますよ。私は人類の未来を考えて行動しているのですから」

　エリオットは周囲の街並みへ視線を這はわせ、眉をひそめる。

　燃え盛り、崩れる家々の下では、兵士だけでなく一般市民と思おぼしき質素な服装の亡なき骸がらも転がっている。先の幼い女の子もあわや彼ら遺体の仲間入りをするところだった。

「白々しい物言いだな。これだけ無抵抗の人間を殺しまくった奴やつが人類の未来を語るのか」

「何をどうしたところで多少の犠牲は発生します。ならばせめて大義ある犠牲にした方がマシというものでしょう」

「ほざけ！　人形遣い風ふ情ぜいが！」

　激高した騎士団長が剣を向ける。それを合図に、魔ま導どう騎士団の兵士達たちが一斉に動いた。

　下位精霊の宿った剣を振りかざし、オーガや火竜をけしかける。それを錬金術師達たちが率いる土塊のゴーレム兵が迎え討つ。

　だがどういうわけか、アルマンは青銀のゴーレム兵を下がらせた。

「敵は油断しているぞ！　総員かかれ！」

　魔法の刃やいばが飛び、火竜がブレスを放つ。アルマンはそれらを真正面から浴びるが、しかしそよ風でも受けているかのように平然と立っている。

「ローエンブルクの方々には、どうも私が人形遊びしか取り柄のない者だと思われているようですね……実に心外です」

　ぼそりとつぶやき、小さく詠唱する。

　次の瞬間、アルマンの両腕に魔法陣が展開された。敷しき石いしが分解され、彼の背中に定着してゆく。

　生成されたのは、翼のように生えた岩石の巨腕だ。

　粗雑な構造ながらその一撃は強烈で、人を倍する巨きよ軀くを誇るオーガの頭部をたやすく砕き、火竜を一方的にねじ伏せるほど。拳には魔法銀がコーティングされているらしく、実体を持たない精霊でさえも殴り飛ばしていた。

「ねぇ、あれって創換術じゃないの!?」

　ラキアが瞠どう目もくする。

「そんなはずないよ！　だって創換術はエリオの……っ」

　アーシェの言う通りのはずだ。エリオットが千年後の未来で開発した創換術が、この時代を生きる人間に使えるわけがない。

（まただ……。また創換術らしき魔法技術。だが魔ま導どう核かくが見当たらない。どうなってる？）

「停戦するメリットはおわかりいただけたでしょうか？」

　のたうち回る火竜を放り投げ、血で汚れたモノクルを布で拭くアルマン。まるで世間話でもしているような態度に、周囲の皆は困惑しているようだった。

「エリオット君、どうするの？　戦う？」

　ラキアが小声で迷うように尋たずねる。

「……いや、神獣の三さん竦すくみが崩れると戦禍は拡大する。元々、俺おれ達たちは住民を助けに来たんだ。戦わずに済むならそれに越した事はない」

　魔ま導どう大戦の勃発は歴史的事実だが、神獣が滅ぼされるのは魔神が表沙汰になってからである。何がどう転ぶかわからない以上、この場で倒すのはあらゆる意味で危険過ぎる。

「魔術師殿、どうするつもりだ……？」

　騎士団長も不安気に言う。一戦交えた事で彼らの手に負えない相手だと理解したのだろう。

「いざとなったら方法はある。アーシェの大魔法と、ラキアの幻術でな」

　エリオットは作戦を伝え、前に出る。

「アルマン。俺はローエンブルクの人間じゃないが、話くらいは聞こう。あんたの提示する停戦の条件はなんだ？」

「竜印の鎖の破壊です。それが成されればカリブンクルスは使役出来ず、我がペルグランデを倒せるものはいなくなりますから」

「ふざけるな！」

　叫んだのはディランだ。宝剣を前に突き出し、アルマンを鋭く睨にらみ付つけている。

「あの首輪を壊せばレジィナは死ぬと聞いた！　そのような条件、断じて容認出来ん！」

　対するアルマンは思い出したように口元を歪ゆがめて笑う。

「ああ、もう一つ脅威がありましたね。その宝剣はあらゆる魔ま導どう機械を封印する力があるそうで。ちょうどいい、それの破壊も降伏の条件に入れましょう」

「貴様……っ」

「落ち着けディラン。魔力塔が停止したのはジルタリアの仕業だ。たぶん、あいつは宝剣が使えないとわかって言ってる」

　アルマンから目を離さず、エリオットはディランの肩に手を置く。

「悪いがその条件は受け入れられない。俺おれ達たちはレジィナさん──竜の聖女を死なせるわけにはいかないし、宝剣は俺おれ達たちにとって絶対に必要なものなんだ。首輪や宝剣を破壊せずに停戦する道はないか？」

「あり得ません。カリブンクルスを放置してケレブルムを滅ぼせば、竜の聖女一人の意志でペルグランデを破壊する事が出来るのですよ。宝剣パルクラヴィスも同様です。少なくとも、竜印の鎖の破壊は絶対に譲れない条件です」

「だったら交渉決裂だ。俺おれ達たちは俺おれ達たちのやり方でこの状況を解決する」

「……そうですか。これだけ言ってもご理解いただけないならば仕方がない」

　アルマンはつまらなさそうに鼻白んだ。

「私は『無知は罪』を信条としております。無知は人を愚かにし、破滅へ導く。教えてダメならば狩るほかありません。アルトゥム、前方の人間達たちを敵対者として登録、排除せよ！」

　青銀のゴーレム兵の一つ目が敵意の灯火を宿した。拳を振りかざし、迫り来る。

　クォーツナイトが庇かばうように前に出たが、敵の攻撃で左腕が殴り飛ばされ、破片となって散った。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」

　詠唱とともにエリオットの手に魔法陣が展開され、壊れたクォーツナイトの魔ま導どう核かくが光を放った。魔力の輝きが制御権限を奪わんと青銀のゴーレム兵にまとわり付く。

　だが青銀のゴーレム兵は動きを止めるどころか、更に拳打を繰り返した。水晶が飛散し、クォーツナイトがバラバラに砕かれていく。

「セキュリティ対策済みか」

「同じ手が何度も使えるとは思わない事です！　アルトゥム、私を援護せよ！」

「！」

　青銀のゴーレム兵とアルマン、合計四本の巨腕がエリオットに迫る。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉〈鉱石の剣ソードアゲート〉」

　思考速度が倍化する魔法と鉱石剣を発動。高速で繰り出される攻撃をかわし、踊るようにして敵の懐ふところへ刺突を繰り返す。周囲の石畳はたちまち砕け、土煙が舞う。

　ガウンに施された防御魔法が削られ、魔力の光が散る。だがこちらの攻撃は効いているようには見えない。そんな時──

「付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・付与消去デイスエンチヤント〉！」

　横合いから放たれた魔法が青銀のゴーレム兵の装甲を砕いた。小さいながらも亀裂が走り、魔法銀が砂となって零こぼれ落おちる。

「エリオ、援護するよ！」

　アーシェだ。グラナイトウルフにまたがり、背中に女の子をしがみつかせている。

　だが振り落とされないよう速度を抑えているため、敵の攻撃を避けるのもギリギリのようだ。

「助かるけど、子供がいるんだ！　安全なところへ連れて行ってやれないか!?」

「この状況で安全なところなんてないよ！　周りを見て！」

　言われてエリオットは周囲へ目を向ける。土塊のゴーレム兵が広場を取り囲み、ラキアや魔ま導どう騎き士し団と激しく刃やいばを交えていた。聖王城へ連れて行くにしても、まず包囲網を突破しないといけない。

「……無理するなよ！」

「うん！」

　アーシェが青銀のゴーレム兵を翻弄している間、エリオットはアルマンと向かい合う。

「獣人の彼女もなかなか手て練だれですが、子供が邪魔のようですね。これは連れてきて正解でしょうか」

「お前がこんな最前線にあの子を……？　下げ衆すだな」

「おっと、誤解しないでください。あの子供は偶然近くにいたところを拾っただけです。そんな事より自分の身を心配した方がいいですよ。それともまさかあなた一人で私を倒せるおつもりですか？」

「さて、どうかな」

　敵の豪腕をギリギリのところで回避し、冷や汗が溢あふれる。

　実際のところ、エリオットには魔法銀製の武具に対抗する知識はあっても、準備がない。その上手持ちの魔ま導どう核かくは二つだけ。魔法銀のローブで身を固め、未知の魔法技術を駆使するアルマンを相手にするのはなかなかに厳しい。

「逃げ回ってばかりでは何も解決しませんよ」

「そうでもないさ、時間稼ぎなら出来る」

「愚かな……時間など稼いで何になると言うのですか」

「知らないのか？　時間ってのは俺おれ達たちが持つ中で最高のリソースなんだぞ」

　岩石の拳を避けながら、エリオットはポケットに入れた魔導端末グリモアへ向けてつぶやく。

「アドアステラ、今からお前の魔ま導どう核かくを使う。準備してくれ」

《マスターが私の魔ま導どう核かくを使用するには距離が離れすぎています。現在利用可能なのは、交信系魔法による情報のやり取りだけです》

「それでいい。使うのはお前のデータだけだ」

《イエス、マスター。準備を開始します》

「誰と話しているのです？」

「もう一人の竜の聖女様だよ」

「もう一人……？」

　怪け訝げんに眉を寄せるアルマン。

　エリオットは〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉の魔法を解除し、鉱石剣を手に距離を取った。

「戦争は終わりだ。停戦の条件なんざ飲まなくても、お前らが退散すれば解決する」

「神獣二体を相手に、あなたは勝てると？」

「まさにそう言ってるんだよ」

　エリオットは青く光る魔ま導どう核かくを手に、不敵な笑みを浮かべる。

「アルマン。お前は竜の聖女がいなくなればカリブンクルスを召喚出来ないと言ったが、本当にそう思うか？」

「何が言いたいのですか」

「この世界にはお前の知らない魔法技術がいくつもあるって事だ」

　エリオットは魔ま導どう核かくを空高く放り投げ──




「創換魔法アセンブル〈柘榴石の暴竜カーバンクル〉！」




　その瞬間、魔ま導どう核かくが宙で固定された。地面がえぐり取られ、土砂が舞い、凄すさまじい勢いで窪くぼ地ちが作られてゆく。

　その光景を前にして、アルマンの目が驚きよう愕がくに見開かれた。

　生み出されたのは巨大な竜だ。

　背後に佇たたずむ暴竜カリブンクルスと同じ大きさ、同じ形。けれど体表は鱗うろこではなく赤黒い鉱物に覆われ、その瞳も宝石のきらめきを宿している。

　アドアステラに使用した魔ま導どう核かくは、竜印の鎖の宝石と同一の存在だった。おそらく歴史のどこかで解体され、ソブルムの書の記憶媒体として再利用されたのだろう。

　暴竜カリブンクルスは、後の世でも大暴れした記録があるいわく付きの魔獣だ。暴走や悪用を防ぐためなど、解体される理由はいくらでも思い付く。

　だが千年後においても、宝石は暴竜との繫つながりが保たれていた。エリオットはその構造データのみを利用し、竜型オートマギアとして現界させたのだ。

「暴竜が二体……？」

「そうだ。何ならもっと増やす事だって出来るぞ。ラキア！」

「任せなさい！」

　エリオットに応え、ラキアが左手中指の指輪を輝かせる。

　直後、視界に光の粒子が広がった。ストーンサークルが強く輝き、足元に巨大な魔法陣が展開される。

　それは先ほど、暴竜召喚の儀式でも見た光景だった。まるで再現映像を見るように、そっくり同じ流れで新たな暴竜が姿を現す。

「暴竜の複数召喚……ですか。確かにこれは我々にとって大変な脅威です。しかしいくら数をそろえたところで状況は変わりませんよ」

　アルマンが遠く市壁の向こうに佇たたずむ神獣を見据える。

　輝く鳳ほう凰おうのような神獣からもこちらの状況は見えているのだろう。三体もの暴竜の出現という混乱のさなか、大魔法により生み出された黒雲が天に渦巻く。

「暴竜カリブンクルスでは、かの精霊王ケレブルムを倒せません。何発ブレスを放とうと、魔法の障壁で防がれてしまうのです。これは過去の戦歴により裏打ちされた事実ですよ」

「確かにカリブンクルスでは無理かもしれないね」

　アーシェが一歩前に踏み出した。耳を伸ばし、毛を逆立てている。

「だけど、私なら対抗出来るよ」

「獣人のあなたに何が出来ると言うのです？」

「獣人というのはね、どちらかというと精霊に近い存在なの。幻想種ともなれば、純粋な魔力量では高位の精霊とほぼ同格。だから後は魔法技術の勝負になる。ソブルム魔ま導どう学院の生み出した最先端の防御魔法、見せてあげる！」

　ケレブルムを真正面から睨にらみ、赤い鉱石の刃を持つ短剣を構えた。魔力のオーラが体から漏れ、陽炎かげろうのごとく空気を揺らす。

「付与魔法エンチヤント〈異界の障壁アストラルシエルター〉！」

　アーシェが魔法を放つと、蜂の巣状の模様が上空に展開。と同時に、ケレブルムも魔法を放ち、天に亀裂が走った。

　黒雲より放たれた眩まばゆい雷光が、異界の法則に従う魔法の障壁にぶつかり、打ち消し合う。大気が魔化して燐りん光こうを散らし、莫ばく大だいなエネルギーが熱波となって空を焼く。

　あらん限りの魔力を注つぎ込こまれた二つの魔法は互いに相そう殺さいし、やがて静寂を取り戻した。その様子を見て精霊王ケレブルムは焦あせったのか、二射目の準備に取り掛かる。

「させないよ！　付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・乱気流タービユランス〉！」

　アーシェは追い打ちをかけるように短剣に暴風をまとわせ、振りかぶった。

　三重展開された魔法の風は音速を超えて真空さえも生み出し、大量の瓦が礫れきを巻き上げながら直進する。ケレブルムも防御魔法を展開したが、魔法は防げても物理攻撃までは弾はじけなかったのだろう。流星のように降り注ぐ瓦が礫れきの一部が片翼を貫き、耳みみ障ざわりな悲鳴をローエンブルクの大地に轟とどろかせた。

　魔ま導どう騎き士し団の面々や、遠目に見える聖王城の人々、果ては空を舞うデルムントの精霊達たちまでもが皆固まっている。誰も彼もがその光景に見入っていた。

　アーシェは「ふうっ」と息を吐き、疲れた様子で額の汗を拭う。

「倒しちゃダメって制限がなければ、神獣とも戦えるものだね。さすがにこんな広範囲魔法を多重付与したのは初めてだけど」

　それを聞いてか、アルマンは数呼吸ほど目を伏せ、口を開いた。

「……なるほど。神獣の三さん竦すくみなど、端はなから問題ではなかったと。いいでしょう、この場は撤退するほかないようです」

「そうか」

「捕まえないのですか？　あなた方ほどの力があれば、それもたやすいでしょう」

「いいや。俺おれ達たちは人助けをしに来たのであって、戦争をしに来たんじゃない。お前らが消えてくれれば住民の避難も捗はかどるってもんだ」

「なるほど、理解しました」

　アルマンは踵きびすを返かえし、けれど迷うようにして一度振り向く。

「……念ねんの為ため、一つお聞きしたい。あなたの名前は何と言うのです？」

「俺はエリオットだ。エリオット＝ハンクス」

「……」

　エリオットの名を聞いて、何を思ったのか。

　アルマンは空恐ろしいほどの無表情を浮かべていた。







　敵が去った後、エリオットは安あん堵どの息を吐いた。

　横に立つアーシェも表情を崩して笑う。

「それにしてもよくやったよね、エリオ。こんなでっかい竜まで創ってさ」

「まったくだ。肝が冷えたぞ」

　そんな話をしていると、ディランがレジィナを連れて駆け寄ってきた。

「エリオット殿、なぜ奴やつらを見逃したのだ？　せめてアルマンだけでも捕虜にすべきだったと思うのだが……」

「出来なかったんだよ。今あいつを捕まえるのはリスクが高すぎる」

「なぜだ？　こちらは暴竜三体に、アーシェ殿の大魔法があった。戦力差は大きく開いていたではないか」

「開いてない。アーシェの魔法以外はハッタリだ」

　眼前にそびえ立つ鉱物の竜を仰ぎ、エリオットは告げる。

「こいつはただ図ずう体たいがでかいだけのオートマギアだからな。カリブンクルスを模して創換したが、ブレスも撃てないハリボテだよ」

「ハリボテ……？」

「そう、ハリボテだ。体がでかい分、足や尻尾を振り回せばそこそこ戦えるだろうが、神獣を相手にするほどの力はない」

「では、もう一体は……？」

「ラキアは幻術師だぞ。あれも幻影だよ」

　エリオットの説明に、ラキアが得意げに胸をそらした。

「でもラキア様は儀式の手順を踏んでいたように見えましたけど……」

「レジィナさんがやった暴竜召喚の儀式をそのまま幻術で再現しただけだろう」

「正解。そもそも人間のあたしには、道具もなしにカリブンクルスの召喚とか無理だしねー。儀式から再現した方が、本当に召喚したっぽく見えるでしょ」

　種明かしをされ、遅まきながら状況を理解したようだ。ディランは疲れたように眉間を揉もみ、ジィナも口元をヒクつかせる。

「よくまぁ、そんな方法で神獣二体を相手に大きく出られたものですね……」

「ハッタリってのは大きく出る事で成功率を上げるもんだ。それに上手うまく行ったろ？」

　そう言ってエリオットが笑うと、ディランやレジィナもつられたように笑みを浮かべていた。







　その後エリオット達たちはフラミリスと合流し、難民とともに地下道を通ってベルメスタ城塞へ戻った。

　道中で保護した女の子をローエンブルク兵に引き渡した後、避難者のごった返す礼拝堂を出てエリオットは城内を一人歩く。

　もう外は真っ暗だが、遠目に見える瓦が礫れきの街には今なお黒煙が立ち上り、空を赤く染めている。勝利の余韻などはもはや消きえ失うせ、鬱屈した気分を鎮しずめるためにすすり泣く声が聞こえない場所を探す。

　そんな中、ふとテラスにアーシェの姿を見つけた。肩に銀毛の猫を乗せ、ひっそりと月夜の光を浴びている。

「……エリオも来たんだ」

「ああ。避難者の治療はどうだ？」

「もう一通り済んだよ。そっちは？」

「アドアステラとグラナイトウルフが今も生存者を探してる。ローエンブルク兵も交代で救助活動をしてるみたいだが……新しく見つかったって報告はしばらく聞いてない」

「そっか……」

　落ち込んだ様子でアーシェは顔を伏せる。

　市壁が崩壊し、ゴーレム兵や精霊達たちに蹂じゆう躙りんされ尽くしたローエンブルク聖王国。

　そこにはもはや大国の面影はなかった。夜闇に浮かぶ暴竜のシルエットが、まるで墓標のようにそびえている。暴竜カリブンクルスは聖王国民の希望の象徴であり、帰還させない方が皆安心するとオークス将軍が提案したのだ。

　そんな光景を虚うつろな目で見ながら、アーシェは石の手すりに身を預けた。

「人がいっぱい死んだね……」

「そうだな」

「私わたし達たち、正しい事をしたのかな？」

「何がだ？」

「私わたし達たちが魔ま導どう大戦に介入した事で、もしかしたら生きられた人が死んじゃったかもしれない。生きるべき人が死んだ事で、本来の歴史で生まれたはずの人が消えちゃったかもしれない。それでも、介入した事は正しかったのかな？」

「……さぁな」

　エリオットは雲で霞かすむ月を見上げる。

「魔術師様、こちらにいらしたのですね」

　不意に背後から声を掛けられ、振り向く。そこには見覚えのある女性が立っていた。

　ローエンブルク聖王城前で子供を助けてくれと懇願してきたあの女性である。

　すぐそばには腰丈にも満たない小さな子供がいる。女性の服を必死につかみ、煤すすで汚れた顔をこちらへ向けていた。

　最前線で助けた女の子だ。

「その子は……」

「娘です。先ほどそちらの……獣人の魔術師様に助けていただいたそうで。本当に……本当にありがとうございます！」

「あ、いえ……私は別に」

　手を握られ、アーシェはもじもじと両足を擦こすり付つける。

　女性はエリオットの方にも頭を下げた。

「あなた様もこの子の友達を大勢助けてくださったとお聞きしました。なんとお礼を言えばいいか……」

「俺は大して何もしてない。感謝ならアドアステラに言ってくれ」

　エリオットは女性に魔導端末グリモアの画面を見せる。そこに映し出されているのは、足元まで届くほど長い銀髪の少女だ。

　そのアドアステラはというと、無感情な瞳を瞬まばたかせていた。

《マスター、私はあなたが使役するオートマギアです。私の成果は、すべてマスターであるあなたのものです》

「違う。俺は人間に匹敵するくらいの知性をお前に与えた。お前の成果はお前のものだよ」

《よくわかりません》

　そんな言い合いを見て女性は不思議そうに目を瞬まばたかせ、もう一度頭を下げてテラスを後にする。その背を目で追っていると、不意に女の子が戻って来た。

「魔術師のお兄ちゃん、お姉ちゃん、ありがと」

「あ、ああ……」

「ばいばい！」

　舌足らずな声で言い、大手を振って走り去る。

　それを見て、エリオットは思わず笑みを零こぼした。アーシェもつられたように頰を緩ませる。

「やっと笑ったな」

「う……笑ってないもん」

　照れたようにそっぽを向くアーシェ。尻尾でココをがんじがらめにしているのは果たしてわざとなのだろうか。

「さっきの話の続きだが、本来の歴史で誰が死に、誰が助かったかなんて、もう誰にもわからない。ただ、これだけはわかる。俺おれ達たちに出来るのは、自分の信じる道を進む事だけだ」

「そうだね」

「少しは気が晴れたか？」

「うん！」

　にっこりと笑うアーシェ。笑い方がさっきの女の子とそっくりだ。

　エリオットとは同い年だが、彼女は獣人としては幼児も同然である。時折見せる子供っぽさは昔から全く変わらない。

　何となくポーチから青い鉱石を取り出し、手のひらで一つ転がす。

　アーシェは本来死ぬはずだったエリオットを助けた。その結果人類に危機が訪れてしまったが、彼女はそれをも何とかすると約束してくれた。ならばエリオットもそれに報いねばならない。

（アーシェを無事、元の未来へ送り届ける。そのためなら俺は何だってやってやる……）

　決意新たに、魔ま導どう核かくを握り締める。

　そんな時、足早に歩み寄って来る男の姿が目に入った。

　ガルシア＝オークス将軍だ。眉を寄せて一層強面こわもてを作り、ただならぬ気配を漂わせている。

「……魔術師殿、少し良いいだろうか？」

「どうした？」

「少し気になる情報が入った。急ぎ故に信しん憑ぴよう性がどれほどのものかは不明なのだが……」

「構わない。教えてくれ」

　オークス将軍はうなずき、緊張した様子で告げた。

「ジルタリア帝国が滅んだらしい」








第四章　魔神









　地平線から朝日が昇った頃、ベルメスタ城塞のテラスから鈍にび色いろの蜂が飛んだ。

　空を滑るように移動するワスプの視界がエリオットの持つ魔導端末グリモアに映し出され、皆がそれを覗のぞき込こむ。

　ジルタリア帝国の街並みは非常に整っていた。

　ほぼ真円の市壁の中で放射状に通りが敷かれ、その間に継ぎ目のない石造りの家屋が立ち並んでいる。錬金術で栄えたというだけあり、この時代にしては建築技術はかなりのものだ。

　だがその中央にあるべき城は、どういうわけか崩れた積み木のように半壊していた。

「確かに情報通りのようだな」

「じゃあジルタリア帝国が滅んだというのは事実なの？」

　アーシェの問いに、フラミリスが眉を下げる。

「……どうでしょう。皇帝が死亡したという情報もありましたし、可能性はあります」

「だが街は残ってるみたいだぞ。跡継ぎが生きてれば滅んだとは言えないんじゃないか？」

　レジィナは横に首を振る。

「聖堂教会の司祭様から、ジルタリア皇帝は体質的に子が成せず、跡継ぎがいないという話を聞いた事があります」

「分家とかはないのか？」

「ないですよ。ジルタリア帝国は現在の皇帝が一代で築き上げた国ですから。かの大錬金術師ユーグ＝アルマンを迎えるまでは、『小国の僭せん称しよう皇帝』と周辺国から蔑まれていたようです」

「なるほど……。それなら皇帝の死は国の滅亡だな」

「はい。だから皇帝は不死の秘術を求めているという噂うわさも耳にした事があります」

　不死の秘術を求める権力者など、よく聞く昔話だ。往々にして彼らは死し霊りよう魔術でそれを成そうとし、失敗して大惨事を招くというのがよくあるパターンだが。

　エリオットは街の様子を観察する。これだけの大惨事なら大騒ぎになっているはずだ。実際、崩れた城の周囲にはさながらアリの大群のように忙せわしなく何かが蠢うごめいている。

「ひっ……」

　レジィナやフラミリスが小さく悲鳴を上げて後ずさる。

　人間が四よつん這ばいになったような姿の怪物だ。

　頭部の半分を覆うほど大きな一つ目がしきりに周りを警戒している。生物のような形をしているが、その体は鉱物質のようにも見える。

　その異様さに、エリオットは眉をひそめた。

「なんだあれは……？　新手のゴーレムか？」

「ここからじゃわかりづらいよ。もっと近付けない？」

「やってみよう」

　エリオットが念話で指示を出し、ワスプを下降させる。街に人の気配はない。四つ足の怪物がひしめき合っている。その数は万を優に超えるだろう。

「城に近いほど数が多くなってるな」

「という事は、発生源は城なのかしら……？」

「その可能性は高いな。内部も見てみよう」

　そう言ってワスプを城へ寄せる。すると、付近にいた怪物が一体こちらを向き──

「なっ!?」

　突如画面が目玉で覆い尽くされ、直後暗転した。

　急いで状況を確認しようとするが、ワスプとのつながりは完全に途切れてしまっている。

「何があったの？」

「……ワスプが撃墜された。魔ま導どう核かくも破壊されたみたいだ」

　エリオットが創り出せる中で、ワスプはもっとも脆ぜい弱じやくなオートマギアだ。少ない魔力で長時間空を飛ぶために、可能な限り軽くしているから仕方がないのだが……。

　残りの魔ま導どう核かくは四つしかない。また作り出せるとはいえ、今の状況で手札が減ったのはかなりの痛手だ。

「さっきの怪物は何なの？」

「エリオット殿の言う通り、ゴーレムではないか？」

「でもディラン様、使役する人間が見当たりませんでしたよ」

「では何だというのだ？」

「……魔神」

　アーシェのそんなつぶやきに、皆が振り向いた。

「私わたし達たちの歴史では、魔ま導どう大戦期に突如魔神の軍勢が現れる事になってた。もしかしてさっきのがそうなんじゃない？」

　だがフラミリスは首を横に振る。

「あり得ません。魔神イェルムは封印されたはずです。どこへ逃げようと、解除には宝剣の力が必要です」

「じゃあ未来から送り込まれた新手の魔神って線はどうかしら？」

「いや、それもないな」

「どうしてよ？」

「俺おれ達たちの知る歴史では、ディランが防いだとわかっているからだ。もし魔神の軍勢が未来から送り込まれたのなら、ディランがいない時期、あるいは戦えない時期にずらすだろ」

　ラキアは顔をしかめて口を尖とがらせた。

「確かにそうね……。先代公爵が亡なくなって、フラミーちゃんが眠った後なら、七歳のディラン君しか宝剣を使える人がいなかったはずだし。あたしが魔神ならその時期を狙うわ」

「そういう事だ」

「じゃあさっきのは何なの？」

　フラミリスは胸に手を当てて考え込み、口を開く。

「ジルタリアは錬金術を得意とする国です。鉱物質の体をしていましたし、ゴーレムなのは間違いないでしょう。もしかすると何らかの理由で制御不能になったのでは」

「ゴーレムの暴走か？　あり得ない話じゃないが……」

　ユーグ＝アルマンは数百年先をゆく高度な錬れん金きん技術を持っていた。実力以上のものを扱うならばいざ知らず、単純なゴーレムを暴走させるなどあるだろうか？

「いや……何らかの目的があって意図的に暴走させたという可能性もあるか。いずれにしても脅威には違いない」

「そうだね。放置すればここやシルジア公国まで来るかもしれない。何より、さっきのが史実の魔神だとしたら絶対倒さないといけないよ」

　アーシェの言う通りだ。先のゴーレムらしき怪物が後世で魔神と呼ばれる存在なのはおそらく間違いない。それを倒さずして未来へ戻るわけにはいかないだろう。

「なら、発生源であるジルタリア帝国に行く必要があるな」

「うん。だけど魔力塔はどうする？　再起動しないと宝剣が使えないけど」

「そっちもやらないといけない。起こらないと思いたいが、万が一魔神イェルムが出てきたら宝剣がないと太刀打ち出来ないからな」

「では一旦シルジアへ帰った方が良さそうだな」

「そうだな。ディランとレジィナさんはシルジアへ戻ってくれ。後は俺おれ達たちで何とかする」

「いいえ、わたしも行きます」

　レジィナが不意にそんな事を言い出す。首輪から伸びた青銀の鎖が涼やかな音色を奏かなで、皆が一斉に振り向いた。

「今のわたしは竜の聖女です。この力を使えばゴーレムの群れなど敵ではありません」

「だが、混血の君はブレスを二発しか撃てない。しかも二発目は生命力を削ってだ。下手をしたら死ぬぞ？」

「あのゴーレムの群れがあなた達たちの言う魔神なら、倒さないと世界が滅ぶんでしょう？　であればわたしも行くべきです。暴竜の力は戦争なんかじゃなく、人々のためにこそ使うべきじゃないですか」

　決意を込めた目で告げるレジィナに、誰も返す言葉が浮かばないようだった。

　確かに魔神を相手にするなら、暴竜カリブンクルスはこの上なく頼もしい存在だ。物量に対抗する手札は多いに越した事はない。

「……わかった。だが無理はしないでくれよ」

「ええ、もちろん」

　レジィナはうなずいた。

「そういうわけだ。ディラン、悪いが一人で戻ってくれるか？」

「……私だけでシルジアへか？」

「そうだ。〈追い風テイルウインド〉の魔法を付与したグラナイトウルフなら音速以上で走れる。数時間あれば戻れるさ」

　ディランは渋面を浮かべた。見るからに不服そうだ。

「しかし、暴竜を使うという事はレジィナも戦地へ向かうのだろう？　私は彼女を守ると決めたのだ。離れていてはそれも出来ない……」

「ならば代わりにわたくしが行きます」

　一歩前に出たのはフラミリスだ。

「エリオットさん達たちの知る歴史では、魔神を倒したのはディランとなっているのですよね。であれば彼を後方に控えさせるのは逆に危険ではないかと。それに──」

　フラミリスは柔らかな微笑ほほえみを湛たたえた。

「ディランは強い子です。宝剣パルクラヴィスがなければ何も出来ないわたくしと違い、見事な戦果を上げてくれるはずです。わたくしはそう信じています」

「姉上……」

「ディラン。レジィナさんを守るのは他でもないあなたの役目です。がんばるのですよ」

「任せろ、姉上！」

　拳を握り締め、ディランは自信に満ちた笑みを返す。

「レジィナさんも、くれぐれも無茶はなさらないでください。魔力塔で眠る間に年下になってしまいましたが、義理の姉になれる日を楽しみにしておりますので」

「わ、わたしは別に……っ」

　レジィナは顔を赤く染めてうつむく。照れを隠しているつもりなのだろうが、まんざらでもないようだ。

　そんな彼らの声を耳にしながら、エリオットは幼なじみの獣人少女へ目を向けた。

「アーシェもフラミーと一緒にシルジア公国へ戻ってくれ」

「え、どうして？」

「魔法薬の残量がまずい。この時代に来てから今日で三日目だ。これ以上滞在すると、月霊草ムーンリーフの栽培が成功するとされる七百年後まで届かなくなる」

「だから戻れって……？」

「ああ。魔力塔を再起動したらアドアステラの〈停滞結界ステイシス〉で眠るんだ。後は俺おれ達たちに任せてくれ」

「だけど、私がいないと広範囲攻撃魔法が使えなくなるよ。カリブンクルスだけであの数のゴーレムを倒すつもり？」

「確かに叩たたくにしてもあの数は厳しいわね……。カリブンクルスはブレスの回数に制限があるし、アーシェちゃんの広範囲攻撃魔法がないと倒しきれるかどうか……」

　難しそうな顔でうなるラキア。

　エリオットだってアーシェ抜きで戦うのが危険な事くらいわかっている。単なるゴーレムの群れなどいくらいようと敵ではないが、魔神が絡からんでいる可能性を考慮すると広範囲攻撃魔法は欲しい。

　エリオットは少し考え、一つの案を思い付いた。

「だったら先にデルムント魔ま導どう国へ向かおう。そこで交渉して、ケレブルムを動かしてもらえばいい。神獣が二体もいれば何とかなるだろ」

「やだ」

　プイッと顔を背けるアーシェ。幼い子供みたいな仕草だ。

「わがまま言うな。お前の命に関わる事なんだぞ」

「魔法薬が足りないなら、月霊草ムーンリーフの栽培を早めればいいじゃない。方法はいくらでもあるよ」

「それだと歴史が大きく変わってしまうだろ」

「もうとっくに大きく変わってるよ」

　アーシェは頑として譲らない。彼女とは長い付き合いだが、これほどまで食い下がられた事は今まで数えるほどしかなかったかもしれない。

　エリオットは獣人の少女の肩へ手を乗せ、懇願するように言う。

「頼むよ……。俺はお前に死んで欲しくないんだ。俺にとってアーシェは家族同然の存在なんだから」

「それは私も同じだよ」

　アーシェは怒ったように尻尾を激しく振り、目を細めて睨にらんでくる。

　予想外の反応を前にして、エリオットは思わずたじろいでしまった。

「魔力塔でカリブンクルスと戦った時、私言ったよね。世界もエリオも守ってみせるって」

「……言ってたな」

「エリオは私を噓うそ吐つきにしたいの？」

「そういうわけじゃないが……」

「ならそんな事言うのやめて。大事に思ってくれるのは嬉しいけど、私をもっと信じて欲しい。大丈夫。今日中に眠ればいい。私わたし達たちで全部解決してからね」

　にっこり笑顔を向けられ、反論の言葉が霧散してゆく。

　言いたい事は色々あったはずだが、しかし彼女の言い分も少しわかる気がした。逆の立場なら、エリオットだって意地でも眠ろうとはしないだろう。

「……わかった。だが一緒に行く以上は今日中にだぞ。出来なきゃ先に眠ってもらうからな」

「うん！」

　アーシェは銀毛の猫をフラミリスの肩へ乗せる。

「何かあったら連絡してね。エリオの狼おおかみさんが一緒だし、魔力塔にはアドアステラさんもいるから」

「わかりました。皆さんもお気を付けて」

　彼女の言葉を耳に、エリオット達たちはグラナイトウルフにまたがる。ディランとレジィナもカリブンクルスの背にのぼった。

　草原の中に立つ黒竜は勇ましく、味方にするとこの上なく頼もしく思える。ローエンブルク聖王国の兵士達たちがすがりたくなる気持ちも理解出来る。

「竜を駆る王様って、なんだかおとぎ話みたいだね」

「千年前の世界なんておとぎ話と変わらないさ。それより振り落とされるなよ」

「わかってるよ」

　言ってアーシェも後ろに乗り、エリオットへしがみついてきた。背中に心地よいぬくもりが広がり、気恥ずかしさが込み上げてくる。

「あらあら、おアツいカップル達たちだこと……」

　茶化してきたのはラキアだ。自分だけ一人でグラナイトウルフに乗っている事に不満でもあるのだろうか。

「ディラン達たちはそうだが、俺おれ達たちは義理の兄妹きようだいみたいなものだって言ったろ」

「む……」

　一転、ふくれっ面つらになるアーシェ。不機嫌そうに背中へ爪を立て、光の波紋を起こす。

「こら、やめろ。防御魔法が発動するほど引ひっ搔かくんじゃない」

「知らないもん」

「お前のせいだぞ、ラキア。何とかしてくれ！」

「自じ業ごう自じ得とくじゃないかしら。言葉はちゃんと選びなさいよ～？」

　ラキアはいやらしく笑い、グラナイトウルフを走らせる。

　エリオットはため息を吐き、その後に続くのだった。







　グラナイトウルフと暴竜を駆り、エリオット達たちは大地をひた走る。

　草原を抜けた先は巨大な湖だった。周囲には深い森やマグマ溜だまりがあり、澄んだ水は魔力を豊富に蓄えている。

「でっかい湖だね」

「あれはカイラル湖よ。未来でも精霊の湖なんて呼ばれてるくらい、各種属性の精霊がたくさん生息してる。元素魔術を研究するには最適な土地って言われてるわ」

「ラキアさん詳しいね」

「あたしの故郷と近いのよ。小さい頃パパに遊びに連れて来てもらった事があってね。結構良いいところよ」

　そんな話をしていると、森の向こう側に大きな都市国家が見えた。

　市壁の類はなく、水や炎の防御魔法で覆われた街だ。街中には木々が生い茂り、水路が流れている。

「あれがデルムント魔ま導どう国か？」

「たぶん。神獣もいる。交戦中みたい」

　アーシェの言う通り、精霊王ケレブルムが厚い黒雲を呼び寄せている。今まさに魔法を詠唱中なのだろう。近付くほどに雨脚が勢いを増し、着衣に付与された防御魔法に波紋を作る。

　やはりというべきか、敵は四つ足のゴーレムだった。市街地へ押し入らんと水の防壁に突撃している。最前線はまだ数千と言ったところだが、森の奥から次々と湧き出すように絶えず現れている。

「っ！」

　グラナイトウルフがデルムントへ鼻先を向けた時、目が眩くらむほどの雷光が敵陣に落ちた。

　ケレブルムの大魔法だ。その一撃は地面を焼き払い、土をガラス化させるほどの威力を誇り、広範囲に放射状の焼け跡を生み出す。一帯を走っていたゴーレム達たちは跡形もなく消し飛んだようだ。

　しかし同時に、ケレブルムも苦鳴を上げていた。血のように体から魔素を噴き出し、ふらついている。

「ケレブルムが傷付いてる……？　どうしたんだろ？」

「昨日アーシェから受けた傷のせいだろ。あんな大魔法を受けたら精霊だって怪我けがをするさ」

　エリオットは一度足を止め、暴竜に乗るレジィナへ向けて声を上げる。

「カリブンクルスはここで待機しててくれ！　大丈夫とは思うが、ケレブルムの魔法の巻き添えを食くらう可能性は避けたい！」

「わかりました！」

「アーシェ、ラキア。俺おれ達たちで先陣を切るぞ。まずはデルムント魔ま導どう国にこちらが味方だと知らせる」

「いいけど、敵さんはものすごい数よ」

「ジルタリアで見た数より多いよね。どこから湧いてるんだろ？」

　確かに敵の数は尋常ではない。広大な森を蹂じゆう躙りんし、湖を泡立て、平原を埋め尽くす勢いだ。目算でも軽く数万はいるかもしれない。

「今は考察より援護が先だ。アーシェは後続の奴やつらをまとめてぶっ飛ばしてくれ。魔ま導どう国付近の連中は俺とラキアで片付けよう」

「わかった！」

「行くぞ！　創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

　魔ま導どう核かくを放ると魔方陣が展開、地面を分解しながら一体のクォーツナイトが創換される。

「アーシェ、支援だ！」

「ほい！　最初から全力でいくよ──付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・乱気流タービユランス〉！」

　アーシェの魔法でクォーツナイトの持つ大剣に視認出来るほどの暴風がまとわり付く。

　それを振り回すと、大地を剝がしながら空気の塊が放たれた。圧縮された大気の層は真空をも生み出し、衝撃波とともにゴーレム達たちをバラバラに引き裂いてゆく。

　だが──

「何!?」

　眼前で起きた状況に、エリオットは我が目を疑った。

　破壊したはずのゴーレム達たちがそれぞれ魔法を使い、再生したのだ。

　足元に魔法陣が投影され、光を放つ。地面を分解し、取り込み、ボディとして再構築する。

（ゴーレムが創換術を使っただと……!?）

　それは単なるゴーレムでは決してあり得ない事だ。魔法を使うゴーレムを作るには、少なくとも魔獣以上の知性が必要となるはず。遙はるか未来の魔神ならばいざ知らず、千年前のこの時代において何万といる敵が魔法を使うなど、尋常ではない。

　一瞬の静寂が戦場を支配した。すべての敵が一糸乱れず動きを止める。

　次の瞬間、四つ足の怪物達たちが方向転換した。不気味なほど大きな目が一斉にこちらを睨にらむ。

　攻撃した事で敵と認識されたのだろう、エリオット達たちへ目掛けて突進する。数えるのも馬鹿らしくなるほどの敵勢。もはや津波と呼んだ方がいいかもしれない。

「下がれ！　囲まれたらひとたまりもないぞ！」

　エリオットの声でグラナイトウルフが反転する。クォーツナイトも主の下へ駆け寄り、魔ま導どう核かくを渡して分解。すぐさまエリオットは魔力を込め直す。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」

　詠唱とともに魔法陣が展開されたが、しかしゴーレム達たちは何事もなかったように敵意剝むき出だしで突っ込んで来る。

「こいつらもセキュリティ対策済みか！」

「だったら……っ！　付与魔法エンチヤント〈液状化サンドリプル〉！」

　アーシェの短剣から魔法が放たれ、地面が揺れた。泥でい土どのようにぬかるんだ大地に足を取られ、ゴーレム達たちの動きが鈍る。

　だが無数のゴーレムが後から押し寄せ、仲間を足場にぬかるみを乗り越えていた。

「なんて数なの……っ」

「あたしに任せなさい！　幻惑魔法イリユージヨン〈混乱コンフユーズ〉！」

　ラキアの指輪が光を放った直後、前方にいたゴーレム達たちの動きが狂い出した。

　あらぬ方向へ走るもの、ひっくり返るもの、仲間とぶつかるものなど、流水のようだった陣形がたちまち乱れてゆく。

「ざまぁないわね！」

「だが時間稼ぎしても問題解決にはならないぞ。どうする？」

「わかんないよ！　あんな数のゴーレムが全部再生能力持ちなんて、どうやって倒せば──」

　不意にアーシェの言葉が途切れ、視界の隅が眩まばゆく輝く。

「っ!?」

　直後、閃せん光こうが奔はしった。エリオットはとっさにアーシェを守るようにして抱きかかえる。

　衝撃波で森が薙なぎ倒たおされ、小高い丘や湖が蒸発する。超圧縮された魔素の塊は大気を焼いて燐りん光こうを宿し、ゴーレムの群れを文字通り塵ちりへと変えてゆく。




　暴竜カリブンクルスがブレスを放ったのだ。




「皆さん、今です！」

　暴竜の背に乗るレジィナが叫ぶ。

　地形を変えるほどの威力を持つ暴竜のブレスの前には、数の暴力とて敵わない。生き残ったゴーレムはもはや千にも満たず、都市周辺だけになっていた。ラキアの幻術の影響も残っているのか、半分ほどは行動不能に陥っている。

　だがゴーレムは動きを止め、またも魔法を発動させた。

　魔法陣が展開され、四肢の欠損を修復する。それだけじゃない。無事な個体の周囲に魔法陣が展開され、土を材料にして新たな個体が生み出されてゆく。

「ゴーレムが増えてる!?」

「考えてる暇はない！　数を戻される前に叩たたくぞ！」

　エリオットがグラナイトウルフへ命じると、攻勢に転じた。

「創換魔法アセンブル〈鉱石の剣ソードアゲート〉！」

　素早く創換した鉱石剣で、すれ違いざまに一いつ閃せん、ゴーレムの胴を分断する。

「！」

　すぐさま再生するかと思われたが、ゴーレムは力なく崩折れた。

「アーシェ、ラキア！　胴どう体たいに弱点があるぞ！」

「わかった！」

　エリオットの助言を受けて、弱点に魔法が集中砲火された。アーシェの放つ風の刃が敵を細切れにし、ラキアの錬れん金きん銃じゆうもゴーレムの胴体を焼き焦がす。

　数さえ減ればどうという事はない。敵は瞬またたく間まに殲せん滅めつされ、エリオットは一ひと息いき吐ついた。

「すごい数だったね……」

「カリブンクルスがいなかったらやばかったわ。レジィナちゃん、お手柄よ」

「い、いえ……。ディラン様が指示してくれなかったら撃てませんでした」

「何を言う。暴竜を使役しているのはレジィナだ。私は何もしていない」

「私だけではあのタイミングで撃てなかったと言ってるじゃないですか。だからこれはディラン様の手柄です」

「お前は私の配下ではない。ブレスを放つと決断したレジィナの武功だろう」

「頑固な人ですね……」

「お前こそ」

「もう二人のお手柄でいいんじゃないかなぁ」

　アーシェが苦笑しながら言うと、ディランとレジィナは照れくさそうに顔を背け合った。仲が良いいのか悪いのかわからない。

　しかしここでブレスを使ったという事は、レジィナの魔力はほぼ底をついたはずだ。混血の獣人では二発しか撃てず、次は生命力を削る必要が出てくる。あまり良いい状況とは言えない。

（何か対策を考えないといけないな……）

　エリオットは機能停止したゴーレムの一体を蹴り、仰向けに転がす。腹の中央には焼けて白く濁った鉱石が一つ埋め込まれている。それを観察し、苦々しく表情を歪ゆがめた。

「エリオ、どうしたの？」

「……魔ま導どう核かくだ。こいつらただのゴーレムじゃない。オートマギアだよ」

「オートマギア……？　じゃあ、やっぱり魔神なの？」

「どうだろうな。見たところ鉱石の質は悪い。魔法を使えるレベルの知性に達しているとはとても思えない」

「どういう事？」

　エリオットは鉱石剣で白い魔ま導どう核かくをえぐり取り、光に透かす。一部破損してはいるが、人工の魂はいまだに『生きて』いるらしく、無数の記号や魔法陣が浮かんでは消えていた。

　それを横から覗のぞき込こみ、アーシェが小首を傾かしげる。耳がふわふわと動いているのが妙に愛くるしい。

「ねぇ、エリオ。創換術で魔ま導どう核かくを創る事は可能なの？」

「まぁ突き詰めれば魔ま導どう核かくも鉱物で構成されてるからな。理論上は可能だ。でもオートマギアがオートマギアを生み出すってのは大きな危険を孕はらんでる。俺は絶対やりたくないな」

「どうして？」

「制御しきれるかわからないからだ。俺が創ったオートマギアのマスターは俺だが、そのオートマギアが創ったオートマギアのマスターは俺じゃない。最初のマスター権限で命令する事も出来るだろうが、階層を重ねるごとにエラーが起きやすくなるし、命令を受け付けなくなる確率が高くなっていく」

「そっか……」

　納得した様子でうなずくアーシェ。

　師であるサイラスの話では、創換術がオーレリア魔法国連邦に盗まれた後、軍事利用の末に知的オートマギアが作り出され、人類文明は滅ぼされたという。もしかすると遠い未来の魔神はそうやって誕生したのかもしれないな、とエリオットは思った。

「だけどこのオートマギアは創換術を使ってたよね。それはどう説明するの？」

「オートマギアが魔法を使う状況は二つ考えられる。オートマギア自身が発動する場合と、誰かがオートマギアを中継して発動する場合だ。こいつらの魔ま導どう核かくを見る限り後者だろう」

「魔法を使ったのは別の誰かで、このオートマギアはそれを中継しただけ？」

「そういう事だな」

　考えられるのは魔神イェルム、あるいは大錬金術師アルマン辺りか。しかし、前者なら魔ま導どう核かくの質が悪すぎるし、後者ならそもそもなぜ作れるのかという疑問が浮かぶ。

「調べる必要があるな……。アドアステラ」

《イエス、マスター》

　手にした魔導端末グリモアが涼やかな声を放ち、画面に銀髪の少女型オートマギアを映し出した。

「この魔ま導どう核かくを解析して欲しい。材質、魔力供給源、使われてる術式、セキュリティ、識別コードなどだ。可能か？」

《程度によります。現在の魔力供給量で完全解析をするには、膨大な時間が必要になると予想されます》

「魔力塔はまだ再起動されていないか……。なら可能な範囲でいい。頼む」

《イエス、マスター》

　アドアステラは無感情な声で応え、眠るようにそっと目を伏せる。解析を始めたようだ。

「さて、とりあえず魔ま導どう国に行こう。最前線でオートマギアと戦った国だ、何か真新しい情報を持ってるかもしれない」

「そうだね」

　エリオットは眼前にそびえる水流の防御魔法を見上げた。







　濃緑のマントを身に着けた魔術師達たちに出迎えられ、エリオット達たちは街中を歩く。

　デルムント魔ま導どう国の市街地はひどい有あり様さまだった。

　元は美しい街だったのだろう。あちこちに花と緑が咲き誇り、水路の脇に木造家屋が建てられている。だが防御魔法が数箇所突破されていたらしく、街の外周部は先のオートマギアにより大部分が破壊されてしまっていた。ケレブルムにより辛かろうじて被害は食い止められたようだが、負傷者も多数おり、兵士や魔術師達たちが応急処置や片付けなどで駆け回っている。

　そうして宮殿のような建物へ辿たどり着つき、来賓室へ招き入れられる。

　自然木から作られたテーブルや椅子が置かれ、石造りの暖炉や観葉植物が配置された美しい部屋だ。

「シルジア公国のディラン大公爵殿ですな。このたびの援軍、民を代表して感謝申し上げる」

　胸に手を当て一礼したのは老ろう獪かいそうな男だった。その後ろには数人の兵士達たちが控えている。憔しよう悴すいしきった彼らの顔が、戦いの激しさを物語っていた。

「あなたは？」

「わしは九賢者の代表でございます。他の国々と違い、我がデルムント魔ま導どう国に王はおりませぬ。代わりに民を代表して選出された我々九賢者が国家運営を担になっておるのです」

「議会制民主主義の国って事かな？」

　アーシェがエリオットにだけ聞こえるように小さくつぶやく。

　千年前のこの時代、あちこちで王や皇帝が乱立して覇を争っていた。そういう意味で、デルムント魔ま導どう国はかなり珍しい国家運営がなされていると言えるだろう。

　そして九賢者の老人いわく、昨日ローエンブルク聖王国を襲ったのは竜の聖女を見つけ、さらうためだったらしい。

　カリブンクルスさえいれば、デルムント魔ま導どう国はペルグランデを撃退する事が可能となる。逆に竜の聖女がいなくなれば一方的に蹂じゆう躙りんされる。ジルタリア帝国が行動を起こした以上、彼らも動かざるを得なかったわけだ。

「賢者殿、先ほど攻めていたあのゴーレム達たちについてお聞きしたい。何かご存じか？」

「いや、我々も突如襲撃を受けた形でしてな。しかしあれがゴーレムであるならば、ジルタリア帝国による攻撃と考えるべきでありましょう」

「……ジルタリア皇帝が死亡したという情報も聞いているが」

「事実です。我が国に住まう風の精霊が目撃したようです。ジルタリア皇帝が死亡したのは間違ちがいありませぬ」

「目撃した……という事は、誰がやったかも？」

　老人はうなずいた。

「ユーグ＝アルマン。かの国の大錬金術師でございます。昨夜ジルタリア皇帝を殺害した後、奴やつめが一人で我が国を訪れましてな。ローエンブルク聖王国やシルジア公国を滅ぼすため同盟を組まないかと打診されたのです」

「……その返答は？」

「もちろん突っぱねましたとも。ケレブルムではペルグランデを倒す事が出来ませぬ。ローエンブルクが滅べば次は我が国が蹂じゆう躙りんされる番。シルジアの魔力塔は魅力的ですが、我が国で管理するにはいささか距離がある。同盟を組む利点が何一つございませんでした」

　現状、デルムント魔ま導どう国は疲弊しきっている。負傷者も大勢いるため、兵を出してもらう事は難しいだろう。だがケレブルムの支援は是が非でも欲しい。

　エリオットは意を決して口を開いた。

「同盟を組む利点と言いましたね。もしそれがあれば俺おれ達たちと組んでもらえますか？」

「どういう事ですかな？」

「この国を襲ったゴーレムは、ジルタリア帝国から湧き出たものです。だから俺おれ達たちはジルタリアへ向かい、ゴーレムの使役者を叩たたきます。ですが先の戦闘でも分かる通り、敵の数は大きな障害となるでしょう。だからケレブルムに支援して欲しいんです」

「支援……とは？」

「敵群に大魔法を撃つだけです。前線は俺おれ達たちが受け持ちます」

「ふむ……。我らの利点は何でございましょうか？」

「国の防衛です。ジルタリアにいるゴーレム達たちを潰せば、攻められる心配がなくなります」

　老人はチラリとレジィナを一いち瞥べつし、つまらなさそうに鼻を鳴らす。

「到底受け入れがたいお話ですな……。ケレブルムがいない間も、我が国は周辺国から攻められる恐れがあるのですぞ」

「支援が必要なのは今日一日だけです。そんなに長期間の話じゃありませんよ」

「一日で我が国を滅ぼす用意がある、という事ですかな？」

「違います。おかしな曲解をしないでください」

「疲弊した今の状況でケレブルムを出せば、近隣の小国……いや、首都を失ったローエンブルクの残党にすら蹂じゆう躙りんされる恐れがあります。竜の聖女様がおられる辺り、それを狙っているとも考えられますな。ケレブルムさえいなくなれば、かの暴竜カリブンクルスは文字通り敵なしとなるのですから」

「……そのローエンブルクの暴竜があんたらの国を守ったんだが」

　ほんの数瞬、老人と睨にらみ合あう。

　後の世で暗黒時代と呼ばれるほど、魔ま導どう大戦期は各国が裏で暗躍し、互いに潰し合ったとアーシェから聞いている。長年の戦乱で、彼らは信じる心を失い、敵意と警戒心で凝り固まってしまったのだろう。ピリピリと空気が張り詰めていた。

　老人は肩を竦すくめて息を吐いた。

「……申し訳ございませんな。なにぶん我が国も大変な状況ですので──」

「こんな事やってる場合じゃないでしょ！」

　椅子を蹴倒す勢いで立ち上がったのはアーシェだ。皆が瞠どう目もくし、絶句する。

「いい加減気付いてよ！　人類滅亡の危機だって言うのに他人を疑い、目先の損得を追いかけてばかり……。だからあなた達たちの国は滅んだの！」

「ほ、滅んだ……？　何を仰おつしやっているのですか？」

「付与魔法エンチヤント〈電離加熱アークプラズマ〉！」

　アーシェの持つ短剣が白く放電し、猛烈な熱気を放った。木製のテーブルを焼き焦がし、白煙を舞い上げる。

「な、何を……!?」

　うろたえる老人へその切っ先を向け、アーシェは威圧的に睨にらみ付つける。

「いい？　私はローエンブルクでの戦いで、ケレブルムを瀕ひん死しに追い込んだ魔術師だよ。私が本気を出せば一人で神獣を倒しちゃうから。それでもいいの？」

　老人の顔色が真っ青になった。周りの兵士達たちが抜剣し、扉の向こうから数人の魔術師が駆け込んでくる。

「創換魔法アセンブル〈鉱石の剣ソードアゲート〉！」

　エリオットは暖炉の石から一振りの鉱石剣を生成し、アーシェを守る。錬れん金きん銃じゆうを構えるラキアも横に並び立ち、周りの兵士達たちの動きを封じていた。

「ここでやり合えば死ぬのはお前らだぞ」

「で、ですが、今の状況でケレブルムを失えば我が国は……」

「あのゴーレムは増殖するんだ。今潰しておかないと手遅れになる。俺おれ達たちに協力してゴーレムを倒すか、ここで俺おれ達たちに滅ぼされるか。選べ」

　そこまで言うと、老人は心折れてしまったのだろう。脱力したようにうなだれた。

「かしこまりました……協力致しましょう」







　その後デルムント魔ま導どう国を出て、エリオット達たちはジルタリア帝国へ向かった。

　少し離れた位置では、九賢者の一人である老人が騎兵や炎の精霊達たちに守られながら馬に乗っている。アーシェの事がよほど怖いのだろう。皆まるでこの世の終わりのような暗い顔をしていた。

「さっきはなかなかの剣幕だったわね、アーシェちゃん」

　グラナイトウルフにまたがりながら進んでいると、ラキアが幅を寄せてくる。

「だって、あのおじさん達たちが保身ばかり考えてたから……」

　恥ずかしそうに顔を伏せるアーシェ。いまだに尻尾が下がっている辺り、よほど気にしているのだろう。

「いやしかし、おかげでケレブルムの協力が得られる事となった。さすがはアーシェ殿だな」

「うぅ……やっぱり口の悪い女の子はダメですよね……」

「そんな事はない。アーシェ殿は魅力的な女性だ。むしろ私の中で評価が上がったくらいだぞ」

「ディラン様……？」

　目元に影を落とし、亡霊のような表情でレジィナが睨にらんでいる。尻尾でディランの体をバシバシ叩たたいているが、ひょっとするとわざとかもしれない。

「な、なんだレジィナ？　何を怒っている？」

「知りません！」

　プイッとレジィナが顔を背けるのを見て、ラキアが苦笑いした。

「まったく、デリカシーがないわねぇ。少しくらい女心がわかる男はいないのかしら」

「その言い方だと俺も含まれてしまうと思うんだが」

「まさにそう言ってるのよ。ね、アーシェちゃん？」

　コクコク、と無言でうなずく獣人少女。ジト目で何かを訴えかけているかのようだ。

「何なんだ一体……」

　エリオットは背中に刺さる視線を見ないようにしながら、仏ぶつ頂ちよう面づらでグラナイトウルフを走らせるのだった。







　ジルタリア帝国は鉱山に挟まれた荒れ地の中にあった。

　デルムント魔ま導どう国とほど近く、赤茶けた大地が広がる砂漠のような場所だ。森はほとんどなく、土地は瘦せている。だが鉱物資源は豊富なのだろう。あちらこちらにトロッコが放置され、金属のレールが城塞都市まで続いている。

　だがその先を見て、エリオットは眉をひそめた。

　大地を揺らす四つ足の影。おびただしい数のオートマギア達たちが城壁の内外で蠢うごめいているのだ。

「かなりの数がいるようだな……」

　ディランが危機感を抱くようにつぶやいた。カリブンクルスの頭上に立ち、城塞都市を眺めている。

「ディラン、どれくらいいそうだ？」

「数えるのも馬鹿らしくなるほどだ。デルムント魔ま導どう国が攻め込まれた時以上なのは確実だろう」

「あの……我々はここまででよろしいでしょうか……？」

　九賢者の老人が震える声で伺いを立てる。神獣を二体連れてもなお恐怖が勝っているらしく、護衛の兵士達たちも皆怯おびえていた。

「ああ。ここから敵陣に魔法を撃ってくれ。その後、俺おれ達たちが突入する」

「ですが、さしものケレブルムとて魔力がそろそろ限界に近く……」

「出来る範囲でいい。とにかく敵の数を減らしてくれればあんたらの被害も減るはずだ」

「か、かしこまりました……」

「大丈夫。あなた達たちの国は必ず守るからね」

　不安そうに見上げる老人へ、アーシェは優しく微笑ほほえむ。来賓室で見せたものとは正反対の顔に、彼らは困惑しているようだ。

　そうして彼らと別れた後、後方に控えていたケレブルムが大きく光の翼を広げた。

　空が陰り、風が強くなる。霧のような雨粒が舞い、頰を濡ぬらす。頭上を仰げば分厚い積乱雲が渦巻いているのが見えた。

「確かにすごい魔法だけど……これでどれだけ減るのかしらね」

　ラキアがぼそりとつぶやく。

　デルムント魔ま導どう国が攻め込まれた時も同じ魔法を撃ち込んでいたが、数はそれほど減った様子はなかった。大規模な範囲攻撃だから被害は大きかったはずだが、やはりオートマギアの再生と増殖の影響が大きいのだろう。

「大丈夫、私もやるよ」

　エリオットの背中にしがみついていたアーシェが不敵に笑った。

　目で見えるほどの魔力をオーラのようにまとい、魔法を詠唱する。

「付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・乱気流タービユランス〉！」
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　彼女の掲げる赤い短剣が高密度の大気を宿した。ガウンの裾が巻き上げられ、ばたばたと激しくはためく。

「それはあまり効果がなかっただろ。同じ魔法でいいのか？」

「同じじゃないよ。見てて」

　言って、風まとう刃を敵の群れへ向ける。

「付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・電離加熱アークプラズマ〉！」

　その瞬間、空間が白く輝き出した。猛烈な放電により光球が発生し、チリチリと肌を焼くほどの熱波が広がる。

　アーシェはそこへ、先の暴風を宿した短剣を振り被かぶり──

「いっけぇぇぇ！」

　次の瞬間、目が眩くらむほど明るい光の柱が二本走った。

　無数に蠢うごめくオートマギアの大群がケレブルムの雷撃を受け、爆散。間髪入れずアーシェの生み出した火災旋風が辺り一帯を焼き尽くす。それはもはや災害と呼ぶべき破壊力であり、かすめただけでジルタリア帝国の市壁はバラバラに吹き飛んでいた。

「はぁ……はぁ……さすがに連発はキツいね……」

　まるで全力疾走したように肩で息をし、苦しそうに胸元を押さえるアーシェ。さしもの幻想種とて三重魔法は消耗が大きいらしい。

　しかし立て続けに放たれた大魔法のおかげで、敵の数は一割ほどに減っていた。それでもまだ数万は残っているが、桁一つの違いは大きな差だ。

「アーシェ、よくやった。後は俺おれ達たちがやるからしばらく休め」

「うん……ありがと……」

「行くぞ！」

　エリオットの声が戦いの狼煙のろしとなった。

　アーシェの〈電離加熱アークプラズマ〉が付与された鉱石剣を手に、グラナイトウルフを駆る。

　そして接敵と同時に炎の刃を閃ひらめかせ、オートマギアの魔ま導どう核かくを貫き溶かす。頭脳を失った個体は瞬またたく間まに砂となって崩れ去った。

　ラキアも錬れん金きん銃じゆうをぶっ放し、炎の魔弾で敵を焼く。オートマギアの四肢が燃えて溶け落ちるが、しかしすぐさま魔法が発動、破損した部位が再生される。

「ラキア、腹にある魔ま導どう核かくを狙え！　そこを破壊すれば再生されない！」

「簡単そうに言ってくれるわね、もう！」

　ラキアは続けて錬れん金きん銃じゆうを連射する。だが獣以下とはいえ知性がある分、動きは予測し辛づらい。しかもグラナイトウルフの振動で照準が定めづらく、敵は腹はら這ばい姿勢のまま襲い来る。魔ま導どう核かくへの直撃は難しそうだ。

「くっ……ちょこまかと小こ賢ざかしい！　大人しく当たりなさいよ！」

　その時、ラキアを追っていたオートマギア達たちが巨大な足に踏み潰された。鋭い牙の生えたあごが鉱物質のボディを嚙かみ砕くだき、尾の一振りで敵群が薙なぎ払はらわれる。

　暴竜カリブンクルスだ。空色の法ほう衣えを着た半獣の少女が、その背から見下ろしてくる。

「ブレスなんてなくても戦えるものですね」

「気を抜くな！　再生するぞ！」

「えっ？」

　エリオットの掛け声でレジィナが周囲を見回す。そこには半壊しつつも竜りゆう鱗りんにしがみつくオートマギア達たちの姿があった。一斉にレジィナへギョロついた目玉を向け、四肢が再生されたと同時にカリブンクルスの体を登り始める。

「ひっ……」

「レジィナ、下がっていろ！」

　ディランがカリブンクルスの背中で跳躍し、剣を一いつ閃せん。まとわり付いていたオートマギアを一刀の下に両断する。更にアーシェが付与した風の刃で離れた敵の四肢を切り飛ばし、胴体ごと魔ま導どう核かくを叩たたき割わる。一振りごとに鉱物片が飛び散り、砂と化して舞った。

「弱点さえわかれば他愛ない！　ゆけ、暴竜よ！」

　嬉き々きとして叫びながらディランは暴竜を駆り、敵陣に踏み込む。

　市壁を尾で破壊し、家屋で鱗うろこを擦こすりながら市街地へと侵入。集まってきたオートマギアを蹴散らし、登ってくるものをディランが斬り捨ててゆく。

「まるで魔ま導どう戦車だな……」

　突撃する暴竜の後ろ姿を見て、エリオットは錬れん金きん砲ほうを備えた未来の兵器を思い出す。いや、突破力という点においてはそれ以上の戦力かもしれない。

「見て、あれ！」

　ラキアが半壊した城を指差す。そこには青銀色の光を宿す人間大の結晶体があった。

　内部に無数の記号や魔法陣が浮かんでは消える。不純物が入り交じったそれはまるで心臓のように脈動し、魔素の燐りん光こうを放っていた。

「間違いなく魔ま導どう核かくだ……。だが、なぜ魔法を使えるだけの知性を持ってるんだろうな」

「エリオ……」

「ん？」

「あれ、人間だよ……」

　背に乗るアーシェが蒼そう白はくになった顔で言った。

「どういう事だ？」

「私ね、前に死し霊りよう魔術がどういうものか調べた事があるの。人間の魂を取り出したら、あんな風に脈動するって本に……」

　言われてエリオットは眉をひそめて鉱石を睨にらむ。

「……アドアステラ、敵オートマギアの発生源はあそこか？」

《イエス、マスター。解析している魔ま導どう核かくは、あの巨大鉱石とリンクしているようです。魔法転送の痕跡が認められます》

「じゃあ、やっぱりあれが魔ま導どう核かくを創る魔ま導どう核かくなの？」

「そういう事だ。……あいつを破壊するぞ」

「でも、元は人間だよ？」

　エリオットとてそんな事はわかっている。だがそもそも死し霊りよう魔術とは、そういう危うさを含んだ魔法技術だ。倫理的な問題以上の難点があるからこそ未来で禁止されている。

「今はもう人間じゃない。それよりアーシェ、ラキア、いけるか？」

「うん！」

「オッケーよ！」

「ディラン、レジィナさん！　二人は城の前で敵を防いでてくれ！　俺おれ達たちは中に入って魔ま導どう核かくを破壊してくる！」

「承知した！」

「はい！」

　エリオットは体を低くし、グラナイトウルフの走る速度を上げた。暴竜カリブンクルスを追い抜き、市街地を駆け抜ける。

　そして瓦が礫れきを飛び越え、城内へ侵入した時──突如として青銀の拳が眼前に迫った。

「アーシェ！」

「ひゃっ!?」

　とっさにアーシェを抱えて飛び降りる。寸前までまたがっていたグラナイトウルフは上半身を砕かれ、地面に魔ま導どう核かくと岩の破片をばら撒いた。ラキアも地面に転がり、乗っていたグラナイトウルフがもんどりを打つ。

「ラキア！　大丈夫か!?」

「あたしより自分の心配をしなさい！」

「！」

　後ろで振り被かぶられる巨腕を目にし、エリオットは転がった魔ま導どう核かくに魔力を込める。

「創換魔法アセンブル〈水晶の騎士クオーツナイト〉！」

「付与魔法エンチヤント〈魔法壁マジツクシールド〉！」

　直後、衝突。魔法の防壁が付与されたタワーシールドが生成と同時に粉砕され、水晶の欠片かけらが降り注ぐ。

　目の前に立つのは、魔法銀の塊だ。金属光沢を放ち、クォーツナイトに匹敵する巨きよ軀くを誇る青銀のゴーレム兵。

「やはりあなた達たちですか」

　柱の陰から姿を現したのは、ボサボサ髪に真紅のローブを着て淀よどんだ目にモノクルを掛けた男──ジルタリア帝国所属の大錬金術師ユーグ＝アルマンだった。

「いずれまた相まみえるとは思っていましたが、存外に早かったですね。お会い出来て嬉うれしいですよ」

「……なぜこんな事をやった？　お前は人類のためを考えてると言ってたろ。なのに自国民を皆殺しにしやがって……あれは噓うそだったのか？」

　アルマンはひどく不愉快そうに表情を歪ゆがめる。心外だと言わんばかりだ。

「人聞きの悪い事を言わないでください。この騒動を起こしたのは私ではありませんよ。やったのはジルタリア皇帝です」

「どういう事だ……？」

「私が国を出て行動している間、皇帝は私の魔法技術を盗み出し、弟子達たちに命じて密ひそかにあんなものをこしらえていたらしいのです。まったく……油断も隙もありません」

　アルマンは青銀色に輝く巨大鉱石を憎しみを込めて睨にらみ付つける。

　アーシェは困惑した様子で目を瞬まばたかせた。

「この状況はあなたが望んだものじゃないって事？」

「もちろん違いますよ、獣人のお嬢さん。私は無理解な人間が大嫌いですが、学ぶ意欲のある人間は別です。それを無差別に虐殺するなど愚か極まりない。大体、ここは私の錬れん金きん工こう房ぼうだったのです。長年研究してきた成果を自ら破壊したがる者がいますか」

　そう言って両手を広げて見せる。

　彼の言うように、周りには錬金術に用いられるであろう機材がたくさん転がっていた。鉱物が詰め込まれた木箱もそこかしこに置かれている。

　エリオットは眉をひそめて鉱石剣を構えた。

「俺おれ達たちはあのでかい鉱石を破壊しに来たんだ。お前がやったんじゃないなら邪魔をするな」

「申し訳ありませんが、それは拒否させていただきます」

「なぜだ！」

「なぜ？　簡単なお話です」

　アルマンは近くにあった箱の一つを開け放つ。中には青銀の輝きを宿す鉱石が山のように詰め込まれている。それらを背に、壮絶な笑みを浮かべて叫んだ。

「愚かな人間は、死んでくれた方が人類のためになるからですよ！」

　その途端、彼の両腕に魔法陣が展開された。背中に鉱物が寄り集まり、青銀の巨腕が二本生える。

「アルトゥム！　前方の人間達たちを敵対者として登録、排除せよ！」

「クォーツナイト、アーシェとラキアを守れ！」

　叫びながらラキアの乗っていたグラナイトウルフを分解し、魔ま導どう核かくを拾い上げて魔力を込める。

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの魂マギウスコア〉ッ！」

　その瞬間エリオットの思考速度が倍化された。猛然と襲い来る魔法銀の拳打を紙一重でかわし、鉱石剣を繰り出す。

　狙うは一撃必殺、心臓だ。

　如何いかに魔法銀のローブで身を守ろうと、生身を貫けば倒れるはず。

　だが──

「何っ!?」

　狙いは正確だったが、しかし激しい金属音が鳴り響いた。鉱石剣の刃やいばが割れ、すぐさま自動修復される。

　エリオットの攻撃でアルマンのローブのボタンが弾はじけ、着ていた衣服が切り裂かれたが、その下に見えるのは肌色ではなく魔ま導どう機械らしき装置が埋まっている。

　金属光沢を放つそれは、無数の細かな機械部品で構成されており、中心に組み込まれた鉱石が青く脈動していた。

「……人工心肺か？」

「ほう？」

　アルマンは感心したように笑みを浮かべた。

「さすがですね、一目で見抜かれたのは初めてです。仰る通り、これは私が製作した『アダマスの臓器』と言います。錬金術に死し霊りよう魔術を応用し、失われた肉体の機能を肩代わりする装具です」

　そう言うと、アルマンは焦げ跡の付いた紙束を懐ふところから取り出す。そして残念そうに首を振った。

「やれやれ……高度な魔法技術が記された魔道書も、こうなっては形無しですね」

　千年前のこの時代には不釣り合いなほど真っ白で、きれいに整えられた紙束だ。見覚えのあるそれを見て、エリオットは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「魔ま導どう工学のレポート!?」

「エリオ、知ってるの？」

「知ってるも何も、この時代に来る直前に俺が書いていたレポートだ。創換術を学会で発表するために作成した……」

　エリオットは険しい視線をアルマンへ向ける。

「なぜお前がそれを持ってる？　……いや、誰から渡されたと尋ねるべきか？」

「その言い方だと、まるで誰からもらったかわかって聞いているかのようですね」

　アルマンは不気味なほど大きく口元を歪ゆがめた。人相の悪さに拍車が掛かり、不気味ささえ感じられる。

「お察しの通り、魔神イェルムです。彼は私にこの魔道書と、未来の事を教えてくださいました。エリオットさんが研究した創換術なる魔法技術が、いずれ世界を滅ぼすのだとね」

　言われて、エリオットは遅まきながら理解した。

　魔神は自身の存在を守るため、どれほど敵対しようとエリオットを殺せない。殺せば創換術が広まらず、魔神は生まれないからだ。しかし逆は可能であり、エリオットがその気になれば魔神は逃げるしかない。そんな不利を覆くつがえすため、魔神は対策を立てていたのだ。

　すなわちそれは、創換術の開発者の代役を立てる事。

　だがいくら未来のレポートを読ませたところで、千年前の魔術師に創換術を理解させるなど、普通に考えて出来るとは思えない。ならばそれを成し遂げたアルマンなる男は何なのか。

「……お前は何者だ？」

「私はただの人間ですよ。あなた達たちが古代魔ま導どう文明と呼んでいる、古き時代から生き長らえているだけの、ね」

「古代魔ま導どう文明時代から……？」

「ええ。私はね、遺構都市ウルドアの生まれなのですよ。古代魔ま導どう文明を滅ほろぼした暴竜カリブンクルスを竜印の鎖で封印し、その後もずっと地下都市の一画に隠れ住んでいた錬金術師一族の一人でした」

　アルマンは微笑しながら告げる。

「ですがローエンブルク聖王国が古代魔ま導どう文明の遺産を掘り返す中、我々の隠れ家が見つかってしまいましてね。財貨や魔ま道どう具ぐをことごとく奪われ、一族は私以外全員殺されてしまいました。竜印の鎖を持って行かれ、暴竜カリブンクルスが再び世に出たのもその時です」

「……復ふく讐しゆうがお前の目的か？」

「いえいえ、別にその事で誰かを恨んではいませんし、責めるつもりもありません。これは地上に対して無関心だった我ら一族の罪、そして世界の機微に無知だった私自身の罪です。胸に大穴を開けられた時はさすがに死を覚悟しましたが、アダマスの臓器を埋め込む事で、何とか生き延びられました」

　着衣を戻し、ローブを整えながらアルマンは続ける。

「私は世界というものに無知だったが故に死にかけました。我が一族は力を持たなかったが故に滅ぼされました。ただ静かに生きたいと願っても、周りの愚か者達たちが邪魔をする。だから私はペルグランデを建造したのです。このくだらない戦争を終わらせるためにね」

「戦争を終わらせるため……？」

　アルマンはうなずいた。

「ペルグランデは、当時の私が持つ錬金術のすべてを注つぎ込こみ、防御性能を極限まで特化させたゴーレムです。それにより、かつて僭せん称しよう皇帝の治める弱小国と蔑まれたジルタリア帝国を、大国と呼ばれるまでのし上げました。そしてペルグランデを人類の守護者とし、あらゆる外敵から人々を守る。それこそが私の望み……だったのですが」

　自嘲するように肩を竦すくめ、アルマンは嘆息する。まるですべての希望が失われたかのように仄ほの暗ぐらい笑みを顔に貼り付けている。

「人は力を得れば増長し、更なる力を求めて争う。太古の昔からそれが繰り返されてきた事を痛感しましたよ。魔法技術はそれなりに進歩しましたが、人類は獣だった頃から何も成長していない。ジルタリア皇帝もまた己おのが欲望に負け、私と交わした約束を反ほ故ごにしました。人々を守り、世界に平穏をもたらすという、私との約束をッ！」

　アルマンは血涙を流して慟どう哭こくし──彼の周囲に複数の魔法陣を展開した。

　周囲の木箱に入っていた魔法銀鉱石が分解され、青銀のゴーレム兵に再構成されてゆく。

「これぞ、我が一族より伝わりし錬れん金きん術じゆつと、魔道書より得た創換術を組み合わせて編み出した新たな魔法技術──その名も練れん命めい術じゆつです」

　その魔法を見て、エリオットは理解した。魔ま導どう核かくは最初からあったのだ。そしてそれはゴーレムに埋め込まれてなどいなかった。

「なるほど……魔ま導どう核かくはお前自身か」

「その通り。アルトゥムは私自身の命を分け与えて動く、いわば分身のようなもの。ですがジルタリア皇帝はあろう事か、民の命を魔ま導どう核かくとして使用しました……。巨大な魔法銀鉱石に、彼らの魂を封じたのです！」

　アーシェの顔が強こわ張ばった。ラキアも不快げに目を細める。

　魔法を使えるほど高度な知性を持つ人工の魂を作るには、長い歴史の中で培つちかわれた魔法技術が必須だ。この時代の人間にはまず出来ない。しかしそれが人工のものでなく、最初から高度な知性を有する人間の魂を使えば話は変わる。

「彼らは魂となった今も暴虐の支配者を憎み、平和な世界を求めている。ならば私がそれを手伝いましょう。戦乱の世を作り出した愚か者どもを粛清し、真の平和をもたらすために！」

「お前も人々のためと言うのか……。互いに誰かのためと言いながら殺し合うなんて、滑稽な話だ。しかも裏で暗躍する魔神が黒幕なんだからな」

「確かに魔神がもたらした魔法技術は危険でしょう。しかしそれはどんなものにも言える事、使い方を誤らなければ問題ありません。すべては悪用する愚か者どもが悪いのです」

「技術に罪はない、か……。それをお前に言われても慰めにもならないな。いいだろう──これは俺の蒔まいた種だ。俺が責任を取ってやる」

　雷光をまとう鉱石剣を構えて、エリオットが告げる。

　隣ではアーシェが赤いスピネル鉱石の短剣を構え、強気に眉を上げて笑った。

「違うよ。未来を滅ぼす創換術を開発したのがエリオなら、そのエリオを生かしたのはこの私。だから私わたし達たちで責任を取るんだよ！」







　先手を取ったのはアーシェだった。

　アルマンの胸元へ短剣を向け、〈付与消去デイスエンチヤント〉の魔法を放つ。魔法銀で編まれた真紅のローブが破けてゆく。

　何度防がれても繰り返し、ピンポイントで同じ位置へ魔法を叩たたき込こむ。

　狙ねらいはアダマスの臓器である。魔ま導どう核かくたるそれを破壊すれば、青銀のゴーレム兵達たちは一つ残らず動けなくなる上、アルマンも心臓を失うのだ。

「小こ賢ざかしい真似まねを！」

「させないわよ！」

　豪腕を振り被かぶるアルマンへ、ラキアの錬れん金きん銃じゆうから魔弾が放たれる。真紅のローブは魔法を弾き、表面を撫なでるようにして炎を逸そらす。

「そんなものいくら撃っても無駄です。私に魔法は効きませんよ」

「そうね、魔法攻撃がほとんど効かないのは知ってるわ。だけど物理攻撃ならどうかしら？」

「何？」

　アルマンが振り向くと、そこには崩れかけの柱が立っていた。

　先の銃撃で根本から折れ、アルマン目掛けて倒れ込む。

「愚かな……こんなもので私を倒せると？」

　背中に生やした巨腕でアルマンが石柱を殴り飛ばす。破砕した瓦が礫れきがラキアに降り注ぎ、防御魔法の波紋を起こした。

　その僅かな隙を突き、クォーツナイトが大剣を振るう。アルマンは二本の巨腕でそれを防ぐも、クォーツナイトの剣が鉱物質の腕に食い込んでゆく。

「大した連携ですね。ですが甘いですよ──アルトゥム」

「！」

　直後、水晶の刃やいばが砕け散った。青銀のゴーレム兵がクォーツナイトを殴り飛ばす。

「如何いかに優れた魔法技術を持とうとも、それを有効活用出来なければ無意味です。あなたは材料がないと何も創れない。水晶のゴーレムでは、魔法銀を打ち砕く事など出来ないのです」

　エリオットは青銀のゴーレム兵を尻目に、アルマンを睨にらみ付つける。

「お前は一つ勘違いしてる。魔ま導どう核かくに封じられた人間達たちの魂は、もう人間とは呼べない。いや……死し霊りよう魔術を知ってるならもうわかってるんじゃないのか？」

　器質的変化は精神にまで影響を及ぼす。死し霊りよう魔術で生ける屍しかばねへと変えられた人間は、もはや良心の呵か責しやくを感じる事はない。耐え難がたい飢えと乾きを満たすためだけに生者を襲うのだ。元がどんなに心優しく気高い人物であろうとも。肉体という器は、それほど魂と密接につながっているのである。

「……だから何だと言うのです？　彼らが平穏を渇かつ望ぼうしている事に違いはありません。この国の人々は私にとても良くしてくださいました。地上に出て路頭に迷っていた私を助け、慕い、頼ってくれました。彼らの魂を救済するには、愚かな支配者どもを消さなければならないのです！」

　アルマンの放つ巨腕の拳打がクォーツナイトを叩たたき壊こわす。水晶の体が瞬またたく間まに鉱物の残骸と化してゆく。

「諦めなさい。あなた達たちでは私に勝つ事など不可能です」

「それはどうかな」

　エリオットはクォーツナイトの残骸から魔ま導どう核かくを拾い上げた。

　青いフローライト鉱石で作られたそれは、無数の記号が中に刻まれ、凍り付いた湖面のような冷たい輝きを宿している。

「確かに俺は材料がないと何も創れない。だがそれは逆に言うと、材料さえあれば大抵のものは創れるって事だ。今ここには何がある？」

　エリオットが手を広げる。青銀の光沢を放つ石が木箱に詰め込まれた錬れん金きん工こう房ぼう。

　魔法銀鉱石の山だ。

「まさかっ!?」

「そうだよ！　創換魔法アセンブル〈魔法銀の騎士ミスリルナイト〉！」

　詠唱した直後、魔ま導どう核かくが一ひと際きわ強く輝いた。

　魔法陣が空中に展開され、周囲の魔法銀鉱石が分解、再構築される。

　生み出されたのは青銀の大剣とタワーシールドを構える騎士だ。クォーツナイトと寸分違たがわぬ形、大きさだが、材質が異なるため透明さはなく、金属光沢を放っている。

「──ゴーレムを倒せ」

　エリオットの命令で魔法銀の大剣が振り下ろされた。鋼を超える強きよう靭じんさを持つ魔法銀装甲とて、同じ魔法銀なら傷も付く。ミスリルナイトの豪腕により青銀のゴーレム兵の腕が叩たたき折られ、胴体を両断される。千年の時を隔てたオートマギア本来の性能差が、ここに来て浮き彫りになった形だ。

　その時、巨大な魔法銀鉱石が明るく輝き出した。

　内部に封じられた魂達たちが、自身の危機を察したのだろうか。周囲に無数の魔法陣を展開し、四つ足のオートマギアを創換する。

　生み出されたオートマギアは更に魔法陣を投影し、瓦が礫れきや土を材料にして際限なく増殖していく。最初は数体しかいなかった敵が、ものの十数秒で数千を超える物量を生み出し、なおも増殖を繰り返す。まさにねずみ算式の増え方だ。

「エリオット君、どうするの？　めちゃくちゃ増えていくわよ!?」

　ラキアが危機感をあらわに錬れん金きん銃じゆうを構える。

　オートマギアの群れを倒す事は出来るが、しかし大元の魔ま導どう核かくを破壊しなければ敵の増殖は止まらない。

　さすがに無限湧きする相手に正面から挑むのは厳しい。

「宝剣があれば封印出来るんだが……」

「宝剣はあるよ」

　アーシェが言った。

「どういう事だ？　フラミーが近くにいるのか？」

「うん。魔力塔の再起動はもう終わって、こっちに宝剣を届けに向かってる。今は鉱山辺りだって。だけど敵のオートマギアがいっぱいで、フラミーさんだけじゃ対処しきれないって……」

「一人で行動してるのか？　同行する兵士は？」

「馬じゃ移動が遅すぎるから、一人で来たみたいだよ。一刻も早く宝剣をディラン君へ届けるって」

「確かに超音速で走るグラナイトウルフに付いて来れる馬はいないが……」

　それにしても一人で行動するのは危険だ。千年後と違って野山には猛獣や魔獣もいるし、今は暴走するオートマギアの群れもいる。

　そんな話をしていると、アルマンは不敵に笑った。

「シルジア公国のお姫様なら鉱山の辺りで足止め中です。魔神イェルムの言った通りですね」

「魔神イェルムの？」

「ええ。ディラン大公爵と宝剣の力により、私は敗北するとお聞きしたのです」

「……なるほど、未来の情報を使ったのか」

　考えてみれば当たり前の事だ。アルマンにとって宝剣パルクラヴィスは最大の天敵である。虎の子のゴーレムは封印させられるし、アダマスの臓器を封印されたら即死する。真っ先に対策を考えるべき存在だ。

　背後では未まだディランとレジィナが戦っている。暴竜を壁にし、巧みにレジィナを守りながらオートマギアの群れを斬り伏せる、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりである。

（魔神イェルムは俺おれ達たちより未来から来ている……。その魔神から予言を受けている以上、何をしても対応されている可能性が──いや、待てよ？）

　エリオットはふと思い立った。

　元いた歴史では、ディランが宝剣を使って魔神を倒した事になっている。しかし現状、それは妨害されて不可能。つまり、この世界は少なくとも二週目以降の世界という事だ。

　そして前回の歴史との最大の違いは、フラミリスの存在だろう。二十年前に死んでいるはずの彼女がこの時代にいる事で、歴史はまた大きく変わる。それによる影響は、さしもの魔神とて予測出来ないはずだ。

「……アーシェ、魔力塔は起動したと言ったな？」

「え？　うん。フラミーさんがやってくれたよ」

　ならばアドアステラの魔力供給量は充分だろう。エリオットは白く濁った鉱石を取り出す。

　敵オートマギアから奪い取り、解析していた魔ま導どう核かくだ。

「アドアステラ、解析状況はどうだ？」

《現在の速度であれば、五分後に解析が完了します》

「よし。ならアーシェ、協力してくれ」

「協力？」

「俺が合図したら、〈付与消去デイスエンチヤント〉を使うんだ」

「それはいいけど、どうするの？」

「あと五分で敵のオートマギアのセキュリティを突破出来る。それで制御権限を奪えばこっちのものだ。数千体いるオートマギアの群れが、全部俺の制御下に入る」

「でも、こんな弱いオートマギアがいくらいたって……え？　待って？」

　アーシェはふと理解したように大きく目を見開いた。

「まさか、この数のオートマギアに私の魔法を中継させるの……？」

「そういう事だ」

　魔法銀は強固な魔法耐性を持っているが、〈付与消去デイスエンチヤント〉を何百発も撃ち込めば破壊出来る。

　そして魔術師が一人でも、複数のオートマギアを中継させて魔法を発動する事は可能だ。現に敵のオートマギアは同じ方法で再生と増殖の魔法を使っている。

　ならば逆にその中継機能を拝借し、アーシェの〈付与消去デイスエンチヤント〉を連発させればいい。

　それを聞いて、アルマンは血相を変えた。

「そうはさせません……ペルグランデ！　眼下の人間達たちを敵対者として登録、排除せよ！」

　その直後、城が揺れた。

　いざという時のために準備していたのだろう。ジルタリア城の壁を崩しながら、見上げるほどの人造巨人が動き出す。

「なっ……こんなところに!?」

　ペルグランデはその巨体ゆえ、エリオットの生み出した魔法銀の騎士で破壊しきれない。しかも魔法がほとんど効かないのだ。倒すには宝剣か、カリブンクルスを使うしかない。

「アーシェちゃん、フラミーちゃんは来られないの!?」

「無理だよ！　今ジルタリアの都市はオートマギアに囲まれてる！　入る隙間がないの！」

「──なら、わたしがやります！」

　後方でレジィナが叫んだ。

　暴竜カリブンクルスの背に乗り、ペルグランデを鋭く睨にらむ。

「バカ言うな！　もう一発撃ったら生命力が削られる！　お前の寿命が減るんだぞ!?」

　青あお褪ざめるディランに、しかしレジィナは首を横に振る。

「ここで死んでは元も子もありません。それに……ディラン様に先立たれてまで長生きしたくはありませんから」

　そう言って笑うレジィナは、どこか楽しげだった。

「レジィナ……」

　混血とはいえ彼女は長命を誇る獣人だ。普通にしていれば二百年以上生きる。だがここで暴竜のブレスを使えば人間かそれ以下の寿命になるだろう。

　それはある意味、幸せな事なのかもしれない。アーシェという幼なじみを持つエリオットには、その感情が理解出来る気がした。

　そんな彼女の覚悟を察したのか、暴竜カリブンクルスが口内を輝かせ始める。

　それを見たアルマンが駆け出した。暴竜目掛けて背中の巨腕を振りかざす。

「創換魔法アセンブル〈魔法銀の剣ソードミスリル〉！」

　エリオットが持つ魔ま導どう核かくに魔法銀がまとわり付いた。青銀の刃やいばが火花を散らし、アルマンの巨腕を受け止める。

「おのれ……どこまで邪魔立てをするのですか!?」

「どこまでも邪魔するさ。間違いは正さないといけない」

「私の何が間違っていると!?」

　青筋を浮かべるアルマンに、けれどエリオットは優しく笑いかけた。

「お前が間違ってるんじゃない。お前を取り巻く世界が間違ってるんだ」

　直後、暴竜のブレスが放たれた。

　魔法銀の装甲に超圧縮された魔素の塊が衝突し、加熱され、融解する。青銀の光沢は見る間に失われ、巨体が徐々に崩壊してゆく。神獣最強と謳うたわれる暴竜のブレスは凄すさまじく、あれほど強固だったペルグランデの装甲を一撃で貫き、背を抜けていく。

　その時、エリオットの魔導端末グリモアが銀髪の少女を映し、涼やかな声を発した。

《マスター、解析が完了しました。セキュリティコードを送信します》

「創換魔法アセンブル〈魔法仕掛けの人形マギウスドール〉！」

[image: ]

　アドアステラの言葉の直後、白い魔ま導どう核かくに魔力を込める。

　その瞬間、オートマギアの群れに光の輪が展開された。何千と溢あふれかえるそのすべての足元に魔法陣が投影され、燐りん光こうが浮かび上がる。

「アーシェ！」

「ほい！」

　待っていたとばかりにアーシェは赤い鉱石の短剣を握り締め──

「付与魔法エンチヤント〈三重トリプル・付与消去デイスエンチヤント〉！」

　その瞬間、目の前にいたオートマギアの群れが魔法の復唱を始めた。

　アーシェとそっくりな声で言葉が結ばれ、魔法を発動させる。その先にあるのは人間とほぼ同等の大きさを誇る巨石。

　魔法銀鉱石の魔ま導どう核かくだ。

　魔法を消し去る魔法の効果で、巨大な魔ま導どう核かくに亀裂が入る。割れた破片は砂となり、鉱物としての形がみるみる失われてゆく。

　マスター権限を持つ魔ま導どう核かくを失った事で、四つ足のオートマギアも力を失ったのだろう。数千いたすべてが砂となって崩れ去った。

　その様子をアルマンは絶望の表情で見つめ、膝を折る。

「私は……間違っていたのでしょうか？　いくら魔法技術を発展させても、人が笑って生きられる世界は生み出せないのでしょうか……？」

「魔法技術に万全はない。それを使う人間が不完全な生き物だからだ」

　呆ぼう然ぜんと目の前の光景を眺めるアルマンへ、エリオットは抑えた声で答えた。

「だけど、それでも俺おれ達たちの世界は発展を続けてる。いつか人間が技術に追い付く日も来るさ。いつかな」








エピローグ









　すべてを終えた後、エリオット達たちは魔力塔で眠るべく帰途についた。

　シルジア公国へは、ベルメスタ城塞を通り抜けるのがもっとも早く安全な道だ。風の速度を得たグラナイトウルフに乗れば、日が落ちるまでには辿たどり着つけるだろう。

「アルマンをあのままにしておいて、本当に良かったのかしら？」

　ラキアのつぶやきに、アーシェは表情を曇らせた。

「あの人は魔神に利用されただけみたいだからね」

　アルマンはジルタリアの地で放置されている。

　後の世で魔神と呼ばれるであろうオートマギア達たちは、エリオットとアドアステラによりすべて分解され、闇に葬ほうむられた。これで魔ま導どう大戦の時代は幕を下ろした事になる。

　だがこの時代の人々はこれからも変わらず生きていく。アルマンが遠未来の魔法技術を得た以上、表舞台に出られては歴史が大きく食い違ってしまう。

　頭ではそう理解していたが、住民のいない廃はい墟きよの国で抜け殻のようになった彼を、今更どうこうする気にはなれなかったのだ。

「元々今回の騒動は俺の創換術が発端だ。アルマンは被害者とも言える。歴史を理由にあいつの生死を決めるなんて、傲慢な話だよ」

　本来の歴史でアルマンがどう生きたかは、記録がなかったためわからない。ならば未来の行く末は流れに任せるべきだろう。

　歴史というのは本来、そうやって作られてきたもののはずだから。







　ローエンブルク兵達たちに出迎えられたのは、ベルメスタ城塞の城門をくぐった時の事だ。

　金属鎧よろいを着込み、腰に剣を下げた大勢の兵士達たち。彼らの前にガルシア＝オークス将軍が立ち、強面こわもてを晒さらしていた。

「ディラン大公爵殿、待っておったぞ」

「何のつもりだ？」

「そう固くならんで欲しい。貴殿に少々話があるのだ」

「私に？」

　ディランは警戒するように背後の兵士達たちへ視線を這はわす。エリオットもいつ何が起きても大丈夫なよう、ポーチの留め具を外しておく。

　だがオークス将軍は唐突にディランの前でひざまずいた。兵士達たちもそれに倣ならい、一斉に顔を伏せる。

「我ら一同、今日よりディラン大公爵様に忠誠を誓います」

　いきなりの話に、エリオットは面食らった。

　アーシェもラキアもフラミリスも、レジィナさえも困惑するように顔を見合わせる。ディランだけは動揺する様子がなかったが、訝いぶかしむように眉を寄せているのがエリオットの目に映った。

「……何の真似まねだ？」

「言葉通りです。ここにいるのは皆、ディラン大公爵殿の言動に感銘を受け、集まった者達たち。どれほど末席だろうと構いませぬ。なにとぞ我らをあなた様の配下に」

「断る。大体、ローエンブルクはどうするのだ？　聖王は存命だろう」

「我らは聖王陛下に捨てられた身、親を失った子も同然でございます。帰る国などもはやありませぬ」

　言葉に反してオークス将軍は清すが々すがしい笑みを浮かべていた。兵士達たちの顔も、未来へ希望を抱いているかのような明るい表情ばかり。

　この様子から見るに、おそらく聖王は彼らに見捨てられたのだろう。配下を見捨てて一人逃げる王に付いていきたい者など、そうそういないという事か。

「民なき国に王などおりませぬ。臣民を愛するディラン様こそ、王の名に相応ふさわしい御お方かた。なにとぞ我らを配下にしていただきたく存じます！」

「何度言われてもダメだ。他を当たれ」

「ディラン、ここまで言っているのに無下にしては彼らが気の毒です。配下に加えてあげてはいかがですか？」

　フラミリスの意見で、ディランはしかめっ面つらになった。

「彼らは獣人を虐しいたげた者達たちだぞ。レジィナも酷ひどい扱いを受けたのだ。配下にする事は出来ん」

「つまり、恨みつらみから拒絶を？」

「違う。レジィナのためだ」

「わたしのため……？」

「そうだ。今後シルジアの地で生きるのに、身内の仇かたきをそばに置かれては心休まらんだろう」

　レジィナは驚いたように目を丸くした。

　彼らが結婚するとなれば、今後死ぬまで一緒に過ごす事になる。そこにわだかまりの芽を残したくないというのは至極真っ当な姿勢だろう。

「私はレジィナに幸せになって欲しいのだ。私と結ばれるにせよ、そうでないにせよ、な」

　レジィナはどこか考え込むように顔を伏せた。

「……確かに、仲間達たちの何人かは竜の聖女として命を使い潰されました。わたしもあわや同様の末路を辿たどるところでしたね」

「ならば──」

「ですが、これは彼らに罪を償わせる良いい機会。無駄にしては死んでいった竜の聖女達たちが浮かばれませんよ」

　そう言ってレジィナは決意を込めたように顔を上げ、そっとディランに唇を重ねた。

　突然の出来事に女性陣も色めき立つ。

　対するディランはガチガチに固まっていた。一番驚いているのは彼だったようだ。情熱的に見えてその実、攻められると弱いタイプらしい。

「な、何を……？」

「ディラン様がそばにいてくれるなら、わたしはどうという事もないです」

　当事者にそこまで言われては、何も言い返せなくなるというものだ。

「……す、好きにせよ！」

　照れを隠すように背を向けるディランに、レジィナはくすりと笑い掛ける。

　そんな二人を見て、アーシェとフラミリスがそろって苦笑いになった。

「この分だと、ディラン君はレジィナさんのお尻に敷かれそうだね」

「仲良くやれるならいいのですけれど」

「エリオット君も気を付けなさいよー？」

　ラキアが肩を竦すくめて言う。

「何に気を付けろって？」

「いやほら、でっかい尻に敷かれないように」

「私はでっかくないもん！」

「あら、アーシェちゃんの事だとは一言も言ってないわよ？」

「うぐっ……」

　ニヤニヤといやらしく笑うラキアに、アーシェは顔を真っ赤にして頰を膨らませるのだった。







　その後シルジア公国へ帰り着くと、家臣達たちが待っていた。

〈停滞結界ステイシス〉で眠る準備はフラミリスの指示で既に整えられていたらしい。一月分の食糧に水、布などが樽たるに詰められ、魔力塔の頂上に持ち込まれている。

　風の吹ふきすさぶ夜空の下で、エリオットはソブルムの書に埋め込まれた赤い宝石に魔力を込める。

「少しアドアステラの思考領域にエラーが蓄積してるみたいだが、不具合は出てない。これなら大丈夫そうだ」

「では、もう眠るのか？」

　尋ねてきたのはディランだ。レジィナとともに見送りに来てくれている。

「あまり余裕がないからな。アドアステラの調整が済み次第、すぐにでも眠るつもりだ」

「せめてあと一日だけでもこの時代に留まれないだろうか……？」

「あら、何かあるの？」

　ラキアの問いに、ディランはわずかに言いよどむ。レジィナも寂しげに耳を伏せていた。

「ああ、いや……これで貴殿らと会えなくなると思うと、な」

「そうですね。可能なら結婚式に参列して欲しかったのですが……」

「悪い。残りの魔法薬は二十四日分しかないからな。月霊草ムーンリーフを入れればもう一日伸ばせるが、これを使うと今後入手出来るかわからなくなる」

「そうか……ならば仕方がないな」

「ごめんね、ディラン君……」

「それでしたら、わたくしが参加しましょう」

　フラミリスが胸に手を乗せて微笑ほほえんだ。

「姉上が？　いいのか？」

「ええ。わたくしがこの時代で数日を過ごしても、魔法薬は消費しません。それに弟の晴れ舞台を見るのは姉の義務ですから」

「あ、じゃあこれで写真撮って来てよ」

　ラキアが自分の魔導端末グリモアを差し出す。

「写真……というと、見たものを映すという？」

「そうそう。いっぱい撮って来てね」

「それは構いませんが……貸していただけるのですか？」

「そうよ。弟君とレジィナちゃんの結婚式、私も見てみたいしねー」

「だったらラキアも一緒に行けばいいんじゃないか？」

　エリオットの提案に、けれどラキアは腕を組んで迷うように唸うなった末にかぶりを振った。

「うーん……そうしたいのはやまやまだけど、やめとくわ。アーシェちゃんを置いてあたしだけ楽しむのも嫌だし」

「私はいいよ……？」

　アーシェが申し訳なさそうに言うが、ラキアは眉をつり上げた。

「あたしが嫌なの。というわけでフラミーちゃん、写真よろしくね」

「でも使い方がわかりませんよ。わたくしにも出来るのですか？」

「簡単よ。この画面を指で触って魔力を込めると起動。そしたらアイコンが色々出るから、その中のこの魔法陣をチョンと触さわればいいわ。静止画だけじゃなく動画も撮れるわよ」

「へぇぇ……便利ですね！」

　感嘆の声を上げるフラミリスに、ディランとレジィナも顔を寄せる。

「何だこれは？　どういう仕組みなのだ？」

「これが千年後の魔ま道どう具ぐですか……。面白いですね」

「技術的な部分は詮索しないのがルールだぞ」

「はいはい、わかっているさ」

　ディランは両手を上げて降参のポーズを見せる。

「それよりエリオット殿、眠る前に一つ相談したい事がある」

「なんだ？」

「シルジア公国が父上の代で独立した事は知っていよう。そしてこの度私はファランド皇国の姫であるレジィナと結婚する事になった。であれば国名をファランド皇国と改めるべきではないかと思ったのだが、こやつが首を縦に振らないのだ」

「当たり前です！　シルジア公国は過去に独立したんですよね。なら、とっくに滅んだ国の名前を継ぐなんておかしいじゃないですか」

「いやしかし、レジィナは皇帝の血を引いているのだ。国号を継いでもおかしくはなかろう」

「皇帝の血を引いている事を示すのであれば、シルジア皇国とすべきです」

　レジィナは頑として譲る気配がない。

　ディランは肩を竦すくめて苦笑した。

「見ての通りだ。それにこれは家臣達たちの間でも意見が割れている事でもある。ファランド皇国とすべきか、シルジア皇国とすべきか。貴殿らの意見も聞かせてもらおうと思ったのだ」

　ディランの話を聞いて、エリオットは妙に納得がいく思いだった。

　エリオットの知る未来では、母国はシルジア皇国となっていた。だがサイラスの言によると、本来の歴史ではファランド皇国だったらしい。

　ここでファランド皇国に決まれば、本来の歴史に少しだけ近付く事になる。

　エリオットが死に、アーシェが変えようとした未来に。

　たかが名前一つの事ではあるが、されど千年後も使われる国名だ。影響は大きいだろう。

（しかし、未来人である俺おれ達たちが口を挟んで良いものなのか……？）

　そう考えている時だ。

「シルジア皇国にすべきです」

　不意にフラミリスが口を挟んだ。

「お、おいフラミ──」

「いけませんよ、ディラン。これは未来の方々が決める事ではありません」

　そう言ってすまし顔で口元に指を当てられる。黙っていろという事らしい。

「姉上。なぜシルジア皇国なのだ？」

「簡単な事です。わたくしが個人的にそちらの方が良いいと思ったからです」

　呆気あつけにとられるディランとレジィナ。

「エリオットさん。あなた方は未来人ですから、過去へ過度に干渉する事を避けるのは理解できます。ですがわたくしは、ある意味この時代の人間と言えるはず。少しくらい意見しても構いませんよね？」

　いたずらっぽく笑うフラミリス。

　そんな彼女を見て、エリオットは肩の力が抜けたようだった。

「……そうだな。君が決めたんなら、それが歴史だ」

「そういう事です。では時間も押しておりますし、そろそろ……」

「そうだな。俺おれ達たちも行って来るよ」

「写真楽しみにしてるから、ちゃんと撮って来てよ？」

　腕組みしてそっぽを向くラキア。その目はよく見れば少し潤んでいる。なんだかんだで彼女も寂しいのだろう。

「ディラン君、レジィナさん。元気でね……」

　アーシェが小さく手を振り、悲しそうにうつむく。

「それじゃアドアステラ、頼む」

「イエス、マスター。付与魔法エンチヤント〈四重クアド・停滞結界ステイシス〉」

　銀髪の少女型オートマギアが詠唱する。

　魔力の燐りん光こうが浮遊し、魔法陣が足元に展開され──天が虹色に覆われた。







　そうして数分が過ぎた頃、一人の少女が姿を現した。

　赤い衣装にレザーのケープを羽織り、色とりどりの花で作られたブーケを手にしたフラミリスだ。一つ括くくりにした茶色い髪には可愛かわいらしいリボンが着けられている。

「お待たせしました！」

「大して待ってないわよ。五分もなかったんじゃない？」

「そ、そうなのですか？　外で一ヶ月ほど過ごしてきたのですが……」

「ここの時間の流れは一万倍だからな。時間差があって当たり前だ」

「それより写真は？　見せて見せて」

　アーシェが身を乗り出して目を輝かせる。

「はい、ちゃんと撮って来ましたよ。ほら」

　フラミリスが魔導端末グリモアを操作すると、人々が居並ぶ緑の庭園が映し出された。

「あっ、こらアーシェちゃん！　それあたしの端末よ！」

「いいじゃない。皆で一緒に観みよう」

　あちこちに花が舞い、吟遊詩人が楽しげな音色を奏かなでる。木のテーブルに置かれたバスケットにはパンや肉に果物が盛られていた。かなり盛大なパーティのようだった。

　その中心に立つのは、赤と白のサーコートを身に着けたディランと、純白のドレスをまとうレジィナだ。

　彼らとはこれで今生の別れとなる。歴史上の重要人物である以上、フラミリスのように未来へ連れて行く事も出来ない。

　どれほど仲良くなったとしても、彼らはエリオット達たちを置いて死んでゆくのだ。

　ふと、隣に佇たたずむブロンド髪の獣人少女の横顔へ目を向ける。

　未来において、世界で唯一となる幻想種のアーシェ。

　その寿命は四、五百年とも言われ、誰よりも長く生きる存在である。エリオットが年老いて死んだ後も、その次の世代も、更に次の世代も、誰一人アーシェの寿命には付いて行けない。皆彼女の前から消えてゆく。

（アーシェは将来、こういう状況になるんだよな……）

　今まではあまり実感がなかったが、こうして体験するとその恐ろしさがエリオットの身を震わせる。

　目を潤ませながら映像を見つめるアーシェに、エリオットは肩をポンと叩たたいてやった。

「お前は俺が必ず守る。未来へ戻る道も、その後もだ。だから泣くな」

「……うん、ありがと」

「まぁ、ある意味その後の事は解決しているんだがな」

　エリオットは結界の外側にいるアドアステラへ目を向ける。

　高性能な魔ま導どう核かくに、人間並みの知性を持たせた銀髪の少女型オートマギア。魔力塔の隅に腰掛け、ぼんやりと空を眺めている。

　彼女であれば理論上、数千年は生きる事が出来るだろう。幻想種の獣人を追い越してなお余りある長大な寿命だ。

（父親を助けるためオーレリア魔法国連邦にアドアステラを引き渡す約束をラキアとしているが、それさえ解決してやれば……）

　やるべき事はたくさんある。アーシェの事も、世界の行く末も。けれど解決の道はあるはずだ。

「そうだね」

　アーシェは涙を拭い、顔を綻ばせた。少しは気分が晴れたようだ。

「じゃあ、アドアステラさんともっと仲良くしなきゃ」

「ああ」

「でもエリオが私より長生きしてくれれば、それが一番いいんだけどね」

　唐突な無茶振りをされ、エリオットは苦笑するのだった。

「……まぁ、善処するよ」


〈了〉










あとがき






　僕の家はかなり古いです。

　どれだけ古いかというと、第二次大戦中の新聞の切り抜きがあったり、その戦争に参加したおじいちゃんが子どもの頃のアルバムがあったりします。家の前を牛車が走っている写真とか、一体いつのものなんだかわからないくらいです。

　そりゃあ床も軋きしみますよね……。

　前々から歴史を感じる家だとは思っていたのですが、調べてみると一七八九年六月二六日に亡なくなったご先祖様の記録がありました。寛政元年ですよ。

　令和元年の今との差は、ちょうど二三〇年。探せばまだあるかもしれません。

　なんでもうちはとある地主の一族で、火事で屋や敷しきが燃えたのを機に家を出た次男の家系だそうです。

　人に歴史ありとは言いますが、家にも歴史があるものですね。







　どうも、えいちだです。

　二巻ですよ、初の続編。嬉うれしいですね。

　支えてくださった読者の皆様には本当に感謝です。

　歴史にifはないとよく言われますが、それでもあれやこれやと考えてしまうのは、やはりロマンがあるからだと思います。映画『バック・トゥ・ザ・フューチャー』とか大好きです。

　先の話でも、もし火事がなければうちの家はありませんし、僕が生まれる事もなかったでしょう。その場合、もちろんこの本もありません。

　もしあの時こうだったら、歴史はどう変わっていたか？

　そんなロマンを詰め込んだのが本作品です。ファンタジーではありますが、歴史の流れを想像するのは楽しいですよね？　二巻を手に取ってくれた読者様なら、きっとご理解いただけるかと思います。

　本書が皆様を楽しませ、歴史の一ページとなれましたら、これに勝る喜びはありません。




　二〇一九年五月

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「えいちだ先生」係

「あやみ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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